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　目が覚めた時、聖ひじり健けん太た郎ろうは一振りの剣になっていた。

「…………あの、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　信じられない話だ。だがこの姿でも音として声を発することはできるようで、台座に突き刺さって自分一人ではまったく身動きが取れない中、喋しやべれることは救いだと感じた。

　だがそんなこと以上に、信じがたい事実が目の前に広がっていた。

「この状況……どういうこと？」

「いやいや、あたしに聞かれたってマジ意味わかんないんだけど。てゆーか、なんで剣が喋ってんの？　ちょーヤバくない？　マジすっごい大発見じゃん！」

　うるさいぐらいに元気な声が、健太郎の正面に立つ少女から発せられる。

　その女の子は背格好からして十六、七歳ぐらいの剣士だった。胸部や腰周りを守るセパレートの鉄製プレートを纏まとい、両腕には革製の篭こ手てをはめ、一振りの剣を腰に携えている。

　だが剣の柄つか頭がしらには、なぜか大量のアクセサリーが取り付けられていた。ストラップをつけまくってジャラジャラと鬱うつ陶とうしくなったケータイを思わせる。しかも足下は剣士らしからぬ、踏ん張りの利かなそうなヒールブーツだ。

「マジどーゆー仕掛け？　中に人、入ってるの？　魔法で喋しやべれるようになってる感じ!?」

　徐々にテンションの上がっていく声が耳じ朶だを打ち、反射的に少女の顔へ視線を向ける。

　グロスを塗った淡いピンクの唇に、小さな鼻。それらを辿たどり、目に留まったのは不自然なまでに逆立ったまつ毛と、太く縁取られたアイライン。アイシャドーもバッチリ。

　濃い。とにかくてんこ盛りの、濃いアイメイク。

　健けん太た郎ろうの真正面に立っている少女は、正真正銘の──『ギャル』だった。

　メイクの濃さもそうだが、派手なピンク色の髪もだ。高い位置でサイドポニーテールに結い、盛っている姿は、健太郎がいた世界のギャルの雰囲気とも重なる。

（な、なんで目が覚めたら剣になってて、ギャルが目の前に現れたんだ……？）

　わからないことがあまりにも多すぎて、健太郎は混乱していた。

「これってたぶん、ちょー歴史的瞬間ってやつだよぉ！　すごいすごぉい♪」

　すると、ギャル剣士の隣に立っていた少女が、嬉うれしそうにピョンピョンと跳ねた。

　おっとりとした声質の女の子だった。背中まで垂らした金色のゆるふわなロングヘア、目の周りや頰ほおに派手なメイクを施し、プルンといやらしく膨れた唇……。

（……こっちもギャルだー！）

　純白のローブに、ウエストを絞るアースカラーの太いベルトを巻いた装いは、魔法使い──取り分け、回復系の職業を思い起こさせる。

　だが胸部はまるでテントのように張っていて、スカートは飛び跳ねる度に中が見えてしまいそうなほどのミニ。凄すさまじいまでに無防備な女の子だ。

「ほらほら、みんなもそんなとこで何してんの!?　早く早く！　お宝だよ、お宝！」

　ギャル剣士は、少し離れた所にいる仲間へ向けて手招きする。

　辺りは森の一部を切り開いたような、生い茂る木々に囲まれた開けた空間だった。ぽっかりと口を開けた青空から明るい光が降り注ぎ、周囲の草花や、神秘的な紋もん様ようの刻まれた台座を照らしている。

　手招きされた二人が「なになにー？」「どしたのー？」と気け怠だるげに近寄ってきて──彼女らもギャル剣士に負けず劣らずギャル然としていて、健太郎は驚く。一人は片手槍スピアーを持ち、一人は無骨なナックルダスターを手にはめていた。

　そして目の前には、回復系魔法使い然としたグラマラスなギャルと、アクセサリーだらけの剣とヒールブーツのギャル剣士……。

（え？　待って待って？　なんでこんなギャルがいっぱい!?）

　正直なところ、健太郎はギャルが苦手だ。

　ケバいメイクで顔を作り、いつもキャーキャーとテンションも高く、中身のない話でケラケラ盛り上がり、抜群のコミュ力で男を囲ったり囲われたり。そんなクラス内ヒエラルキートップの連中が醸かもし出すオーラは、絶対に自分と相あい容いれない異質な物に感じていた。

　こと健けん太た郎ろうは真面目まじめな性格だったこともあり、勤勉や模範的といった要素から大きく逸脱しているギャル達に、良い印象を持てなかったのだ。

　もちろん、ギャルと呼ばれる人達の全員が、そうではないと頭ではわかっている。偏見はよくない。だが健太郎の周囲のギャル達は、それが普通だったのだ。苦手意識が芽生えるのも無理はない。

　そんな苦手なギャルばかりが目の前へ立て続けに現れ、健太郎はますます困惑していく。

「なんか、ちょーヤバいの見つけたんだけど！　この剣、喋しやべるんだよ!?　すごくない!?」

「は？　レナってば、マジで言ってんの？」

「マジマジ！　エミリーだって、ちゃんと見たでしょ？」

　レナと呼ばれたギャル剣士が、隣の白装束の回復系ギャルを見て言った。

「見た見たぁ。もうね、すっごいビックリだよぉ」

　エミリーと呼ばれた白装束のギャルが、おっとりとした口調で答える。

　するとレナは、芸人がどつくようなノリで剣の鍔つばの辺りをバシンと叩たたく。

「ほら、黙ってないでなんか喋ってよ、剣！」

　痛みはないが、叩かれた衝撃は感じた。なんて雑な扱いだ。

　だがこの展開は、健太郎にとって好都合と言えば好都合だ。

　自分一人では身動きが取れない以上、彼女らに抜いてもらうほかない。

「あの、いきなりで悪いんだけど、ちょっと頼みを聞いてくれないか？　実は困ってて」

「ほらー！　すごくない!?」

「マジだ、やっば！　ギルドに報告したら、ワンチャン賞金とかくれんのかな!?」

「いや、盛り上がってるところ悪いんだけどさ。ちょっと俺おれの話も聞いて──」

「臨時収入ラッキーある感じ!?　やだどうしよう、何買おう！」

　だが健太郎の言葉は、ギャル達に悉ことごとく無視されてしまい、

「だーかーらっ！　ちょっとは俺の話も聞いてくれって！」

　さすがに怒鳴ってしまった。四人はいきなり怒られたからか、少しだけ身構えた。

　四人を代表してレナが訊たずねる。

「いきなり大声出さないでよー。なに、話って？」

「その、困ってることがあってさ。俺、自分の力じゃ身動き取れないんだ」

「へぇ。でも、そりゃそうだよね。だって剣だし。あははっ」

「わ、笑い事じゃないんだって！」

　レナがケラケラと笑うと、他の三人もクスッと吹き出した。

　笑われる理由なんてないはずなのに、妙に気恥ずかしい気分だ。

「このまま誰にも引き抜かれなかったら、俺は独りここでずーっと雨風に晒さらされることになる。そんなの絶対に耐えられない。だから……できたら、俺を引き抜いてほしいんだけど」

　健けん太た郎ろうが恐る恐る頼んでみたところ、

「ああ、いいよいいよー。どうせ最初から抜くつもりだったしねー」

　拍子抜けするほどあっさりと、レナは承しよう諾だくした。

　そのあっけらかんとした態度に呆ほうけてしまった健太郎が、慌てて我に返る。

「ほ、ほんとか!?　いや、それはすごい助か──うひぃっ！」

「というわけなので、抜いちゃいまーす♪」

　突然、エミリーが健太郎の柄つかを摑つかんだのだ。自分の棒状の部位を握られているようなこそばゆい感覚に、驚いて変な声が出てしまった。

「ん～っ！　……あれぇ？　この剣、全然抜けないよぉ。すっごい固ぁい」

　だがエミリーがグッと力を込めても、健太郎はぴくりとも動かなかった。

　ナックルダスターと片手槍スピアーのギャル二人も「そんなバカな」と挑戦してみる。だがやはり、健太郎の体は一ミリたりとも台座から動かなかった。

　片手槍のギャルはため息をついて、健太郎にもたれ掛かった。

「これさー。あーしらじゃ抜くのマジ無理じゃね？」

「いやいや、そんな訳ないっしょー。きっと、何かコツがいるんだって」

　レナは言いながら健太郎へ近づくと、片手槍のギャルに退どいてもらって柄を握る。

「そうだ！　したら、いいこと思いついたんだけど。もしあたしがワンチャンやってみて、抜くことができたら、あたし貰もらっていい？　特別報酬にしろ、この剣売ったお金にしろ」

「ええ～？　レナってば、それズルいよぉ」

　エミリーをはじめ三人共が頰ほおを膨らませるが、レナは「にひひっ」と笑う。

「もち、みんなにスイーツご馳ち走そうするしさ！　いいっしょ？」

「「「おっけ～♪」」」

「態度切り替わるの早っ！」

　スイーツを持ちだした途端、この掌てのひらの返しよう。さすがギャルと思わずにはいられない。

　やがて柄を握るレナの手に、一層力が込められる。

（まあ、これで抜けなかったとしても、別の人を呼んでもらえるならいいか……）

　健太郎はそう軽く考えていた。自分で身動きが取れない以上は、誰かに抜いてもらうほかない。だがそれがレナやエミリー、他のギャル二人である必要はなかったからだ。

　さらにはギャルに対する、拭ぬぐいきれない微かすかな偏見もあったのかもしれない。ギャル三人が試して無理だったのだ。どうせレナにも抜けっこない。そう思い込んでいた。

　だからこそ──一瞬、何が起こったのか理解できなかった。

　レナが「ぃよいしょーっ！」と気の抜ける気合いの声を上げ、剣を引っ張った瞬間。




　ずずずっ──シャキィィンッ！




「やったー、抜けた抜けたー！　いぇーい♪」

「──なっ！　なにぃぃぃぃっ!?」

　硬い石の台座に深く深く突き刺さっていた健けん太た郎ろうは……他の三人がどれだけ力を込めてもピクリとも動かなかった剣は──レナの手によってあっさりと抜けてしまったのだ。

　それはまるで、剣が、台座が、この空間が、レナを剣の持ち主と認めたかのようだった。

（……待てよ。この状況、というかこの構図……まさかっ）

　ふと健太郎は、一つの可能性に思い至ってしまう。

（まさか俺おれ……実は《聖剣》的な武器でした、なんてオチじゃないよな!?）

　木々の合間を風が吹き抜け、健太郎の不安を煽あおるように枝葉がざわついた。





　　　　　　　◇






　健太郎は生前──剣に転てん生せいする前は、現代の日本の地方都市に住む高校生だった。

　人並み程度にゲームやマンガを嗜たしなみ、決して多くはないが友達に囲まれ、なんとなく当たり障りのない学校生活を送っていた……そんな、男子高校生の一人だ。

　人と違う点をあげるとすれば、剣道家としての実力だろう。

　剣術道場の師範である祖父の信条『弱きを助け、強きを挫くじく』に漠然と憧れ、健太郎は幼い頃から剣道を習い、修練を積み、高校は剣道部の部活推すい薦せんで入学を決めた実力者だ。

　そんな経歴だからか、昔から人よりも正義感が強く行動的だった。悪あしきを見過ごすことができなかったし、弱きを助けるためには体も張った。

　そしてその日も、信条に従って体を張った結果──健太郎は命を落とした。

　連日の猛暑のせいもあって、町を流れている川には泳いでいる人の姿がちらほらとあった。『急に深くなる場所があるため注意』と札が立っている程度で、特に入にゆう水すいを禁止しているわけではなく、時期的に川遊びをしている人は珍しくない場所だった。

　だがその時は、子供が溺れかけていた。保護者らしい女性が救急か消防を呼んでいるようだったが、そうしている間にいよいよ子供の姿が沈んでいく。

　河か川せん敷じきで現場を目撃した健太郎は、一緒だった友人の制止を振り切って川に入った。

　無我夢中だったが子供を助けることはできた。しかし自分は水底の木に制服の裾すそが引っかかって、身動きが取れなくなった。さらにその木が運悪く、もがく健太郎の足に当たって、深く沈んでしまった。

　健太郎も引きずり込まれてしまい、そのまま意識混こん濁だく。

　記憶は一度、そこで途切れ……。

「そうして目を覚ますと、見たこともない森の中で剣に転てん生せいしていた、ってわけだ」

「違う世界から転生した、同い年の男子……ねぇ。てゆーか転生ってどーゆー意味？」

「……生まれ変わるってことだよ」

　能天気に訊たずねてくるレナへ、健けん太た郎ろうはため息交じりに答えた。

　レナ達は森の外を目指して歩いていた。宣言通り健太郎を引き抜いたことで、レナがお宝を独占。となれば、この森に留とどまる理由がなくなったからとのことだった。

　レナとエミリーが前列を歩き、少し離れて他のギャル二人がついてきている。歩きやすくなるよう、レナが健太郎で雑草をなぎ払っていたからだ。

　そんな剣らしからぬ雑な扱いを受けている健太郎へ、レナが訊ねた。

「それで、えっと……ごめーん、名前なんだったっけ？」

「聖ひじり健太郎だ！　聖が名字！」

「あ、そうそう。ケンタロね！　変な名前だから覚えにくくってさー」

「変とか言うな！　名前も覚えられないなんて、失礼なやつだな」

「あー、言ったな？　じゃあケンタロは、あたしらの名前覚えてんの？」

「レナ・パーカーに、エミリー・バーンズ……だろ？　どうだっ」

　健太郎は「ふふん」と得意気に笑った。

　つい先ほど自己紹介を済ませたばかりなのだ。忘れるはずがなかった。

「むぅ……なんか剣のくせに生意気なんだけど」

「え～？　そうかなぁ。うちは、覚えてくれて嬉うれしいけどなぁ」

　エミリーはフワフワッとした笑みを浮かべた。二人の話では、レナとエミリーはお互い大親友と認め合っている仲だそうだ。

「しかも生意気なクセして、切れ味だけはめちゃくちゃいいし。さっきから草も枝も、全然刃が引っかからないんだけど。なんかヤな感じー」

「生意気なのは関係ないだろって」

　だがレナは、健太郎の言い分を無視して続けた。

「でもそんだけすごい剣なんだって思えば、やっぱお宝発けーんって感じだよね♪　薬草集めの安くてチョロいクエストだと思ってたのに、ちょーラッキー！　にひひっ♪」

　ザクザクと進みながら満面の笑みを浮かべるレナに、健太郎は訊ねた。

「なあ、今度はこの世界のこと、色々聞かせてよ。さっきから『ギルド』とか『クエスト』って言ってるけど、それって素材採集の仕事を紹介してくれる機関のことか？」

「そうそう！　よくわかったね。あとはダンジョンの調査とか、魔物退治とか！」

「なるほど。みんなはギルドからクエストを受注してお金を稼いでる人達なのか？」

「ピンポーン！　あたしらみんな【冒険者】の免許持ってて、たまーにクエスト請けてお小遣い稼いでるんだー。ちな、あたしの【職業ジヨブ】は【剣士】でーっす。いぇーい♪」

「うちは【治ち癒ゆ士し】でぇす。えへへぇ」

　二人とも、いわゆるギャルピースを決め、ユルいノリで笑った。

「んで、さっき知り合ったばっかの後ろの二人は、【槍そう術じゆつ士し】に【格闘家】なんだって」

　レナが振り向きながら言った言葉に、健けん太た郎ろうは驚いて聞き返した。

「最初から仲間だったわけじゃないのか？」

「ううん。あたしとエミリーが請けたクエストで森ん中ウロウロしてたら、たまたま別のクエストで森に来てた二人と出会って、仲良くなって一緒に探索してただけだよ？」

「え？　初対面であんな仲よさそうな距離感だったの!?」

　四人ともギャルだし、てっきり昔から仲のいい者同士なのかと思っていた健太郎。

　ギャルのコミュ力の高さに、改めて驚かされてしまった。

　ともあれ、ギルドにクエスト、そして冒険者という単語から察するに……。

（やっぱこれ、『異世界転てん生せい』ってやつだよな。そんで、俺おれは剣に転生した……と）

　聞き覚えのある言葉が立て続けに出てきて、ようやく健太郎は状況を理解していく。

「免許制ってことは、冒険者もギルドもそれなりに社会に根付いてるってことだよな。んで、魔物も存在している世界……もしかしたら、どこかに魔王的な存在がいるのか？　むしろ、いるからこそギルドの存在が根強いってこともあり得るから……」

　健太郎は、ブツブツと独り言のように呟つぶやきながら思考を深めていく。

「ケン君、すごぉい……。今のお話だけで、そんなことまでわかっちゃったのぉ？」

「いや、その辺の事情には多少詳しくてさ。やっぱり、魔王とかいるんだな」

　エミリーが感心したように目を瞬しばたたかせた。しかも、いきなりあだ名での呼称である。

　すると今度は、ポカーンと口を開いたままのレナが言った。

「ケンタロってもしかして、意外と頭良い系？」

「意外とって、どういう意味だよ」

「だってほら、剣って頭悪くてもできそーじゃん？　だから頭悪いと思ってた」

「なんだ、その理屈は！　失礼だぞ！」

「じゃあ、やっぱり頭良い系だ」

「いや……別に、学校の成績はずば抜けていいわけじゃなかったけど……普通だよ」

「んん？　じゃあやっぱバカなの？」

「普通だって言ったろ！　人の話は真面目まじめに聞けって！　失礼な奴やつだな！」

「あははっ！　ケンタロってなんかじじ臭ぁい！　本当にタメなの？　ウケるー！」

　レナはケラケラと笑うだけだった。出会ってまだ一時間も経っていないのに、ギャルの距離感の詰め方は本当に素早いと驚くばかりの健太郎。

　そんなピクニック気分でレナ達が森を抜けると、果てしない青空と緑の絨じゆう毯たんが広がっていた。穏やかな風が吹いて草原を撫なでる。

　平原を割るように延びた街道の一角に、恐竜のようなハ虫類に引かせている車が数台、停車していた。馬車ならぬ『竜車』と呼ぶべき車を目にし、ますますここが異世界なのだと思い知らされる。

「……あれ？　あたしらが来た時より、竜車が増えてない？」

「本当だぁ。これから森に入る人達かなぁ」

　レナとエミリーが視線を向けた先、少し離れた場所には、三台ほどの竜車が停まっていた。周囲には大勢の冒険者がいて、忙せわしなく何かの準備を行っている様子だった。

　すると、その中の一人──磨き抜かれたフルプレートの鎧よろいを纏まとう、白髪まじりで立派な顎あご髭ひげを蓄えた男性が、こちらに気付いて近寄ってきた。

「ちょっとすまない。君達は今し方、この森を探索していたのかな？」

　老いを感じさせる顔つきだが、言動も佇たたずまいもシャンとしている。紳士的な、いわゆるロマンスグレーといった剣士だった。

「そうだけど、それがどうかしたの？」

　なのにレナは、最初から躊躇ためらいなくタメ口で答えた。初老の剣士の目尻がピクッと動く。

「いや、その……我々もこれから探索する予定なんだが、何か変わった物を見つけなかったか？　例えば……何やら神秘的な武具、とか」

　抜き身の健けん太た郎ろうを握るレナの手が、微かすかに動く。健太郎も感づいた。神秘的かどうかはわからないが、変わった物、武具といえば自分のことだ。

「……いや、あたしら、素材採集のクエスト請けてただけなんで、見てないかな。ね？」

　レナがエミリー達に同意を求めると、三人とも「うんうん」と頷うなずく。

「そうか……。ところで、その抜き身の剣はどうしたんだい？　鞘さやに納めていないと危険だ。場合によっては『武具管理法違反』ということも」

「いや、鞘無くしちゃっただけだし。その辺、ちゃんとわかってるんで大丈夫でーす」

　レナは目立たないように健太郎を体の陰に隠した。「余計な説教とかマジうぜー」とでも言いたげなトゲを感じる言い方に躊躇ったのか、男性は深く言げん及きゆうできずに終わった。

「ちょっと、マイルズー？　何してるの？　早く行くわよーっ」

　男性の背後の団体から、ビン底眼鏡に赤黒いローブの女性が声を張った。

「わかった、エレーナ！　今戻る！」

　マイルズと呼ばれた男性は上体だけ振り返って答えると、改めてレナ達に向き直った。

「呼び止めてすまなかったね。クエストお疲れ様。だがギルドで完了報告するまでがクエストだ。帰り道も油断せず、気をつけるようにね」

　それだけ言い残し、マイルズは団体に戻っていくと、冒険者達を率いてさっそく森の中へと進んでいった。

「ギルドで完了報告するまでがクエストだ」「帰り道も油断せず」「気をつけるよーに」

　エミリーを除くギャル三人は、マイルズの声や顔マネをしたあと揃そろってお腹なかを押さえた。

「「「余計なお世話だっつーのっ！　あはははっ！」」」

　車に繫つながれた竜さえビクつくほどの大きな笑い声が、辺り一面に広がった。





　　　　　　　◇






　レナとエミリーはその後、槍そう術じゆつ士しと格闘家のギャル二人とは別々の竜車に乗り込んだ。

「あーしら、今度そっち遊びに行くからね！」

「レナってば、スイーツおごりの約束、忘れんなよー！」

　そう言って手を振りながら竜車で走り去る二人に、レナとエミリーも同じように返す。初対面というだけでなく住んでいる町も違う、ほとんど接点のない者同士だったらしい。

　そんなギャル達の抜群のコミュ力を見せつけられた健けん太た郎ろうは、レナ達と共に竜車にガタガタと揺られ続けた。

「でさ、こないだ調べたお店がね、パンケーキおかわりし放題とかマジテン上げでー」

「そうなんだぁ。ていうか、逆にダイエットとか気にしてられないよねぇ」

「むしろ前の日の夕飯、抜くの確定ってゆーか！」

「わかる、ちょーウケるぅ。そしたらレナさぁ……」

（……何がウケたのかさっぱりなんだけど!?）

　この小一時間、レナとエミリーは延々喋しやべりっぱなしだった。なぜこんなに話題が無くならないのか不思議に思う。しかもほとんど中身のないような話ばかりだった。

　ギャル～な会話が頭に入ってこず受け流しているうちに、竜車は町の入り口に設けられたアーチをくぐり抜けた。木製の、おそらく町の名前の書かれたウェルカムボードが下がっていたが、字が読めず町名はわからなかった。

「なぁ、あの看板、なんて書いてあるんだ？」

「『アリーチェの町へようこそ』だよー。ケンタロってやっぱ頭悪いんじゃん」

「知らない世界の文字なんかいきなり読めるか！」

「あっ、それもそっかー」

　どうやらレナは謝る気がないらしい。そんな素振りも見せないまま、竜車の停車場から町中に入り、レナ達はスタスタと慣れた足取りで進んでいく。

　アリーチェは、石畳の街道沿いに木造の建築物が並ぶのどかな町だった。

　だが通りがかった商店街は、精肉店や青果店、生活雑貨店など、そこそこの賑にぎわいを見せていた。他にも飲食店や、冒険者のための武器防具を売っている店もいくつか見かける。

　それらに見向きもせずレナ達が向かった先は、町内でほとんど見かけなかったレンガ造りの建物だ。木造の建物に比べて堂々たる様子から、特別な施設なのだろう。

　レナ達は流れるように扉を押し開き、施設の中へ入る。

　広い施設内は、健けん太た郎ろうのいた世界で言うところの銀行や役所を思わせる造りだった。どうやらここが『ギルド』らしい。

　壁際には掲示板が並んでいて、それを眺めている冒険者がずらり。他にも談笑にふけっている冒険者のパーティや、スーツ姿の男性に何かを訊たずねられている冒険者の姿も、ちらほらと見かけた。こちらは何かの取材だろうか。

（…………ん？　なんか、視線を感じるな）

　健太郎が──剣が抜き身の状態なのが注目されているのだろうか。先ほどマイルズも、『場合によっては武具管理法違反』と言っていたのを思い出す。

　だが周囲の視線を辿たどってみると、どうやらレナに集中しているようだ。当のレナはまったく気にしていない。おそらく気付いていないのだろう。

　ギャルに向けられる好奇の目か、あるいは蔑べつ視しか……。どちらにせよ、ざっと見回してみてもギャル然とした冒険者はレナ達以外にいない。さっきは偶然にもギャル四人に取り囲まれたが、ギャルの存在自体は比較的珍しいのかもしれない。

　レナはまっすぐに、空いている窓口へ向かった。近づいてくるレナ達に気付いたのか、受付の女性が笑顔で会え釈しやくした。

「お帰りなさいませ。クエストの完了報告でしょうか？」

「そうでーす。えーっと、クエスト番号が…………何番だっけ？」

「えぇ、うち覚えてないよぉ……」

「あっ、待って。あたし、どっかにメモった気がする」

　おいおい大丈夫かよ、と突っ込みたくなった健太郎だが、それよりも先にレナがメモを見つけたようだ。

「あったあった。Ｆの一六〇六一五番で～す」

「《『ウイールの森』にて薬草採取》ですね。受注者様ご本人でお間違いないですか？」

「「ないでーす」」

　レナとエミリーは仲良く、軽いノリで声を揃そろえた。

「それでは、採取した薬草を回収しますのでこちらのボックスに。【冒険者免許証】のご提示もお願いいたします」

　レナとエミリーは、首から下げていた銀色のプレートを取ってカウンターに置いた。形状は、地球で言うところのＩＣカードや運転免許証ぐらいの大きさの長方形。どことなくドッグタグを思わせるそれが『冒険者免許証』なのだろう。

　レナ達が薬草をせっせとボックスに詰めていると、受付嬢が形式的に質問を投げかけた。

「何か、今回のクエストに関して報告事項はございますか？」

「あ、そうだ。これなんだけどー」

　タメ口のレナは、思い出したように健けん太た郎ろうをカウンターに乗せた。

「なんかたまたま、喋しやべる剣拾っちゃってさー」

「…………はい？」

「いや、だから。なんでか知らないけど、喋る剣なんだよね、これ」

　受付の女性はレナの説明に困惑していた。当然だ。あまりにも脈絡がなさ過ぎる。

　さすがに健太郎は黙っていられなかった。

「おい、レナ。もう少し順を追ってわかりやすく説明しなよ。お姉さん、困ってるだろ」

「えぇ？　ならあんたが説明してよ……って、ほら。こんな感じでちょー生意気に喋るんだけど、なんで？」

　受付嬢は、本当に剣が喋ったところを目撃して困惑しつつ、

「…………さぁ？」

　たっぷり溜めてから苦笑を浮かべた。

　エミリーが何やら書類にサインしている横で、レナは質問を続ける。

「ギルドには、こういう喋る武器の情報って来てないの？」

「少なくともアリーチェ支部には、本部や他支部から喋る武器についての情報は伝達されておりません。私個人としましても、喋る武器というのは始めて耳にしましたし」

「ってことは、見つけた賞金とか特別報酬とかも……」

「はい。そのような対応はまったく行っておりません」

「そんなぁ……。せっかく苦労して見つけたのにー」

「いや、全然苦労してないよな？　今、自分で『たまたま拾った』って言ったよな？」

　健太郎の突っ込みを受け流し、レナはしばらく呆ぼう然ぜんとなった。

　……かと思うと、おちょぼ口を作って健太郎を一いち瞥べつした。

「ケンタロってお宝じゃなかったんだ。ちょーショック。マジであんたに騙だまされたわー」

「なっ！　別に俺おれは騙してないだろ」

「騙してんじゃん。お宝っぽく見せつけといて、全然お宝じゃないんだもん」

「勝手に『賞金手に入るかもー』ってウキウキしてたのはレナだろ？　俺に責任はない」

「何その言い方！　剣のくせにちょー生意気なんだけど！」

「レナだって傍ぼう若じやく無ぶ人じんじゃないか！」

「ふんっ。いいもん、マイラの店で売り飛ばしてやるから！」

　レナはプイッとそっぽを向く。

　自分を棚に上げての発言ばかりで、聞いているこちらの腹が立ってくる。こんなことならレナではなく、立派な剣士然としていたマイルズの手に渡っていた方が、丁寧に扱ってもらえたかもしれない。こんな気苦労だってしないですんだだろう。

　そんな、今更どうしようもないであろう希望を抱いた、その時だ。

「ひやぁっ！」

　突然、カウンターの向こうから悲鳴が聞こえた。声を上げたのは、レナ達の提出した冒険者免許証に手をかざし、何らかの処置を施していた女性職員だった。

　その職員は、レナを応対していた受付嬢の元へアワアワと駆け寄る。免許証を見せてなにやらコソコソと話し始めると、受付嬢も「ひぃっ!?」と悲鳴を上げた。

　二連続で悲鳴が上がると、さすがに周囲の冒険者も何事かと振り向いた。

　あらゆる視線がレナ達に集まる。

「……なになに、なんなの？　あたし、なんもしてないし……」

　レナが萎い縮しゆくしながら周囲を見回していると、

「あの……パーカー様」

　受付嬢が、恐る恐るレナへ声をかける。

「今回のクエストの成果を元に冒険者ランクの調整を行っていましたら、その……パーカー様のランクが上がりまして……」

「……はぁ!?　な、なんで!?　絶対にランクは上がらないはずなのに！」

　レナはズイッとカウンターに身を乗り出す。よほど慌てる事態らしい。

「そ、そうは申されましても……実際にランクが上がっておりましたので。ひとまず、ランクアップおめでとうございます」

「全然おめでたくなーい！　ランクアップなんかしなくてもよかったのにーっ！」

　うがーっと頭を抱えるレナは、すぐに受付嬢へ確認する。

「ち、ちなみにだけど……ランクはいくつなの？　Ｅ？　Ｄ？」

「いえ、それが、その………………」

　受付嬢は非常に言いにくそうに言葉を濁した。

「ダ…………ＳＳダブルエスです」

「……は？　ＳＳ？　………………ＳＳぅぅぅっ!?」

　レナは叫んだ。周囲の冒険者までもがどよめく。

「は、はい……。Ｆランクだったレナ・パーカー様は、一気に最高ランクのＳＳにランクアップされました。それと……【職業ジヨブ】がなぜか、剣士から変更されております」

「へ、変更？　な、なんで!?　意味わかんない！　何に!?」

　立て続けに理解不能な事態に巻き込まれ、レナは平常心を失っているようだ。

　レナが語気を強めて問いただすと、

「パーカー様の、変更後の【職業】は…………」

　受付嬢は再び、搾しぼり出すような声で告げた。




「せ……【聖剣使い】です」




「…………聖剣……使い？」

　レナは「何それ？」とでも言いたげに首をかしげた。

　だが周囲の冒険者は、事の重大さを理解しているのだろう。

「せ、聖剣使いだとぉ!?」「あの妙ちくりんな女冒険者が……冒険者ランクＳＳダブルエスの聖剣使いだって!?」「ちょいと待ちなよ、あたしよりもひよっこのギャルじゃないか！」

　ギルド内がだんだんと騒がしくなっていく。

　それらの声にさらされているレナだったが、彼女も事態を飲み込めずに放心状態。

　しかし剣である健けん太た郎ろうは妙に冷静だった。

「…………やっぱりそうだったか。そんな気はしてたんだよなぁ」

「へ？　ど、どういうことなの、ケンタロ！　何か知ってる系!?」

「いや、その……実はさ」

　わらにも縋すがる思いで問い詰めてきたレナに、健太郎は重たそうに答えた。

「俺おれ、台座に刺さってて、剣なのに人格あるし、レナにしか抜けなかっただろ？　だからもしかして、俺って『聖剣』みたいな神秘的な武器なのかな……って予感はしてたんだ」

「…………ってことはケンタロ、気付いててずっと黙ってたってこと？」

　キリッとした目で、レナは健太郎を睨にらんだ。












「マジ意イ味ミ不フなんだけど！　最悪ー！　なんでもっと早く言わないの!?」

「いや、だって、冒険者のランクのシステムなんて俺おれは知らなかったし、俺が聖剣だってことも確証がなかったから、言えなかったんだって！　そんな怒んなよ！」

「怒るに決まってんじゃん！　あんたのせいで、あたしの人生設計ムチャクチャだよ！」

「なっ！　どんだけ自分勝手なんだ！　さっきから何かにつけて人に責任押しつけて！」

　健けん太た郎ろうとレナ──剣とその持ち主が、脇目も振らずグルルルと啀いがみ合う。

　そんな珍妙で険悪な光景をオロオロと眺めていたエミリーは、

「ま、まぁまぁ二人ともぉ。ひ、ひとまず落ち着こうよぉ……ね？」

　そう、やんわりと宥なだめようとしたのだが──、

「「エミリーは黙っててッ!!」」

「ひうっ！　ふ、二人とも、ひどいしぃ……」

　なぜか自分が二人からきつく叱られてしまい、目にうっすらと涙を浮かべた。




　聖剣に転てん生せいした健太郎と、彼をノリと勢いで引き抜いた、ギャル系剣士のレナ。

　こうして、図らずも出会ってしまった二人の相性は、とても控えめに言って──




　ちょー最悪だった。










「はー、もう！　ちょームカつく、マジ最低ーっ！」

　レナはギルドをあとにしてからも、ずーっと文句を垂れてばかりだった。苛いら立だった声に通行人も振り返るぐらい、レナの様子は悪目立ちしていた。

　エミリーはレナの横を歩きながら、心配そうにレナの袖をクイクイッと引っ張る。

「レナぁ……もう機嫌直そうよぉ」

　だが、ムスッとしたレナは口を結んだままだ。

「ほら、ケン君もだよぉ……。仲直りしよう？　ね？」

　エミリーは、自分が持たされている抜き身の健太郎へ声をかける。

　ギルドを出た際、レナは触っていたくないのか健太郎をエミリーへ押しつけたのだ。

「まあ、その……ごめん、レナ。俺も色々、言い方がキツかった」

　意地を張ってもしかたないので、健太郎も非を認めて謝る。だがレナの不機嫌は一向に改善しない。健太郎とエミリーは揃そろって小さなため息をついた。

「レナは結構、頑固なところがあるからねぇ。ちょっとこれは、時間かかるかもなぁ」

「エミリーも、悪かった。なんか、巻き込んだ形になって」

「うちは慣れてるからいいよぉ。ケン君は優しい系男子なんだねぇ……えへへぇ♪」

　レナと同じギャル然とした女の子なのに、ほんわかした笑顔にはドキッとさせられる。

　エミリーから視線をそらし、高まる鼓動を抑えながら健けん太た郎ろうは言った。

「そ、その……二人がずっとＦランクで居続けるよう、色々調整とか計算しながらクエスト受注してたなんて、俺おれ、知らなかったからさ」

　ギルドを出てすぐ、エミリーはこっそり、なぜレナが憤ふん慨がいしたのかを教えてくれた。

　この世界では、クエスト達成時の成果に応じて冒険者へポイントが振り分けられるそうだ。それが貯たまって一定数を超えると、冒険者としてのランクが上がる仕組みだった。

　ちなみに現在のランクやポイント数、冒険者の年齢や性別、【職業ジヨブ】などの個人情報は、冒険者免許証にすべて記載されているらしい。

「冒険者ランクが上がると危ないクエスト増えちゃうから、ずっとランクアップは避けてたんだよねぇ。年に一回の査定でポイントは精算されるから、ランク上がらないギリギリまではお小遣い稼ぎにクエスト請けて、精算されるのを待つって作戦なんだけどぉ……」

「聖剣を──俺を抜いたことで、レナの【職業】は強制的に【聖剣使い】になった。聖剣使いはＳＳダブルエスランクの【職業】だから、レナの冒険者ランクも一気に上がっちゃった……」

「ってゆーことだと思うなぁ。ランクは全部でＦ～Ａ、その上にＳ、さらにＳＳがあるんだけど、Ａランクよりも上の冒険者ってちょー少ないエリートなんだよねぇ」

　エミリーの補足を聞きながら、健太郎はチラリとレナを一いち瞥べつする。

　不可抗力とは言え、そのエリート中のエリートに望まぬ昇格をしてしまったレナ。

　エミリーに事情を聞いたあとだと、確かにレナの怒っている理由には共感できた。

「でも、思ったんだけどさ」

　エミリーを見上げて、健太郎は訊たずねる。

「それなら、二人が冒険者やる意味ないんじゃないか？　他にも仕事ってあるだろ？」

「そうだねぇ……。Ｆランクのままで年間のポイント数が少ないと免許取られちゃうから、そのまま辞めちゃうのもありなんだけどぉ……」

　そう、エミリーは困ったように眉尻を下げた。

「うちはともかく、レナにはちょっと事情があって──」

「エミリー、ストップ」

　レナは遮さえぎった。

　静かな、それでいて鋭さも感じる声音で、続ける。

「それ以上は別に、ケンタロに話す必要ないから」

「あ……うん。そうだよね……ごめんねぇ」

　二人のやりとりを、不思議に思いながら健太郎は眺める。

　事情を聞きだそうかとも思った健太郎だが、口を開くより先に、

「あのー、すみません」

　突然背後から声をかけられ、レナ達は足を止めて振り返った。

「失礼。私、『月刊オールギルド』の記者なんですけど……」

　背広を纏まとい、片手にペンとメモ帳を持った中年男性だった。もう片方の手で名刺をレナへ見せて、身分を明らかにしている。

　健けん太た郎ろうの中でその装いが、ギルドで冒険者に取材していた人物と重なった。

「先ほど、ギルドでのお話が少し耳に入りまして。あなたは偶然にも聖剣を見つけ、聖剣使いになられたとのことですが、差し支えなければお話を伺っても？」

「はぁ？　てゆーか別に、話すことなんてなんもないんだけど……」

　怪け訝げんそうな目を雑誌記者へ向けるレナ。だが記者は怯ひるまなかった。

「いや、ですが……これが事実なら、数百年ぶりの聖剣使いの誕生ですから、かなりのビッグニュースです。あなたにも、取材協力としていくらかお支払いできますし」

「え!?　マジで!?」

「金で目の色変えすぎだから！」

　さっきまでの警戒心をコロッとひっくり返し、レナは満面の笑みを見せる。

　記者は胡乱うろんな笑みを浮かべ「もちろんです」と続けた。

「それに、あなたのお名前……レナ・レナード・パーカーさん、ですよね？　であれば、それはもう特ダネ中の特ダネですから」

　──健太郎の中に違和感が生まれる。

　レナード、とはなんだろう。レナのミドルネームか？　だがレナは一言も、それを名乗ったことがない。なぜだ？

　しかしその疑問は、レナの作ったしらけた表情によって、うやむやにされる。

「あー、すみません。その取材、やっぱいいでーす」

　直前までの浮かれた笑顔はどこへやら、今度は断固拒否。だがその理由を、健太郎が訊たずねられる雰囲気ではなかった。

　取材拒否を申し立てても、記者はしつこくせがんできた。レナは無視し続けて町中をグイグイと進み、へばり付いているゴミを剝はがすように、記者を人混みへ置き去りにする。

「レナ、大丈夫ぅ？」

　記者の姿が見えなくなってから、エミリーが不安げに声をかける。

　するとレナは、ゆっくりと深呼吸し、

「……もちっ！　もう全然平気だし。てゆーか、さっきは怒鳴ってごめんね」

　そう言って、ギャルらしいはつらつとした笑みを作る。

　急激な態度の変化が理由だからだろうか。健太郎には単なる空から元げん気きにしか思えなかった。

　どうやらノリの軽いギャルにも、色々と抱えている事情があるらしい。





　　　　　　　◇






　空から元げん気きも元気のうちだったのか、エミリーとの談笑が増えて、レナは次第に明るい顔を見せるようになってきた。

　時折ケラケラと笑いながら歩を進め、レナ達は一軒の武具店の前に到着した。

「ちっすー！　マイラ、いるー？　レナだよー」

「エミリーもだよぉ」

　入り口をくぐるや、軽いノリで挨拶をする二人。どうやら馴な染じみの店らしい。

　だが店内には人の気配がなく、返事はない。

　健けん太た郎ろうはぐるりと店内を観察した。壁に掛かっている様々な形状の剣や斧おの、盾。片面の蓋ふたを取った樽たるへ無造作に突っ込まれている、治ち癒ゆ士しや魔導師が使うような杖つえ。木製の人形に装着させた防具や、ハンガーラックに吊つるされているローブなどなど。

　武具店というだけあって、並んでいるものはまさしく武器や防具ばかりだ。

（けど、なんだろう。この、いかにも『オシャレな服屋さんです！』って雰囲気は……）

　武器防具が並んでいると聞くと物騒で暗い様相をイメージしていたが、この店は真ま逆ぎやくだ。白塗りの木造の壁が外からの光を反射するため、室内はかなり明るい。

　さらに防具を着ている人形は無駄にポーズを決めているし、ラックに様々な色のローブが並んでいる様子は、まさに洋服屋のそれを思い起こさせる。壁掛けの武器だって、花のマークがあしらわれていたり、グリップがピンクなどの可愛かわいいカラーリングだったり。

　少なくとも、健太郎のイメージしていたような武具店ではない。

「なぁ、ここって本当に武具店なのか？」

「そうだけど。なんで？」

　訊たずねた健太郎に、レナは心なしか語気をキツくして答えた。

　どうやらまだ、健太郎に対する怒りは収まっていないらしい。

「武器屋っていうより、女の子向けのオシャレな洋服屋さん……って感じがすごくてさ」

「へぇ。ケンタロって剣のくせに、そういうファッションわかんだね。すごいすごーい」

　レナの刺とげ々とげしい言葉がジクジクと刺さる。

「お、俺おれのいた世界だって、この世界とは違うかもしれないけど、ファッションの概念ぐらいあったよ。たぶん、レナとかエミリーみたいなギャルは気に入るんじゃないか？」

「ケン君、今、うちらのことギャルって言ったぁ？」

「え？　……あっ」

　エミリーの言葉に、健太郎は失敗したと後悔する。つい無意識に口を滑らせてしまったが、こちらの世界では『ギャル』という言葉が、差別用語という可能性もあるのだ。

「いや、その……俺おれのいた世界だと、レナやエミリーみたいにメイクの濃い女子のことを『ギャル』って呼んだりするんだよ。……ごめん、気を悪くしたか？」

「へぇ、おもしろーい♪　うちらも周りからは『ギャル』って呼ばれてるんだぁ。確か、なんかの言葉をもじってそう呼ぶようになったんだけどぉ……なんだっけぇ？」

　エミリーは顎あごへ指を当てて首をかしげた。その仕草が、ローブに包まれた柔らかな胸をむにっと寄せて潰つぶす。初めて出会った時の飛び跳ねている姿もそうだったが、なんだかエミリーはひどく無防備な子だ。

　単なるお節介だが、もっと人目を気にするべきじゃないだろうか……などと思った時だ。

「覚えてないのー？　【好こう尚しよう至上主義者】の女性形『ギャル・トワール』だよ」

　そう、店の奥から明るく弾んだ声が聞こえてきた。

「雑誌が取り上げる流は行やりに敏感で前衛的な装いを好む若い女性冒険者を、そう呼んでたのが縮んで『ギャル』になったの。ちなみに、あとからできた男性形だと【ギャル・オ・トワール】になって、略して『ギャルオ』。これ、ギャルの常識っしょ～？」

「マイラさんだぁ。えへへ、こんにちはぁ」

　現れたのは、黄色のショートボブが目立つ女性だった。レナほどケバいわけではないがしっかり塗られたメイクに、ボディラインがよくわかるパンキッシュな装いをしている。

　髪型のせいか丸顔で幼い印象を抱くが、身長はレナを軽々と超えている。スラリとしたモデル体型だ。それだけでレナやエミリーよりもお姉さんなのが如によ実じつに伝わってくる。

　だがおよそ武具店の店長には見えない女性だというのが、健けん太た郎ろうの正直な感想だった。

「レナレナ、エミエミ。ちっすー。どったの？　今日は特にアクセの入荷はないけど？」

「てゆーかその呼び方、やめてほしいんだけど。実はマイラに相談したくってさ」

「ほうほう。レナレナが相談ねぇ。んふふ♪　なになに？」

　マイラは子供っぽい笑みを浮かべ、カウンターに両肘をついた。気け怠だるげに両手で頭を支える。その指は細くしなやかで爪も長い。しっかりネイルアートも施されていた。

　レナはマイラの元へ歩み寄ると、ズイッと健太郎を差し出した。

「これ、査定してくんない？　そんでそのまま売りたいんだけど、いいかな？」

「……どしたの、これ。ずいぶん古い剣じゃん」

「そうなの？　見た目だけじゃ全然わかんないんだけど」

　キョトンとなったレナ。ぱっと見ただけなのに古い剣と言い切ったマイラに驚いているのだろう。マイラは剣を受け取ると、いろんな角度から眺め始めた。

「そうだねぇ……。柄つかのサイズが現行の剣より少し太めなんだけど、これって古い剣の特徴なんだよねー。あー、柄つか頭がしらにアクセサリーホールもないね。ってことは《能力ステータス補正アクセ》が流通する前の武器だから、少なくとも四十年以上前の武器……んんっ!?」

　いきなり捲まくし立てたマイラ。

　ポカーン状態のレナとエミリーを置いてけぼりにして、彼女はさらに続けた。

「この鍔つばの宝ほう玉ぎよくは……にゃるほど。これ、レプリカじゃなければ今から三千年ぐらい前の剣かも。その時代の出土品の中に、似たような宝玉の埋め込まれてる物がいくつかあってね。たぶん当時の王家の証あかしなんじゃないかって言われてるの。少なくともここ千年ぐらいの新しい物じゃないのは確かだよ。ていうか、どこで拾ってきたの？　こんな剣」

　マイラはそう言って、首をかしげた。

「……さっすが店長。あいっかわらずの武器オタクだよね、マイラって」

「にゃにを!?　その知識を頼ってきたのはレナ、あんたでしょうが！」

　マイラはプンッと頰ほおを膨らませた。

　大人っぽいかと思えば子供っぽかったり、ギャルに見えて武器に詳しかったり、不思議な印象の女性だ。だがその博識ぶりには健けん太た郎ろうも感服した。

「でも正直に、すごいと思います。ぱっと見で、それだけわかるなんて」

「うわわわっ！　ななな、なになに!?　け、剣が喋しやべったよ!?」

「──おわっ!?」

　だが知識はあっても喋る剣には驚くようで、マイラは健太郎を放り投げてしまう。ポーンと宙を舞った健太郎は、木の人形が装着している革製のグローブに刃をぶつけ、床へ乱暴に落っこちた。

　レナはそれを慌てて拾う。

「ちょっとマイラー！　傷がついて査定に響いたらどうすんのマジで」

「だだだ、だって剣が喋るなんて聞いたことないんだもん！　そりゃびっくりするよ！　ていうか、そっちのグローブこそ傷ついてないよね!?　売り物なんだけど!?」

「えー？　いや、別に全然だけど？　新品のつるつる。傷一つないぴっかぴか。てゆーか、マイラでも初めてなんだ、喋る剣って」

　武具店を営むマイラなら、喋る剣や聖剣について何か知っているかもしれない。

　レナはそうした情報収集も考えてマイラの店を訪れた──、

「まぁいっか！　そんなに古い剣なら『コウコガク的価値』？　みたいなのがついて高く売れるでしょ？　にひひっ♪　早く査定してよ、マイラ」

　わけではなかったようだ。レナは猫なで声でマイラに懇願する。

「あのね、レナ。うちは《先取れ、最先端の向こう側》がモットーの『スコフィールド武具店』なんだよ？　古けりゃ高値で買い取るってわけじゃないから」

　マイラは、レナから健太郎を受け取って続けた。

「だいたい、この喋る剣自体は、こうして売りに出されることを承しよう諾だくしてるの？」

「してないしてない！　断じてしてない！」

　思わぬ助け船に、健太郎はここぞとばかりに全力で叫んだ。

「あー、よかった。ようやく話のわかる相手が見つかりましたよ。レナが話したんじゃこんがらがるんで、俺おれに事情を説明させてください」

　健けん太た郎ろうの言葉に、レナは明らかにむっとした態度をとった。

　だが健太郎は気にせず、これまでの事情をわかりやすく話す。

「にゃるほどね。要は、生まれ変わったら聖剣になってて、偶然引き抜いたレナが聖剣使いになっちゃったと」

「搔かい摘つまむと、そういうことです。ほら、レナ。人に何かを説明する時ってのは、こうやってわかりやすく順を追って話せば、すんなり伝わ──」

「もうさー、マジ迷惑って感じでしょ？」

　レナは健太郎を思いっきり無視して続けた。

「でさ、最初から売るつもりでもいたし、聖剣使いなんてまっぴらだから、早く手放したいってわけ。聖剣を持ってなければ聖剣使いじゃなくなるでしょ？」

「まぁ、それは一理あるかも」

　ふむぅ……と考え込んだマイラは、今度は健太郎に訊たずねる。

「そんで、ケンタロ君はどうしたいわけ？」

「どうしたい……ですか？」

　キョトンとなって聞き返してしまった健太郎は、慌てて自分の考えをまとめる。

「俺は……可能なら元いた世界に生き返りたい。でもその方法を探すにしても、この世界で生活するにしても、剣の姿は不便すぎます。だからまず人間の姿を手に入れたいです」

「そりゃそうだよねぇ。けどどちらにしたって、その姿のままじゃ身動き取れないよね」

「はい。だから協力者がほしいんです。レナ以外で俺を使ってくれそうな顧客に、心当たりはありませんか？」

「って言われてもねぇ……」

　マイラが「うーん」と思案し始めると、その様子を眺めていたエミリーが首をかしげる。

「森ですれ違った……えっと、マイケルさんだったっけぇ？　あの人達に譲ゆずるのはぁ？」

「マイルズさんな。でも、どこにいるかもわからない相手だしな。ギルドに捜索でも依頼すれば、話は別だろうけど」

「えー、絶対やだよ。ギルドに依頼するのも、お金かかるしさー」

　レナがすぐさま文句を零こぼした。

「だからさー、やっぱ今ここで売っちゃって、あたしはあんたを手放して、あんたは買い手が見つかるまで放置ってことでよくない？」

「よくないよ！　さりげなくヒドい言い方だな！」

　健太郎が突っ込むと、マイラが困ったように眉を寄せた。

「ただ、買い取ろうにも『聖剣』っていうブランドイメージだけじゃなくて、実際に『剣として使える』かどうかが問題だよ。だって、一応は武器なんだからさ」

「使える使える、こいつマジちょー使えるから！　切れ味ばっつぐんなの！」

　今こそ交渉の押し時だと言わんばかりに、レナは目を爛らん々らんとさせる。

「さっきもね、森ん中で邪魔な草を切りながら歩ってたんだけど、もうさっくさく切れんの！　こんなマジウケる切れ味の剣、初めてだし」

「…………切れ味、ねぇ」

　すると、マイラは少しだけ真剣な目になって健けん太た郎ろうを見つめる。そして、剣を持ったままカウンターの外へ移動した。微かすかに剣けん吞のんな空気をはらんでマイラが向かった先は、先ほど健太郎を投げ飛ばした際に接触した人形だった。

「ただ、切れ味がいいっていう割には、さっきぶつかったグローブには本当に傷一つついてないんだよね。当たり所の問題なのか、はてさて……」

　マイラがグローブをさすりながら言った──直後。

　ザンッ！

「──ッ!?」

　健太郎は全身を襲った衝撃に驚いてしまう。痛みはないのだが、いきなりのことだったので心構えをする余裕もなかった。

　マイラは健太郎で──聖剣で容よう赦しやなく、革のグローブへ斬りつけたのだ。切れ味が鋭いと評価される剣で、グローブを真っ二つにするつもりで斬りつけ、その真価を図った……。

　だが結果は、マイラの短いため息が物語っていた。

「……これは剣として成立してない。うちじゃなくても買い取ってくれないよ、レナ」

「ええぇ!?　な、なんでよー……」

　心底落胆したように肩を落とすレナへ、マイラは淡々と説明する。

「あんだけ思いっきり斬りつけたのに、小さな傷一つつかなかった。鎧よろいならともかく、革だよ？　これじゃ『切れ味が鋭い剣』としては勧めらんないよ。棍こん棒ぼうだね、こりゃ」

「棍棒!?　さっきはあんなサクサク切れたのに。ケンタロ、手ぇ抜いてないよね？」

「んな器用なことできるか！　俺おれが手を抜いたからって、刃の切れ味は変わんないだろ」

「…………それもそうだけどさぁ。いいもん、あたしが直接試すから」

　プクッと頰ほおを膨らませるレナ。いろいろ、納得できていないらしい。

　レナはマイラから健太郎をぶんどった。

　そして、今日のすべての鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように──

「せぃやああ！」

　革のグローブめがけ、全力で健太郎を振り下ろした。

　──スタァン！

　小気味よい音が店内に響く。同時に、その場のみんなが呆あつ気けにとられてしまう。

　マイラの攻撃では傷一つつかなかったグローブが、レナの一ひと太た刀ちだと人形の腕ごと、スパッとキレイに両断されたからだ。

「……はぁ？」

「あれれぇ？」

「……おや？」

　レナ、エミリー、マイラの三人が、キョトンとなって声を漏らす。

　グローブと共に腕を斬り落とされた人形も、衝撃でバターンと倒れてしまった。

　健けん太た郎ろうには人形から、「なんでやねん」と聞こえてきたような気がした。




　その後も聖剣──健太郎の試し斬りは続けられた。アウトレットの鎧よろいや倉庫に眠っている人形を用意し、レナとエミリー、マイラで剣を持ち回りにしながら何度も斬りつける。

　結果、エミリーとマイラでは傷一つつけられなかった鎧も、レナだったら切れ込みができたり、箇所によってはキレイに両断された。

「つまり、これはあれだね」

　散らばった人形や鎧の残ざん骸がいを前にして、マイラは結論づける。

「レナじゃないと一切物を斬れない……一般人にとってはただの『ナマクラ』だね」

「な、何その理屈！　イジメ!?　マジひどくない!?」

「んなこと言ったって、レナじゃないと切れ味が出ないのは事実だしねぇ……」

「ってことは、買い取りは？」

　恐る恐る訊たずねるレナに、マイラはスパッと言い切る。

「できないし、しない。うちはちゃんとした武具屋だからね。ナマクラを置くようなボッタクリはやってないよ。よその店だって、ナマクラじゃ買い取らないだろうね」

　瞬間、レナはガックリと肩を落とした。

　……が、すぐに復活する。

「それならワンチャン、タダでいいから引き取ってよ！　それならいいでしょ？」

「レナ以外じゃ使えない剣を引き取ってどうすんの？　倉庫に放り投げる？　ケンタロ君の目的はどうなんの。……あ、処分だってしないよ。あれ結構、手数料取られるんだから。なんでナマクラ引き取って、こっちで立て替えてまで処分しなきゃなんないの。レナが抜いたレナにしか使えない剣なんだよ、ケンタロ君は。要は、あんたが責任持てっつー話」

　捲まくし立てるマイラは、最終的には鼻先同士が触れあうほどレナへ顔を近づけた。

　自然とレナは及び腰になり、顔を引きつらせる。

「マイラ……お、怒ってる系？」

「そりゃ私は、アリーチェの町随一のカリスマショップ店長だし？　武具の扱いが適当な人には説教の一つぐらいするよ」

「いやカリスマって……じ、自分で言ったらあんま意味なくない？」

「何か言った？」

「ひぃっ」

　ギロッとひと睨にらみ。幼さが残る印象に反して、マイラは結構キツい性格らしい。ギャルと言うより、ヤンキーに近いかもしれない。

　マイラはレナから顔を離すと、今度は優しい表情を浮かべた。

「ひとまず、今日のところはそのまま聖剣は持って帰ったら？」

「ええー!?　でも……ケンタロって姿形は剣だけど、中身は男だって言うし……」

「どうせ剣の姿じゃ襲えやしないんだし問題ないでしょ。なに変なこと意識してんだか」

「し、してないし！　てゆーか、変なことってなんだし！」

　顔を赤くして否定するレナだが、マイラはそれを無視する。

「とにかく、ケンタロ君と二人で、今後どうするかをゆっくり相談しなよ」

「……どうするかって、何を？」

「だから、それを二人で相談しなさいって言ってんの。あんた達二人の問題なんだから」

　二人の問題……その言葉が、妙に健けん太た郎ろうの中で響いた。

　健太郎一人では身動きが取れない。そしてレナも、そうすぐには聖剣を手放すことができない。ギャルと聖剣。何の因果か、そんな関係が出来上がってしまった。

　マイラの言葉は、それを改めて認識させられる一言に思えた。

「……わかったわかったわかりましたー。もうちょっとだけ面倒見ればいいんでしょ？」

　レナはふて腐れたように答え、健太郎を持ち上げて見つめる。

「しょうがないから、しばらく付き合ってあげる。あたしの足は引っ張んないでよね」

「んなっ……ったく。なんなんだよ、その言い方」

　だが、ここで下手にケンカを始めると、いつまで経っても物事が先に進まない。

「わかったよ、善処する。改めてよろしくな、レナ」

　健太郎が言うと、しばらく健太郎を見つめ続けたレナは、「ふんっ」とそっぽを向いた。

「……いいもん。適当なところで、森ん中捨ててや──」

「あ、捨てようとか考えちゃダメよ？　それ、武具管理法違反だから」

「…………」

　まんまとマイラに見抜かれていて、ぐうの音ねも出ないレナ。

　この関係の前途は果てしなく多難だと、健太郎は静かにため息を漏らした。










　マイラの店をあとにする頃には、すっかり外は夕暮れが深まっていた。レナ達は夕食を摂とるため、冒険者向けの比較的安価な飲食店へ向かった。

　店の入り口で注文を済ませるタイプの飲食店で、素早く提供された料理を持って窓辺の席に向かい、二人せーので食前の挨拶を済ませて食べ始める。

「……って、ファーストフードじゃん！　これが夕食だって!?」

　レナ達が食べているのは、地球で言うところの『ハンバーガー』のような軽食だった。付け合わせのポテトフライまでこんもりと皿に乗っている。

　食事を邪魔されたからか、機嫌が悪いからか、レナはジトッと健けん太た郎ろうを睨にらみ付けた。

「なに？　なんか文句あるわけ？　剣のくせに」

「もっとしっかりした飯を食えって。じゃないと栄養偏るぞ」

「えへへぇ。ケン君て、なんだかお爺じいちゃんみたぁい」

「お爺ちゃん言うなよ！　俺おれはお前らのことを思ってだなぁ」

「マジ余計なお世話なんですけど。てゆーか、朝はヨーグルト、お昼にサラダ、んで夜はパンとミートパティの挟み焼き。トータルで見たら、めっちゃバランス良くない？」

「良くないよ！　そもそも一日に食う量少なすぎるよ！　もっと食え、倒れるぞ！」

「でも、食べ過ぎるとすぐ体重増えちゃうしぃ……」

「じゃあその分、あたしにおっぱい分けろしー！　にひひっ！」

「いーやーだー、揉もまないでよぅ、も～！」

「んなこと公然と話すなーっ！」

　などと呆あきれるスキンシップや夕食を経て、レナとエミリーは各おの々おの帰宅した。

（……っていうか、俺はどんなスタンスでレナの家にお邪魔すればいいんだ？）

　帰り道、ずるずると引きずられて運ばれている中、ふいに健太郎は不安を募つのらせた。

（やっぱレナの持ち物として、一言挨拶はしておくべきか？　「こんにちは」とか「今日からお世話になります」とか……って、それじゃお父さんに叱られるパターン!?）

　一人悶もん々もんと考えを巡らせる。レナの足取りは止まらない。リミットは容よう赦しやなく近づく。

（アホか俺は。そもそも、喋しやべらずに黙っていれば驚かれることもないんだ。ここは仏像のごとく無心に、物と化し、慌てないよう気をつければ──）

「家、ついたんだけど」

「──ひゃいっ!?」

　いきなり声をかけられ、健太郎は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「なにキショい声出してんだし、キモ剣……じゃなかった、ナマクラ」

「言い直す必要ないだろ！　ていうか人のこと、ずっと引きずり過ぎなんだよ！」

　健けん太た郎ろうが突っ込むと、レナはおもしろくなさそうにそっぽを向いた。剣の運び方だけでなく、マイラの店での不機嫌もまだまだ引きずっているらしい。

　レナはスタスタと建物の中に入る。てっきり家族と戸建てに住んでいるのかと思っていたら集合住宅だった。しかも部屋の戸を開けると、そこは手狭なワンルーム。

　部屋に入ってすぐの所に立てかけられた健太郎は、驚いて呆ほうけてしまった。

「一人暮らしなのか？」

「この狭い部屋に四人も五人も入れないじゃん。あんたとあたしだけ。……てゆーか、二人きりだからってやらしいこととか考えたら、マジでへし折るから」

「か、考えないし、実行だってできるか！　剣なんだから！」

　妙にトゲのある返答に突っ込みつつ、健太郎は室内を見回す。

　部屋には、女の子らしい可愛かわいい家具が必要最低限に揃そろっているだけだった。だがベッドやチェストの上に置いてある小物類は量も多く、赤やピンク、黄色などで明るく賑にぎやかだ。

　──ゴガンッ

　突然の物音に、健太郎は何事かと視線を向ける。

　レナが立ったまま、身につけていた防具を脱ぎ散らかしていた。

　元剣道家として、健太郎は見過ごせなかった。

「防具を雑に扱うなって。身を守る道具なんだから。いざって時に壊れたらどうする」

「気にしすぎだし。身を守る道具がこんなことで壊れたりする？　その方が問題じゃん」

「それはそうかもしんないけど、万が一は起こり得るだろ。それに……」

　健太郎はなんの淀よどみもなく、感じたままに続けた。

「その防具、気に入ってるんじゃないのか？」

　瞬間、レナの手がピタリと止まった。

「可愛いマークが彫ってあったり、小さな宝石でデコレーションされてるしさ。マイラさんの店にもそういう可愛い感じの武具が多かったし、気に入って選んだんだろ？」

　レナは手を止めたまま、何も答えない。

「武器につけてるアクセサリーにしてもそうだけど……もしかしてレナにとっては、武器や防具も楽しいファッションだったりするのかなー、なんて思ってるんだけど……」

　健太郎はそこまで言いかけて、余計なことを言ってしまっただろうかと不安になる。

　レナは防具をすべて脱ぎ終わると、結っていた髪をほどいた。細いピンク色の糸がフワッと散る様子は、控えめに言っても美しかった。

　その揺らめきが収まらないうちに、レナは振り返って健太郎の元へズカズカと歩み寄る。

「マイラの店の武具が可愛い？　楽しいファッション？　へー、すごいすごい。異世界から来た人はなんでもお見通しで、『俺おれ、なんでもわかってますから』風吹かせるんだ」

「そ、そんな言い方はしてないだろ。ただ、そうなのかなって思っただけで……」

「じゃあなんで、確かめるより先に説教始めるわけ？　なんであたしがあの胸当てを気に入ってるって前提で、雑に扱うなとか説教たれんの？　そーゆーのマジウザいんだけど」

　レナは眉み間けんにしわを寄せる。苛いら立だちというより、敵意にも似た目だった。

「自分一人じゃ何もできないからって人のこと騙だまして、人生設計メチャクチャにした生意気なナマクラのくせに、しかもタメのくせに上から目線でお説教？　あんた、この数時間であたしの何を理解したの？　てゆーか理解もされたくないんですけど。ちょー不愉快」

　青筋を浮かべたギャル顔で、レナは健けん太た郎ろうを睨にらむ。

　彼女の言い分に、健太郎は引っかかる物を感じた。

「……ていうことは、俺おれの言ってることは何だかんだで当たってた……ってことか？」

「──っ!?」

　たちまち、レナの顔が茹ゆだったように赤くなる。

　レナの言葉を冷静に聞き取り、咀そ嚼しやくすると、『ナマクラ相手に理解されるとかマジちょームカツクんですけど！』と聞こえたのだ。

　そしてレナの反応を見るに、存外それは的外れというわけでもなさそうだった。

「やっぱりレナ、その防具を気に入ってるのが図星だったから……」

「ち、ちち、違うしバカ！　全然そんなんじゃないもん！　悔しいわけじゃないから！」

　どうやら、健太郎相手にちょっとでも自分を理解されたことが『悔しかった』らしい。

「あ、あたしは別に、ナマクラのくせにあたしの美的センス理解しようってのが、めちゃ生意気だなって思っただけだもん！」

「なんだ。やっぱりレナにとって武具はファッションで、今日の装備もお気に入り──」

「わーわー、きーこーえーなーいーっ!!」

　とレナは子供じみた仕草で耳を塞ふさぐ。

　少しだけ呆あきれると同時に、レナとの緊張がようやく、ほんのちょっと、解けた気がした。

「俺は別に、バカにするつもりはないって。単純に興味があるんだよ。武器や防具がファッションだっていう考え方、俺のいた世界にはなかったからさ」

　耳を塞ぐレナは、ほんのり頰ほおを赤らめて健太郎を見やった。

「ただ、気に入っているアイテムだからこそ長く使えるよう大事にしたらどうだ？　っていうだけの話で……まぁ、ちょっとお節介だったな。悪い」

　自然と口をついて出た謝罪だった。レナはため息を漏らす。

「ほんとだよ。マジお節介。お気に入りの防具なんだから、どうなろうとあたしの自己責任でしょ？　そんぐらいわかってるし」

　キツい態度で答えたあと、レナは健太郎に一いち瞥べつを投げた。

「でも……ふーん、へぇ、そっか。興味あるんだ」

「ああ。俺おれも一応は武器だしな。武器とか防具がどんな風に扱われているのかは、知っておいたほうがいいだろ？」

「知らないし、そんなの。まぁ、勉強したいなら勝手にすれば？」

「そこは、ほら。レナに色々教えてもらえると助かるなーって」

「ええー。なんであたしなの……」

　浮かべたレナの引き顔は、面倒くさいことはイヤだと如によ実じつに語っていた。

「だって俺、一人じゃ身動き取れないし。それにファッションを教わるなら、興味関心があってオシャレな人に教わりたいしな」

　すると、レナの顔色が変わった。渋い表情を浮かべていたかと思えば、どこか得意気に口元をほころばせる。オシャレな人、という評価が地味に嬉うれしかったのかもしれない。

「ま、まぁそこまで言うんだったら、今度教えてあげてもいいかな……みたいな」

「いや、ニヤついてないで素直に喜べばいいじゃん」

「う、うるさいな。それが教わろうっていう人の立場なわけ？」

　レナは頰ほおを赤くしながら、しかしまんざらでもなさそうに笑みを浮かべた。

「あたしが教えるなんて、ちょーレアなんだから。マジありがたく思えって感じ！」





　　　　　　　◇






　シャー……という水音が、レナの部屋の中に充満していた。くぐもったような音色は、強弱や高低をうねるように変化させ、鳴り続ける。

　その音の隙間に、気持ちよさそうな鼻歌が微かすかに混ざる。声の主は、レナ。

　彼女は今、壁と扉一枚隔てた先のバスルームで、一糸纏まとわぬ姿でシャワーを浴びていた。

「…………いかんいかん。妙なことを考えてんな、俺」

　男だし、考えてしまうのはしかたないと思う。だが一応は剣道部員として、今まで硬派を貫いてきた自負がある。こういう時こそ自分を律さなければ。

　高ぶる意識を鎮めるように、健けん太た郎ろうは黙想する。

　剣道の稽けい古この始まりと終わりに、必ず行っていた精神統一だ。体の奥の奥。『精神』や『魂』とも形容される、不定形なものへ手を伸ばすイメージで精神を研ぎ澄ます……。

　ふわり、と。突然、カーテンが揺らいだ。

　本当に微かな動きだったが、健太郎はそれを見逃さなかった。

（……なんだ？　窓は開いてなかったはず。ドアも閉まってるし……）

　つまり、風の通り道はすべて塞ふさがっている。揺らぐはずがないのだ。

　気のせいか……とも思った健太郎だが、一つの可能性に思い至り、検証することにした。

（俺が黙想し始めてから動いたんだ。しかも、俺は聖剣……身動きは取れないけど、もしかしたら念力みたいなのは使えるんじゃないか？）

　まったく根拠のない可能性だ。しかし試してみる価値は大いにある。

　健けん太た郎ろうはカーテンを注視し、念を送ってみた。

　──ふわり。

「きたっ！」

　カーテンが動いて、思わず健太郎は声を漏らしてしまった。

「でも、これじゃまだ偶然の域を出ないし……よし」

　健太郎は、テーブルに置いてあるペンに着目した。これを動かすことができれば、いよいよ念力が使えるという可能性も高くなる。

　カーテンを動かした時と同様に、ペンへ意識を集中させる。

　するとペンはカタカタと独りでに動き、テーブルの端へ移動し──ポトッと床に落ちた。

「やった！　……けど、まだまだ精度が甘いのか？　浮かせるつもりだったんだけど」

　落ちたペンに再度意識を向けるが、やはり床を這はうように動かすのが精一杯で、浮かすまではいかなかった。これは今後、修練を積む必要がありそうだ。

　そんな検証をしていると、キュッとシャワーが止まった。

　心臓なんてないはずなのに、健太郎の鼓動が高まる。

「は～、さっぱりした♪　ひとクエストこなした後のシャワーは格別ぅ！」

　上機嫌なレナが浴室から出てくる。バスタオル一枚だけで裸体を隠し、けれど肉付きのいい白い太ももは大胆にさらけ出し、濡ぬれた髪をタオルでぽんぽんと叩たたくレナは、健太郎などいないもののように無防備だ。

「お前さぁ……姿は剣でも、俺おれは一応男なんだぞ？　もう少し警戒しろよ」

「だって涼しくて気持ちいいんだもーん。それにマイラも言ってたけど、よくよく考えたらあんた、その姿じゃ襲ってこれないわけじゃん？　だったらよゆーよゆー。にひひっ」

　さっきまでの不機嫌がウソのように、弾はじけた表情だ。シャワーを浴びたことでリフレッシュできたからだろうか。やはりレナは気分屋のようだ。

「それともー、目のやり場に困っちゃう的な？」

　レナはいたずらっ子のような笑顔になった。

「あたしこう見えて、エミリーほどじゃないけどおっぱいあるし、くびれもあるし……そこそこやらしい体してんだよねー」

「──なっ！　ば、バカ！　そんなんじゃねぇよ！」

　レナはバスタオルを引っ張ったりスカートのように翻ひるがえして挑発してくる。

　悔しいがレナの言うとおりだ。玉のような柔やわ肌はだを前に、目のやり場に困っていた。

「ほらほら～、見たい？　もうちょっとサービスしてあげよっか？　ウリウリ～♪」

「や、やめろって！　お、俺の硬派なイメージが崩れる！」

「あはは！　自分で硬派とかマジウケるー！　そりゃ硬いよね、剣だし……ぶふっ！」

「自分で言ってて自分でウケんなよ！」

「あんたも結構、可愛かわいいところがあるんだねー。女子の裸とか全然慣れてないんだ。マジ初う心ぶだなー。これはこれは、からかい甲が斐いがありますなぁ……にひひっ」

「お前、人のことじじ臭いとか言うわりに、たまーに『オヤジ』な面が出てるぞ？」

「気にしない気にしなーい。そんなことよりも～……ほぉら」

「──ッ!?」

　レナはバスタオル姿のまま、壁に立てかけられた剣の──健けん太た郎ろうの正面で屈かがみ、胸を寄せるようなポーズを取った。白い布に包まれている艶やかな胸が、控えめながら柔らかそうな谷間を作る。レナはその間に指先を突っ込み、バスタオルをクッと引っ張った。

「このまま引っ張ればぁ……ポロリもあるかもねぇ。にひひっ♪」

「お、お前、からかうのもいい加減にしろよ！　自分の体、大事にしろって！」

「……ううん。大事に……してるよ？」

　レナは言った。今までの口調とは違う、どこか可愛らしく、甘えたような声で。

「あたしは別に……こんなこと、誰にでもしてるわけじゃないし。……ケンタロだから、いいかなって……そう思っただけだよ？」

　トロンとした上目遣いでレナが迫ってくる。

　よく見ればレナはスッピンだった。今までのケバいメイクを落とした、レナ本来の顔。

　ギャルのようなメイクの濃い女性はスッピンがひどい、なんてネタはよく見かけたが、レナは違った。スッピンだとツンとしたギャルな雰囲気が一変。年相応なあどけなさは残しつつ、パッチリとした目に筋の通った鼻が愛らしい、アイドルのような美少女だった。

（こいつ……こんなに可愛かったんだ）

　そんな美少女が自ら誘っている。それも、誰でもいいのではなく……健太郎だから、と。

　健太郎は唾を飲み込む思いだった。剣ではなく生身の体だったら、柔らかそうな唇に吸い寄せられていたかもしれない。そんなドキドキに駆られ、唇を見つめていると──、

　突然、その薄桃色が「クスッ」と歪ゆがんだ。

「あはは！　なーにマジになっちゃってんのケンタロー！　かーわーいーいっ！」

　突然レナは笑い出した。

　さっきまでの美少女ではなく、ギャルな雰囲気を全開にして。

「は、は……謀はかったなああぁぁっ！　男子の純情を弄もてあそぶなぁ！」

「男子の純情って！　あははっ！　もうさ、そういうところがさ……ぷーっ！　可愛くっておかしくって！　お、お腹なか痛いんだけどマジでー！」

　お腹を押さえながらケラケラと笑うレナ。

　もの凄すごく複雑な気持ちだ。小馬鹿にされて怒りすら沸き起こってくる。

　健けん太た郎ろうは一計を案じ、床に転がったままのペンに視線を向ける。

「そんな簡単に裸見せるわけないじゃん。期待しすぎー。てゆーかケンタロって、彼女できたことない系？　まぁでも付き合った経験あれば、もうちょい大人の余裕見せるよね」

「ああ、そうですよ。俺おれは女子と手すら繫つないだことのない、ピチピチの童貞野郎ですよ」

　すす、すすす……。健太郎はペンをこっそり動かす。

「ど、童……あ、あは、あはは！　そうなんだ、へ～……。で、でも女子の前でそーゆーこと、へ、平気で言っちゃう男子とか、ふつーに嫌われるし対象外だよねー！」

「なに狼狽うろたえてんだ？　まぁ、そうかもな……俺の好みのピュアな女子は、下ネタなんて苦手だろうしな。レナみたいな手慣れてるギャルとは違うからな」

　すすす……。ちょうどいい場所にペンを仕掛けた健太郎。

「な、なにそれ。まるでギャルはピュアじゃない、みたいな言い方。あ、あたしだって」

　と一歩踏み込んだ瞬間。

　ずるっ。

「──ひゃうっ!?」

　思い切りペンを踏んだレナはバランスを崩し、健太郎の方へ足を投げ出して尻餅をつく。

　健太郎は仕返しが成功し、心の中でグッとガッツポーズを取った。

「いった～い！　もー、なんでこんなとこにペンなんか落ちてんのマジで……」

　レナは打ち付けた腰の辺りをさすりながら起き上がる。

　……健太郎としては、すてーんと転ばすだけのつもりだった。

　それ以上の羞しゆう恥ちプレイまでを見越したイタズラではなかった。

　……のだが、運命には魔物が潜んでいたらしい。

　しゅるり、と。

　レナが起き上がる際、巻いていたバスタオルが開はだけ、裸体が露あらわになったのだ。

　何にも守られていない白い肌。ふっくらとした乳房。その先端のほんのりとした桜色。引き締まった腰のライン。つぶらなおヘソ……そのすべてが健太郎の前でさらけ出された。

「「──あっ」」

　二人の声が重なる。一瞬にして辺りが凍りつく。

　だが、あっという間に溶け出した。

「────ッッ!!」

　声にならない悲鳴を上げたレナは、真っ赤な顔でタオルを回収し、バスルームへ駆け込む。バンッと戸が閉まり、ドンッと背を預け、ズルッと何かの引きずられる物音が鳴った。

　その間、たったの二、三秒。たちまち静まりかえる室内。

「お、おいおい。余裕とか言ってたくせに、なにそんな照れてんだよ。俺、剣だよ？」

　だが、ドアの向こうからは返事がない。

「生身の男ならともかく、そんな恥ずかしがらなくても……な、なぁレナ──」

「うるさいウザいキモいキショい話しかけんなバカスケベ変態ナマクラ男ッ!!」

　と、レナは雑ぞう言ごんの限りを尽くし──鼻をすすった。

（……え？　いや、噓うそだろ？）

　健けん太た郎ろうの中に焦あせりが滲にじみ始めた。

（な、泣くほどのショックだったのか？）

　そんなバカな。あんなに性的にからかったレナが、ギャルで手慣れているはずのレナが、事故とはいえ剣相手に裸を見られただけで……泣く？

（……違う。それ全部──決めつけてるだけじゃん）

　さっきレナは反発した。『なにそれ、ギャルはピュアじゃない、みたいな言い方』と。

　そして続けようとした。『あたしだって』と。

「レナ、ごめん！」

　確信した健太郎は、即座に謝る。

　ギャル然としてはいるが──きっとレナは、健太郎が思っている以上に初う心ぶなのだ。

　絶対に襲われない、見られないという安全性が保たれていたからこそ、からかうことが出来ただけ。だからといって、裸を見られても平常心でいられるかどうかは別問題だ。

「み、見てないから！　ちゃんと目はそらしてた！　だから、泣くなよ。ほんとごめん」












　ギャルだからビッチで手慣れている。そんな偏見を疑いようもなく信じ、レナにも合てはめた結果がこれだ。レナの──女の子の涙だ。

　最低だ。俺おれはバカだ。健けん太た郎ろうは本気で反省した。自分の理念に反する行いだ。

　バスルームからは、レナの鼻をすする音が聞こえてくるだけ。何を言っても言い訳にしかならないと思い、健太郎が黙っていると、カチャッとバスルームのドアが開いた。

　目の周りを少し赤くしたレナが出てくるや、健太郎へは見向きもせずチェストへ向かう。取り出したのはネグリジェだろうか。レナはバスルームへ戻り──着替えて出てくる。

　レナは今度こそ、鋭く見下したような目で健太郎を睨にらみ付けた。

「……あの、レナ……さん？　ほんと、俺が悪かったんで……穏便にすませては……」

　ジッと見下し続けるレナは、やがて──

「っざけたこと言ってんじゃねーぞ、クソナマクラ♪」

　ニコォッと満面の笑みを浮かべ、可愛かわいい声で言った。

　まるで首根っこを鷲わしづかみにするような勢いで健太郎の柄つかを握ると、レナはドアの隙間に剣の刃を滑り込ませる。

「いや、その……な、何をする気なのでせうか……？」

「ゆったっしょ？　……『へし折る』って♪」

　レナはドアの隙間に健太郎を挟んだ状態で、テコの原理でグッと押し曲げ始めた。

「待って待って待って！　さすがにこれはマズい！　ほ、ほんとに折れるからっ！」

「あたしの乙女心はもっとボロボロに折れたんですけど!?」

　ミシミシと軋きしんでいる音の発生源は、果たしてドアなのか、刃なのか、定かではない。

　痛みがないとはいえ、折れたら健太郎の意識がどうなるのかもわからない。ただひたすらに恐怖ばかりがこみ上げてくる。

「あ、ほんとヤバい、今なんかピキッてなった！　絶対ヒビ入ってるからこれぇっ！」

「大丈夫だし！　聖剣がそんな簡単にヒビ入るわけないっしょ！」

「こんな時だけ都合良く聖剣扱いするなぁ！」

　健太郎の虚むなしくも悲痛な叫びは、誰にも受け止められることなく消えていった。
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　そして、その騒動のあと。

「……で、これからあんたをどうするかだけど。もう決めてるから」

「ちょっと待て。まだなんの相談もしてないよな？」

　部屋の壁際に立てかけられている健太郎と、ベッドに腰掛けているレナは、マイラに言われたとおりお互いの今後のことを話し合おうとしていた。

「やっぱ、あたしはとっとと処分したいから、タダで処分してくれる業者探そうと思ってるんだけど、ケンタロもそれでいいでしょ？」

「良くないよ。何をもっていいと思ってんだよ意味わかんないよ！」

「じゃあ、やっぱバレないように捨てるしかないかなー……」

「オーケイ。とにかくレナが、今すぐにでも俺おれを手放したいのはわかった。ただ頼むから俺の要望を無視しないでほしい」

「ケンタロの要望……って、なんだっけ？」

　首をかしげたレナ。本気で忘れているらしい。忘れたふりよりたちが悪い。

「人間の姿に戻る方法だよ！　俺一人で身動きの取れる状況が欲しいの。じゃないと、元の世界に帰る手段も探せないからな」

「……あっ！　あたし今、名案浮かんだっぽいんだけど！　聞いて！」

「俺の明暗が分かれそうな気がするけど……聞こうか」

「やっぱあんたを思いっきり折ればいいじゃん！　そしたらもう一回転てん生せいするよ、多分」

「多分!?　根拠のない憶測で人を殺すな！　転生しなかったらどうする！」

「んー。……ドンマイ？」

「人ごとだからって適当なこと言うなって！」

「えー……。じゃぁ、鍛か冶じ屋やさんに持ってって、溶かして打ち直してもらうとか？」

「剣は生まれ変わるな。けど俺は死ぬな！」

「じゃあやっぱ業者だよ業者。で、その人達に事情説明して、次の持ち主見つけてもらえば？　とにかくあたしは、聖剣使いはヤなの！　ＳＳダブルエスランクなんて絶対やーなーのー！」

　足をバタバタさせ、駄だ々だをこね始めたレナ。ネグリジェがかなりのロング丈なため、ちょっとやそっとじゃ中が見えないことに安心しているようだ。

「だいたい聖剣を手放したからって、ランクはすぐに変わらないんだろ？　年に一ランク下がるとして……Ｆランクに戻るまで七年か？」

「し、七年!?　マジ最悪。ないわー……あたし、どんなにランクアップしちゃっても、Ｃより上のクエスト請けたくないんだけどー。めっちゃ危ないって聞くんだもん」

「じゃあ、もういっそのこと、違う仕事したらいいだろ」

　レナはたちまち、勢いを失ったように黙りこくる。しばらくの沈黙を挟み、

「…………それが出来るなら、最初からしてるし」

　レナはなぜか消え入るような声で呟つぶやいた。

　そういえば昼間も、エミリーが何か口にしそうになったのを止めていた。

「訳ありなのか？」

　健けん太た郎ろうが訊たずねるも、レナは口を結んだまま。今日中に聞き出すのは無理だろう。

　もっとも、先だっての問題は健太郎の今後の処遇だ。健太郎はふと思いついた。

「レナは、俺おれをとっとと手放して、聖剣使いじゃなくなりたいんだよな？　で、俺が人間に戻ることができたら、レナは聖剣を手放せて聖剣使いでなくなる。手元から聖剣がなくなるわけだしな。それなら、俺達の目的と行動は一致してる。そうだよな？」

「…………そう、なのかな？」

　レナは難しそうな顔をして唸うなる。説明がややこしかっただろうか。

　健けん太た郎ろうはもう一押し、別の角度からアプローチしてみる。

「聖剣がレナ以外に使えないってことは、レナ以外の手に聖剣が渡っても、レナが聖剣使いで居続ける可能性が高い。捨てたって同じだ。むしろ捨てるのは違法な分、リスクが高い。ならお互いの利害のために、協力し合うのがベストじゃないか？」

　レナはさらに顔をしかめた。自分の中で、必死に情報を整理しているのだろう。

「……理解できた。結局こうなるわけ？　ほんと、マジめんどくさいんだけど……」

　やがてレナは、観念したようにため息をついた。

「わかった。とりま、あんたのことを持っているうちは協力する。あんたが人間の姿に戻る方法……しょうがないから、一緒に探してあげる」

「いいのか？　本当に!?」

「なにその反応。いやなら別にいいんですけどー。その辺に捨てちゃうからー」

「わあ！　違う違う！　是非ともっ、協力していただきたく存じますぅ！」

　わざとらしくジトッと睨にらむレナに、健太郎は深々と頭を下げる気持ちでお願いする。

　それに気をよくしたのか、レナは「にひひっ♪」と笑った。

「別にケンタロのためじゃないかんね。これはぜーんぶ、あたしのためだし。そこんとこの立場的な話は、絶対勘違いなしだよ！」

　ギャルと聖剣──そんな、なんとも珍妙なタッグの上下関係をわからせるように、爪の長い指先が健太郎へと向けられた。
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　翌日。武具ファッションに興味を示したこともあり、健太郎はレナに持ち運んでもらって、聖剣を納める鞘さやを買うため出かけることとなった。

　……のだが、出かける準備を始めると言ってから、すでに二時間近くが経っていた。

　着替えはすぐに終わったのだ。オフショルダーの長袖ブラウスとホットパンツのコーデ。肩や足の露出が眩まぶしいアクティブな格好は、快活なレナに似合っていた。

　だが問題はメイクだった。健太郎はメイクについて無知なので、工程の多さに驚いた。

　顔全体にクリーム状の物を塗り、フワッとした毛先の道具で赤い粉を頰ほおに払い、珍妙な器具でまつ毛を弄いじり、目の輪りん郭かくをペンでなぞり、髪をセットして……。

　レナはそれら一つ一つを、丁寧に行っていく。

「な、なぁ。メイクに時間かけ過ぎじゃないか？」

「違うし。かけ過ぎなんじゃなくて、かかるのがふつーなの」

　躊躇ためらいなく『普通』と言い切られると、何も言えなくなる健けん太た郎ろう。

　結局、家を出たのは、そのやりとりからさらに三十分後だった。

　外は快晴。町民の服装や色づき始めた街路樹を見るに、初秋を感じさせる眺めだった。

　レナも清すが々すがしい陽気は気持ちが良いらしく、健太郎を──抜き身の剣を持ったまま、ぐうっと伸びをした。危なっかしくて健太郎はヒヤッとしてしまう。

　途中でレナはエミリーと合流する。エミリーは胸元を大きく膨らませたブラウスとミニスカートに、カンカン帽をかぶったシンプルでフェミニンな装いだった。

　こうして見ると、二人ともファッションセンスは高いようだ。日頃ファッションに関心の薄い健太郎でも、二人がとてもオシャレに見えるぐらいなのだから間違いないだろう。

　まず二人が意気揚々と向かったのは、武具店ではなく書店だった。背の高い棚に所狭しと本が並ぶ中、壁際には薄く綴とじられた書籍も並んでいた。

　レナ達は真っ先にその壁際の棚を目指した。

「あ、レナぁ。『ガリスタ』の最新号、出てるよぉ」

「マジで!?　にひひっ♪　やったね。とりま、一個目の目標達成～♪」

　レナ達は楽しげに棚から書籍を取り出した。

　その光景や雑誌の表紙に、健太郎は既視感を覚える。

「もしかしてこの辺、ファッション誌のコーナーなのか？」

「そうそう。よくわかったじゃん！　ここに来た目的はー、まさにこれ！」

　レナはそう言いながら、雑誌を開いて健太郎へ見せつける。

　もちろん書いてある内容はわからない。だがモデルらしき冒険者の男女が、武具を色々着こなしてポーズを決めている、モノクロの写真付きの記事なのは一目瞭然だった。

「これ、武具の流は行やりとか着こなし術、あとダンジョンの『トレンド』が載ってるんだー。あたしらみたいな若い冒険者はみんな読んでるよ。トレンドを意識すんのは常識だしね」

「まさに冒険者の必需品、ってやつだからねぇ」

　楽しげな笑みを浮かべて、エミリーはペラリペラリと雑誌をめくった。

　ふと健太郎は、疑問に感じたことを訊たずねる。

「けどなんで、防具や武器に『着こなし』が必要なんだ？　単純な武具の性能だけなら、いい物を一式揃そろえれば済むだろ？」

「ケンタロは、そーゆーところがセンスない系男子だねー」

「よ、余計なお世話だっての！　自覚があるから聞いてんだよ！」

　すると、イタズラっぽく笑っているレナに代わり、エミリーが答えた。

「いい物で一式揃そろえるのも、もちろんありなんだけどぉ。実は武器や防具には、最初から《スキル》の備わってる物があってねぇ」

「スキル……？　それって、攻撃力が上がったり、何かの耐性がついたりとか？」

「そんな感じだねぇ。でね、組み合わせによって弱くなったり強くなったりするから、どうしても上手に着こなす必要があるんだぁ」

　なるほど、と健けん太た郎ろうは舌を巻く。スキルが相そう殺さいされないような、あるいは効果を高め合えるような着こなしを見つける。それをこの世界では『武具ファッション』と呼ぶらしい。

「まぁでも、あたしはそれより、流は行やってて可愛かわいい好きな物で揃えたいけどね！」

「てゆーか、それでこその『ギャル』だもんねぇ、えへへぇ♪」

「ギャル……【好こう尚しよう至上主義者】、か。なるほどな」

　健太郎が思い出したのは、レナやエミリーの装備品や、マイラの店で売っていた武具だ。

　性能よりもデザイン性や流行で着こなすからこその、【好尚至上主義者】。

　だからレナ達はギャルと呼ばれているのだろう。

「あとね、スキルは武器や防具に『後付け』もできるんだよぉ」

「後付け？　レナの防具のデコレーションとか、剣につけてたアクセサリーがそうか？」

「そうそう、《能力ステータス補正アクセ》。もち、あたしの場合は可愛さとか見た目重視だけど。効果を求めるとデザインがダサくなっちゃうからさー」

　健太郎にはいまいちピンとこなかった。あのジャラジャラが、オシャレ？

「……だからって、あの剣はつけすぎだと思うけどな」

「そんなことないし！　王都の女子冒険者は結構つけてるよ？　都会じゃ普通普通♪」

「どんなスキルなのかってことぐらい、一応調べてるんだよな？」

「ううん、全然。ゆったじゃん、可愛さで選んでるだけだって」

　やはり健太郎には、そのあたりの感覚はよくわからなかった。

「ゆったら、このギャルメイクだって《能力補正》入ってるもんねー」

「はぁ!?　化粧にもそんな効果があんのか!?」

　レナの発言が衝撃的すぎて、健太郎は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「アクセほどの強い効果はないけど、化粧品やメイクにだって可愛さだけじゃなくて、《能力補正》を意識したやり方とか種類、技術がいーっぱいあるんだよぉ」

　言いながらエミリーがバッグから取り出したのは、小さいポーチだ。開くと中にはゴチャゴチャと化粧品が詰まっていた。どうやらギャルの必需品で常に持ち歩いているらしい。

　朝のレナのメイクしかり、自由に好き勝手に楽しんでいるように見えて、意外とギャルとして生きるのは大変なことなのかもしれないと健太郎は思い始めていた。

　やがてレナ達は、雑誌を買って書店を出た。次の目的地へ向かい歩きだす。

「そういえばレナ、さっき『ダンジョンの《トレンド》が』って言ってたけど……それってなんなんだ？　ダンジョンにトレンドなんてあるのか？」

　健けん太た郎ろうの知っている『トレンド』と言えば、『流行』とか『傾向』の意味だ。特にファッションの世界で使われるイメージが強い。

　ダンジョンに流行があるというのが、よくわからなかったのだが……。

「えっとね、ギルドがダンジョンとして指定している場所って、簡単に侵入されたり荒らされたりしないように、特別な結界が張られてるんだって」

「特別な、結界？」

「そっ。んでその結界のせいで、ダンジョンの中の造りとか、出てくる魔物の種類だったり数ってのが、むかーしは毎日変化してたんだってさー」

「ま、毎日？　ずいぶん大がかりな結界だな……」

　だが、ダンジョンを守る防衛措そ置ちとしては効果的だとも感じる。もしかしたらそれだけ、この世界における『ダンジョン』と呼ばれる所は、神聖なものなのかもしれない。

　健太郎が思案していると、エミリーが補足する。

「でも今は、結界の力も弱まってるみたいなんだぁ。だから、変化のペースは三ヶ月に一回ぐらいなのぉ。ただ同じダンジョンでも、構造が変われば攻略法も変わるでしょぉ？」

「そうか、だから『ダンジョンの《トレンド》』って呼んでんのか」

　情報がパズルのピースのようにはまる。

　自おのずと、情報誌が必需品と言われる理由も理解できてきた。

「つまり武具ファッション誌ってのは、そのトレンドを冒険者に発信し、適した着こなし案を紹介して、冒険者を支援するのが目的……ってことなんだな？」

「んー。まあ、かなりってゆーかほぼほぼってゆーか、大体合ってるかなー」

「せめてどれかに絞ってくれ！」

　健太郎の突っ込みに、レナは面倒そうに顔をしかめた。

「えー。だって、雑誌によって紹介する内容違うしさー。あたしらがよく読む『ガリスタ』の記事は、やっぱギャル向けの内容だし」

　なるほど、健太郎のいた世界のファッション誌のように、雑誌によってトレンドの分析や捉え方、アイテムのおすすめや着こなし術には差があるようだ。

「……しっかし、これは結構おもしろい話が聞けたぞ」

　異世界だからこその文化の違いや、奇くしくも似たような文化が存在している事実には、好奇心が擽くすぐられて健太郎は楽しくなってしまった。

　だがレナは、自分の持っている健太郎──聖剣に向けてイタズラっぽく笑いかけた。

「これ、人間の姿に戻ったら授業料取るから」

「マジかよ！　お金の話は先に言えっての！」

　一杯食わされてしまい抗議する健太郎に、レナは「にひひっ」と笑った。

　その後レナ達は、買い出しの前に昼食を摂とるため、適当なカフェレストランに入った。

　賑にぎわう店内は女性客が多く明るい雰囲気で、テーブルに並んでいる料理もパスタのようなオシャレな料理や野菜が豊富なワンプレートなど、いわゆる『カフェ飯』揃ぞろいだった。

　レナは席に着き、空いている椅子に健けん太た郎ろうと荷物を置く。健太郎はレナに頼み、周囲の景色が眺められるよう立てかけてもらった。

　美お味いしそうに舌した鼓つづみを打つお客さんを見回すと、ジワリと悔しさが滲にじんできた。

「くそぅ……こんな体じゃなかったら、食べられたのにな」

「あ、そっかー。ケンタロ、口がないから食べらんないし、鼻もないから香りもかげないんだね。うっわ～……マジドンマイだね」

「本当に不便な体なんだねぇ……。一人じゃ全然動けないんでしょぉ？」

「まあな……。でも実は、小さい物なら動かせそうなんだ」

「え？　そうだったの？」

　レナが目を丸くすると、健太郎は得意気に言った。

「昨日実験したんだ。レナの部屋にあったペンとかカーテンを動かせないかなって……」

「あーっ!!　あん時転がってたペン、あんたのせい!?　マジふざけんなしーっ！　すっごい痛かったんだから、あれっ！　しかも……しかも…………」

　レナは徐々に言葉を濁し、顔を赤くしていく。

「……レナ、どうしたのぉ？」

「な、なんでもないから！　ケンタロ、そうだよね！　なんでもないよね!?」

　レナは健太郎を睨にらみ付けた。絶対に逆らうなよ、とでも言わんばかりに凄すごむ。

「お、おう！　なんでもないぞ！　と、とりあえず実践といくか！」

　健太郎が二人に紙とペンの用意を頼むと、エミリーがバッグの中から、黄色が鮮やかな平ひら綴とじの手帳を取り出した。ページを一枚千切って、ペンと一緒に健太郎の前へ差し出す。

「上う手まくいきますように……んんっ！」

　健太郎はペンへ注目し念を送る。実は昨晩、あのあと必死に練習していたのだ。

　するとペンは独りでに浮き上がった。ペン先を紙に向ける。力加減が難しい。擦こすれるだけで上手に字を書けない。それでも健太郎は、なんとかミミズのような字を綴つづっていく。

　ゆっくり時間をかけて書き上げたのは、日本語の五十音表だった。

「…………何これ。なんの模様？　タトゥーの柄がら？」

「違う違う。文字だ。俺おれのいた世界の、俺の国の文字。平仮名って言うんだ。この中から組み合わせたり繫つなげたりして、言葉にするんだよ。例えば……」

　健太郎は紙の隙間を使って、さらに文字を綴った。

「これで『ひじり　けんたろう』……俺の名前だ」

「へぇー、ちょっとおもしろいかも！　ねぇねぇ、あたしの名前はどう書くの？」

「あーん、うちのも教えてよぉ」

　思いの外ほか、平仮名講座は好評だった。エミリーの分の表を作るついでに、この世界の文字と五十音の対応表を作ったことで、二人に色々と教えることができた。

　するとレナは、五十音の対応表の書かれた紙を持ってニコニコと笑った。

「ねぇねぇ。このヒラガナ？　の柄がら表、もらってもいい？」

「柄じゃないけどな。むしろもらってくれ。俺おれはまだこの世界の文字は書けないし、読めないからさ。それ使って、この世界の言葉をいろいろ教えてくれると助かる」

「…………え？」

「…………え？」

　一瞬の間ののち、健けん太た郎ろうは訊たずねた。

「そのつもりで欲しがってたんじゃないのか？」

「いや単純に、防具に彫る柄に使ったらオシャレかな～ってだけなんだけど……」

「あ……そっすか」

　熱心に字の読みや意味を訊きいてきたのは、文字を学ぶためではなくオシャレのためだったようだ。ある意味レナらしいが、どこか拍子抜けしてしまった健太郎。

　レナは「どういうこと？」とでも言いたげに首をかしげた。





　　　　　　　◇






　昼食を摂とりながら、レナ達は買ったばかりの雑誌をめくって流は行やりの鞘さやのデザインを調べる。それらが一段落したあと、カフェを出てさっそく街の武具店を目指した。

　女の子向けの可愛かわいいアイテムが揃そろっている店に赴おもむき、バラ売りの鞘を見て回る。

　だがある店では、

「んー、ちょっとトレンドからズレてるよね。ぶっちゃけダサくない？」

「他の買い物客の近くでぶっちゃけすぎだ！」

　また、別の店では、

「えー、これ人工の革じゃん。安物使ってるなー……それでこの値段!?　あり得なーい」

「店員さんの前で酷こく評ひようする方があり得ないわ！」

　さらに別の店では、

「うわこれ、人気ブランドのパチモンだわ。どうどうと置いてちゃ店的にヤバくない？」

「おい！　どうどうと難なん癖くせつけるから、店の奥からヤバい感じの店長っぽい人が──」

「お客様っ!!　どうか、今すぐ、ただちに！　ご退店をお願いいたしますっ!!」

　と、言いたい放題な挙げ句に店を追い出され、まったく決まらなかった。

　健太郎はゲンナリしながら、スタスタ歩くレナを見上げる。

「鞘さや一つ買うのに何軒回る気だよ……いい加減、妥協しようぜ？」

「やだ！　自分の身につける物だもん。妥協とかマジあり得ないし！」

　レナは頑かたくなな姿勢を崩さず、店を転々とする。

　しかも、行く先々で気に入ったアクセサリーや靴などを見つければ、『鞘を買う』という目的とは関係なく衝動買いを重ねるのだ。店を出る度に袋の数は増えていく一方だった。

「ねぇねぇ、このアクセさ、三回叩たたくとお互いの居場所がわかるんだって！」

　ある店でレナが持ち上げたのは、地球で言うところの勾まが玉たまに似た、一対の掌てのひらサイズのアクセサリーだった。その片方をエミリーに手渡すと、レナは三回叩いた。

　柔らかい光が勾玉を包み込むと、石同士が引き寄せ合うように浮いた。

「わっ、すごいすごーい！　そしたら、おそろで武器に付けようよぉ！　えへへぇ♪」

　笑みを作ったエミリーだが、付き合わされる方もたまったもんじゃないだろう。そう思って健けん太た郎ろうが視線を下げると、彼女もちゃっかり両手に紙袋を抱えて満足げだった。

　そうして最終的に行き着いたのは、やはりマイラの店だ。

「結局ここが、一番落ち着くし馴な染じむよねー♪」

「じゃあ最初からここ一択で良かったじゃん！」

　女性の買い物心理は本当に未知の世界だ、と健太郎は痛感する。

　ドアベルをカランッと響かせ、レナ達が店に入ると、

「おんや～？　レナレナにエミエミじゃん。お疲れちゃーん、いらっしゃーい」

　カウンターに肘を突きながら、陽気な声で挨拶してきたマイラ。

　ヒラヒラと手を振ってきたので、レナとエミリーも控えめに返した。

「だから、そのレナレナってのはやめてって……」

　ふとレナは言葉を止とめた。その理由は健太郎にもわかった。

　レジの横に先客がいたのだ。どうやらマイラと話し込んでいたらしい。

　長身の男性だ。生前の健太郎よりも高いように見えるので、おそらく百八十センチ前後。大人っぽい顔つきは、まさに眉び目もく秀しゆう麗れい。青紫のテーラードジャケットにピンクのシャツ、黒のパンツという装いは、紳士的でもあり怪しさも感じさせた。

「あー、えっと……お取り込み中的な？」

「え？　……やっだー！　違う違う！　この人はただの客よ、きゃーく」

　レナの言葉に含まれていた意味を深読みしたのか、マイラは笑って否定した。

　すると、隣の男性はため息をつき、

「ちょっとぉ、それがお客に対して使う言葉？　信じらんないわ。あんた昔っからそうよね。しかも、懐かしくって訪ねたのにお茶の一杯も出ないなんて、あんまりじゃない？」

　その口調を聞いて、健太郎は呆あつ気けにとられてしまった。

　視線を動かせば、レナやエミリーも開いた口が塞ふさがらないといった印象だ。

「うちは喫茶店じゃないっての。アリーチェの町ナンバーワンのカリスマショップ店長、マイラ・スコフィールドが切り盛りする武具店だよ？　武具を買えっての、武具を」

「アタシが買ってどうするのよ。ほんっと、卑いやしい商売人に堕おちたわね、あんた」

　仲よさそうに話をする二人。その様子を見て、疑いようもない確信を得た。

（オ……オネエキャラ!?　本物か!?）

　生で見るのは初めてで、健けん太た郎ろうは驚きと同時に妙な感動を覚えた。

「ごめんごめん。大した用事じゃないから気にしないで、レナレナ、エミエミ」

　マイラは言いながら二人を手招きした。

「紹介するよ。このオネエ系はデニス・サリンジャー。昔、私が世話になってた【武具スタイリスト】なの。デニス、この子達がさっき話してた、レナ・パーカーとエミリー・バーンズ。こう見えて冒険者。うちのお得意様だよ」

　するとデニスは、ハッとなってレナを見た。

「レナ……パーカー？　ふーん、あんたがあのレナード・パーカーさんの……」

「家のことは関係ないじゃん。あたしはあたしなんだから、いちいち持ち出すなし」

　たちまち、レナは鋭い目をデニスへ向けた。

　まただ。またレナは、家柄のことを突っ込まれて露骨に顔色を変えた。

　やはりレナには、人に話したくない、触れてほしくない、家庭の事情があるらしい。












「しかも、マジなんなの？　人を見下してるような目ぇしてさ……」

「お、おいレナ……いくらなんでも初対面でそれは失礼だろ。す、すみませんデニスさん。レナがとんだご無礼を……」

　健けん太た郎ろうが慌てて持ち主のフォローをする。だがデニスは、レナへの興味をとっくになくしているらしい。彼の目は、まっすぐ健太郎へ向けられていたのだ。

「今の……その剣が喋しやべったのかしら？」

「ちょ、あたしのこと無視？　感じ悪ぅ……そう、なんかこれ、べらべら喋る──」

「ね、ねぇ、剣のあなた？　もう一度だけ、なにか喋ってもらえるかしら？」

　デニスは健太郎と目線が合うようにしゃがむ。遠目だと単なるイケメンに見えていたのだが、目の周りにアイシャドーがばっちり塗られていたり、なかなか化粧の濃い顔だ。

「えっと……聖ひじり、健太郎……です。よ、よろしくお願いします」

　健太郎が怖おず怖おずと自己紹介すると──、

「やぁだ～！　本当に剣が喋ったわぁ！　し・か・も、男の子の声じゃなぁいっ！」

　テンションの跳ね上がったデニスは、目を輝かせた。

　健太郎の全身に悪寒が走る。本能が、このオネエはヤバいと警告していた。

「すんごい武器に出会っちゃったわぁ。武具スタイリストを始めて四年目にして、まさかこ～んな出会いに恵まれるだなんて。うふふっ♪」

　デニスはニマニマと笑いながら、健太郎の──剣の腹を指先でなぞる。

「──ひぃぃっ！」

　ツツゥー……という指の動きがこそばゆく、ゾクゾクと震えた。

　それに怒りを爆発させたのは、ずっと無視されっぱなしのレナだ。

「だーかーらーっ！　なんであたしのこと無視すんの！　こっちの話はまだ──」

「女子は黙ってなさいよぉぉおおっ!!」

「──きゃぅっ!?」

　くわっ！　とデニスが目を見開き、レナは短く悲鳴を上げた。

　今までの高い声ではなく、男らしい低い地声での叫び。

　そばで聞いていただけの健太郎も、心臓があれば軽く止まっていたほどにビックリした。

「アタシは今、ケンちゃんとお話ししてんの！　あんたの文句は後で聞いてあげるわよ！　だからまずは武具スタイリストとして、彼を調べさせてちょうだい！」

　鋭い剣けん幕まくで捲まくし立てたデニス。すでにケンちゃんと親しげな呼び名になっていた。

　それはともかく、先ほどから気になる単語が聞こえていたので、健太郎は訊たずねてみる。

「あの、武具スタイリストってのは、いったい……？」

「あらやだ、ケンちゃん知らないの？　武具スタイリストっていうのはね、トレンドに合わせた武器や防具、アクセサリーのコーディネートを、冒険者へ提案するお仕事よ」

　体をくねくねさせながらデニスは説明を続けた。

「武具ファッション業界の花形的職業なんだけど、武具の歴史や素材、スキル……いろんな知識を持っていないといけない、とーっても大変なお仕事なのよ♪」

「へ、へぇ……それはその、すごいんですね、デニスさんは……」

「そ・お・な・の・よ～♪　もう大変なんだからん。でもね、いいの。とぉっても楽しいお仕事で毎日充実してるし、ケンちゃんみたいな珍しい武器にも出会えるし……ねっ☆」

　パチッとウインクをかますデニスに、健けん太た郎ろうは申し訳ないと思いつつ、身を震わせた。

　そして、ハッと気付く。

「じゃあ、もしかして聖剣についての情報とかも、詳しかったりします？」

「ええ。まぁ武具スタイリストとしての最低限の知識ならね……んふっ」

　これはチャンスだと思った。聖剣について詳しい人から情報を得られれば、人の姿を取り戻す突破口も見えてくる。

　健太郎は事の顚てん末まつをデニスに説明した。

　するとデニスは両手で頰ほおを押さえて目を見開いた。

「……うっそ、やだ大変。ケンちゃん本当に聖剣なの？　どどど、どうしましょ！　こんな歴史的瞬間なのに、アタシ、今日のメイクすんごい適当なんだけど！」

「それで適当って言っちゃうあたりが、デニスの変なところよねぇ」

「うるさいわねマイラ。あんた、事の重大さをわかってないわ。だいたい、なんであんたは武具店の店長なのに、聖剣を前にそんな落ち着いていられんのよ」

「だって、レナ以外に扱えないのよ、その剣。それじゃただのナマクラ。棒よ棒」

（……悪意がないのはわかってるけど、なんか全否定されてる気分だよなぁ……）

　健太郎が涙すら流せない辛さを嚙み締めていると、デニスが息を零こぼした。

「あー、やだやだ。商売人は目先の利用価値とお金にしか興味がないんだから」

「そうそう。そうやってうちの店は成り立ってんの。褒ほめ言葉として受け取っとくわ」

　デニスとマイラがそんなやりとりを繰り広げていると、蚊か帳やの外だったレナが口を開く。

「どうでもいいんだけどさー。あたしらはケンタロのこと、『聖剣だ』ぐらいしか知らない系で。ケンタロを人間に戻す方法、全然わっかんないんだよねー」

「人に戻す方法？　なに言ってんのよ。アタシだって知らないわよ、そんなの」

「「知らないのかよ！」」

　偶然にも健太郎とレナの声が重なった。なぜかマイラはその様子を見て、クスクスと笑っていた。

「本当に何も知りませんか？　何か、手がかり程度の情報でもいいんです」

「そんなこと言われてもねぇ……」

　健太郎の問いに、デニスはため息交じりで頰に手を添えた。

「聖剣を含む《神聖宝具アルム・サクレゾール》の詳しい情報なんて、王都の王立図書館に行かない限り資料はないんじゃないかしら。アタシが知ってるのは、《神聖宝具》がなんなのかぐらいよ」

　また知らない単語が出てきた。レナやエミリーも初耳のようで、「《神聖宝具》ってなに？」「さぁ？」と首をかしげ合っていた。

「すみません、《神聖宝具》ってなんですか？」

「《神聖宝具》は、一説には何千年も前に、魔法技術を駆使して作られたって言われている聖なる武器の総称よ。それが何を目的にいくつ作られたのか、ほとんどわかっていないけど、そうした武器の存在は昔から、半ば伝説的に語られていたみたいね」

《神聖宝具》の中に《聖剣》も含まれている。そしてレナの【職業ジヨブ】が聖剣使いに変化したということは、レナの引き抜いた剣が《聖剣》──《神聖宝具》であるのは間違いない。

　そして、《神聖宝具》の詳しい情報は、王都の王立図書館にあるかもしれない……。

「レナ。王都へ行こう」

「は、はぁ？　ケンタロ、いきなり何言って……」

　健けん太た郎ろうの唐突な提案に、レナは目を丸くした。

「王都の王立図書館になら、俺おれの──《神聖宝具》の詳しい資料があるかもしれない。なら、選択肢は一つだ。準備が整い次第、王都に行こう」

「そりゃ、あたしだって王都行って買い物したいけどさぁ……」

「買い物してる場合かよ！」

「ええ……せっかく行くなら、少しぐらいいいじゃん」

「いや、んん……まぁ、動機はなんでもいいや。王都に行きたい気持ちがあるなら問題ないだろ？　何を渋ってんだよ。旅が怖いのか？　両親に止められてるのか？」

　だがレナは「う～……」と口をモゴモゴさせるばかり。呆あきれたようにデニスが言い放つ。

「どうせ旅費がないんでしょ、このボンビーギャルには」

「ボ、ボンビー言うなし！」

「やっぱそっちの問題だったかー……」

　何事も突き詰めると、たとえ異世界だとしても金の問題に行き着くらしい。世せ知ち辛がらい。

「けど、そうか。金の問題か……。それならやっぱ、クエストで稼ぐしか」

「ムズいクエストなんて怖くて請けらんないしー！　ＳＳダブルエスにランクアップしちゃうと、ＦとかＥランクのクエスト、請けらんなくなるんだもん……」

　健太郎の提案を全力で拒否するレナ。

「……ん？　どういうことだ？　なんで低いランクのクエストが請けられないんだ？」

　ランクアップしようがしまいが、クエストの難度は冒険者が自由に選べるわけではないのだろうか？　すると健太郎の疑問に、デニスが答える。

「それを許可しちゃうと、楽に稼げちゃうからって、ランクの高い冒険者が低いランクの仕事ばかり何度も請け負っちゃうのよ。すると下の冒険者がクエスト請けられなくて、育たないでしょ？　だから自分のランクに応じたクエストを受注するって決まりなのよ」

「具体的には、ランクＦとＥが一ひと括くくりで、次がＤ～Ｂ、一番上がＡ～ＳＳダブルエスだね。レナは冒険者ランクがＳＳだから、『Ａ～ＳＳランク』帯のクエストしか請けられないってこと」

　マイラが続けて補足する。

　本来であれば、駆け出しの冒険者がじっくり経験を積むことのできる合理的なシステムだったはず。なのにそのシステムが仇あだとなって、経験が少ないのに急激にランクアップしてしまったレナは、高難度のクエストしか請けられなくなってしまった。

　さすがの健けん太た郎ろうも、これはレナへ同情してしまうのも止やむ無なしだった。

「何か、ルールの抜け穴みたいな物はないんですか？」

「パーティを組めばいいのよ。そうすれば、パーティメンバーのランクの平均値を出してクエストを紹介してくれるわ。例えばレナがＦランクのエミリーと組めば、紹介されるのは『Ｄ～Ｂランク』帯のクエストってことになるの。Ｄランクのクエストなら、充分レナとエミリーのパーティでもクリアできると思うけど……」

　デニスがチラチラッとレナを見やる。視線に気付き、レナは気まずそうに顔をそらす。

　Ｆ・Ｅランク以上のクエストは、頑かたくなに請けたくないらしい。

　すると、傍観していたエミリーがパンと手を叩たたく。

「そうだぁ。そしたら、レナにいいバイトがあるかもぉ♪」

「え？　何それ。マジで？　ちょー気になる！」

「なんかこの前ね、『ちょっとお手々繫つないで買い物に付き合ってくれたら、五万レイズくれる』っていうおじさんがいてねぇ」

「「待て待て待てぇ！」」

　健太郎とレナは一斉にツッコミを入れた。

「エミリー、それダメ！　絶対にダメなやつだから！　なに話聞いてんのマジでー」

「そ、そうだったのぉ？　でもでも、お金はすごいよかったよぉ？　急いでるからごめんなさいしたら、十万にまで上げてくれてぇ」

「そういうの、俺おれのいた世界じゃなんて言うか……その……と、とにかく危ないことに巻き込まれるから、絶対ついてっちゃダメだ！　エミリー自身のために！」

「う、うん……わかったぁ」

　エミリーはキョトンと首をかしげるだけで、なぜダメなのかが理解できていないらしい。まさか、深く考えずにこんなことを日常茶飯事で繰り返しているのだろうか、この子は？

　そもそも、金額からして明らかにきな臭い。健太郎は、レナ達の昨日今日の食事の会計時に金額を計算していたが、一レイズは日本円換算で一円ぐらいのようだった。

　つまり、手を繫いで買い物デートするだけで十万円……犯罪の臭いしかしない。

　するとデニスは、若干引いた様子で零こぼした。

「なに、この子達。乳臭いガキのくせにそんな進んでるの？　やぁねー、最近の若者は」

「んなわけないでしょ。二人とも遊んでそうに見えて、身持ちの堅いぴちぴちの処女よ」

「────っ!?」

　デニスとマイラの何気ない会話に、当のレナは一気に顔を赤くした。

「ちょちょ、ちょっとマイラ！　そ、そういうこと、わざわざ言わなくていいから！」

　レナの言うとおりだった。突然そんな暴露話を聞かされても、どう対応したものかと健けん太た郎ろうは困惑してしまう。

（でも、そっか……レナもエミリーも、ギャルだけどまだ……）

　赤面するレナと、その隣、アタフタするレナを不思議そうに眺めているエミリーを順に見る健太郎。とりあえずエミリーの身の潔白は証明されたので良しとした。

　するとそのエミリーが、「えへへぇ」と笑顔になって提案する。

「そしたら、うちがレナのためにコツコツ、Ｆランクのクエストこなしてお金稼ぐよぉ」

　エミリーにとって、親友であるレナのためにという、厚意ゆえの提案なのは間違いない。

　実際、彼女一人なら最低難度のクエストを請けられるのだし、手段としてはアリだろう。

「……いや。さすがに、それはダメっしょ」

　だがレナは、それを良しとしなかった。重たい声音で止める。

　レナなりにこれは、自分の問題であって友達のエミリー一人に背負わせるのは間違っていると、理解しているのだろう。

　しかしそうなれば、王都への旅費を稼ぐための手段は、いよいよ限られてくる。

　Ａランクの高難度クエストか、エミリーとパーティを組んでＤランクのクエストか……。

　だが今までＦランクでのんびりしてきたレナには、そのどちらもが高いハードル。

　レナが固く口を閉ざし、ひたすら葛かつ藤とうを繰り返していた時だ。

「…………それなら、こういうのはどうかしら」

　ふとデニスが、人差し指を宙でクルクルさせながら提案する。

「アタシ、武具スタイリストとして、『ガリスタ』の次の号からしばらく担当記事を持つことになったのよ。そのコーナーでレナ、あんたを取り上げてあげる」

「へ？　うっそ、マジで？　『ガリスタ』の!?　てことは……読どくモっ!?　ヤバい！」

　一気にレナは目を輝かせる。『ガリスタ』というのは、先ほどレナが購入した武具ファッション誌だ。真っ先に買ったということは、レナの愛読書なのだろう。

「掲載は二月号あたりからになるでしょうけど、聖剣を中心にしたコーディネート術とかは、おもしろい記事になるかもしれないわ。それにあんた、意外と素材はいいしね。承しよう諾だくしてくれるなら、王都への旅費ぐらい出版社の経費で落とせるはずよ……どうかしら？」

　渡りに船とはまさにこのことだ。レナだって、ファッション誌を愛読しオシャレに敏感な年頃。モデル経験はしてみたいだろう。

　そう、健けん太た郎ろうは単純に考えていた。

　だがレナは、先ほどまでの爛らん々らんとした目の光を、次第に弱くしていった。

「……でも、あたしが聖剣持って雑誌なんか載ったら……名前がバレちゃう」

　それ以上は口をつぐんだ。おそらく家の事情、家の名前を気にしているからだろう。

　いまだにそれが、レナにとってどんな楔くさびなのかはわからない。だが読どくモの誘いに踏み切れないほどなのだから、本名が世間に露呈することによほど抵抗があるのだろう。

　しかしデニスは、大して問題じゃないと言いたげに口を開いた。

「自惚うぬぼれんじゃないわよ。あんたみたいな田舎の芋娘、芸名使えばバレやしないわ」

　使う単語は少し辛しん辣らつ。だが、その奥には確かに、優しさが隠れている。

　そんな語調で、デニスは続けた。

「言ったでしょ？　素材はいいって。いざとなったらメイクだって落とせばいいじゃない。それがイヤなんだとしても、芸名使って、撮る角度や環境調えれば誤ご魔ま化かしは利くわ」

　先ほど見た雑誌の写真の画質は、健太郎のいた世界と比べて劣っていた。

　デニスの言うとおり、この世界の写真技術ならいくらでも誤魔化せるだろう。

「まあ引き受けてくれるなら、記事を書くにあたって聖剣の性能がどんな感じなのか調べたいから、かるーくクエストは請けてほしいのだけど。アタシもそれに同行するから」

「……げぇ。マジで？　やっぱ結局、クエストは請けんの？」

　たちまちレナは、苦虫を嚙み潰つぶしたような表情を浮かべた。

「あらやだ、すんごいおブスな顔。軽くよ、かるーく。安い採取系クエストで構わないから、エミリーとパーティ組んでＤランクを選んでもいいわ。それなら怖くないでしょ？」

「Ｄランクでも怖いものは怖いってば～……」

　泣き言を漏らすレナを、デニスはジトッとした流し目で見やった。

「あんたねぇ……冒険者免許取ってから、どんだけ適当にクエスト請けてたのよ」

「う、うるさーい！　あたしは低いランクで、のんびりしてればそれでよかったの！」

　声を大にしてレナは反論する。だがそれで状況が変わるはずもなく。

　いまだに渋っている様子のレナに、健太郎は言った。

「俺おれからも頼む、レナ。読モの依頼、引き受けてくれないか？」

　懇願する健太郎を、レナはジッと見下ろした。健太郎も視線を合わせる。

「レナが聖剣使いでなくなるための、数少ない手がかりになるかもなんだ……頼むっ！」

　その瞳は最初、押しつぶされそうな不安から、助けを求めているかのようだった。弱々しい光を宿し、戸惑ったように揺れていた。

　だが次第に、今までのギャルっぽい気丈な雰囲気を取り戻していき。

　やがて健太郎を握る手に、強い力がこもる。

「──わかった。あたし、読モやる」

　デニスをまっすぐ見据え、レナは続けた。

「ただし、エミリーも一緒がいい。あたしとエミリーがパーティ組むんなら、読どくモは無理でも一緒に王都へは連れてって欲しい。それが条件。いいでしょ？」

「…………決まり、ね。それじゃあ、スケジュール合わせましょうか」

　デニスはふふっと笑った。聖剣使いの記事を独占。これはデニスにとっても旨うま味みのある話だろう。結果的にデニス自身のために利用されたような気はするが、それでもチャンスが巡ってきたのだから、健けん太た郎ろうとしては結果オーライだと思えた。

　レナ、デニス、エミリーの三人の都合がつく日で予定を合わせる。

　するとデニスは、スッと手を差し出した。

「それじゃあ、改めてよろしくね。《聖剣使い》のレナ」

「そう呼ばれるの、なんかちょーイヤなんだけど……ま、いっか」

　デニスの手を、レナは悪あく態たいをつきながらも、しっかり握る。

　なんとか話は前進したようで、健太郎は胸をなで下ろしながらその様子を眺め──、

「あらやだ。あんた、女の子のくせに意外と指太いわね」

「ちょっ！　気にしてること、わざわざ言わないでよマジで!!」

　本当にこのパーティは大丈夫なのだろうかと、不安で一杯になってしまった。

















　どこもかしこも寝静まった深夜。ランプの微かすかな灯ひが揺らめき、暗いレナの自室に影が躍る。そんな中、ペラリと紙のめくれる音が響いた。

（えっと、『先取る、冬の、胸……守る、着ることを、一週間』……じゃない、『冬先取りの最新胸当て』……『一週間着回しテク』か）

　健けん太た郎ろうは、前日にレナが購入した『ガリスタ』を読みながら、この世界の文字を勉強していた。レナが音読した物を日本語で書き取り、照らし合わせて習得していく地道な作業だ。

　だがおかげで、簡単な単語や文字は覚え始めていた。今は少しでも早くこの世界の文化に順応するため、地道でもこの作業を続けなければ。

　幸い剣の姿は眠くならず、睡眠を取る必要がないようなので、時間は余っているぐらいだ。長い夜をフルに活用できるのは好都合だった。

　読書を続けていると、不意に窓の外が明るくなった。朝にはまだ早いはずで、健太郎は不思議がって視線を向ける。曇り空が晴れ、煌こう々こうとした二つの月が顔を出していた。

　月明かりによって、健太郎の今の姿がより鮮明に映える。ずっと抜き身だった健太郎は、マイラの店でレナの選んだ鞘さやに納められていた。鞘に納まる感覚は、ほんの少し肌寒い夜に潜り込む布団のような心地よさに似ていた。あるいは安心感だろうか。

（とはいえその鞘が、キラキラにデコられたピンク地ってのは、さすがに……）

　この世界の武具にはこうした『可愛かわいさ』が特徴の物も少なくないのは、マイラの店の品しな揃ぞろえからもよくわかっていた。だがいざ自分がそれらを装着するというのは複雑な気分だ。

　もっとも文句を言える立場ではなく、健太郎は大人しく納まっているしかないのだが。

「んん……ふぅ」

　ふと寝言のような声が聞こえ、健太郎はベッドを見やった。眠っているレナがもぞっと体を動かす。カーテンの隙間から差し込む月明かりが、ちょうどレナの顔に当たっていた。

　その寝姿に、健太郎は思わずドキッとなる。

　昼間はギャルなケバい化粧で、雰囲気や言動もキツい面のあるレナだが、無防備に眠っている姿は可愛らしい年頃の少女のそれだ。なまじ健太郎と同い年ということもあり、いやでも異性として意識してしまう。

　……と、レナは再び寝返りを打って、健太郎の方へ横向きになった。

「──っ!?」

　その様子を目まの当あたりにして、健太郎は再び胸を高鳴らせた。

　レナはネグリジェ姿にブランケットを掛けてるだけのため、寝返りを打ったことであちこちが大きく開はだけたのだ。裾すそがめくれて、白く柔らかそうな太ももが月明かりに晒さらされていた。ふにっと形を崩した胸も、淡い影を落とす谷間や、そのさらに奥、見えそうで見えないギリギリのラインまでが大胆に露出している。

（こ、こんな状態で集中できるかぁ！）

　姿形が剣とはいえ、精神は健全な男子高校生だ。いきなり見せつけられるエロスに平常心でいられるほど、人間が出来上がっているわけではない。ましてや身動きが取れないとなると自分でどうすることもできない。まさに生殺しだ。悶もん々もんとする。

（くっそ～……ギャルは無防備すぎるんだよぉぉ！）

　このままでは精神的に毒だと思い、健けん太た郎ろうは念力でカーテンをピシッと閉めた。

　ランプの小さな明かりのみとなり、レナの姿が影に沈む。

「すぅ、すぅ……う、ん」

（妙な声を出すなああぁぁ!!）

　暗くて何も見えない分、かき立てられる思春期男子の妄想力。

　微かすかな吐息と衣きぬ擦ずれの音が、健太郎の心を休みなくくすぐり続ける。





　　　　　　　◇






「あー、マジいい天気ーっ」












　翌朝、レナはカーテンを開けて快晴の光を浴びるや、清すが々すがしそうに体を伸ばした。

　伸ばしながら上体だけで振り返ったレナは、壁際に安置されている健けん太た郎ろうを見やる。

「こういう日はオシャレして、のーんびり買い物に出歩きたいよねー的な？」

「…………何が『的な？』だよ、知らんがな」

　だが健太郎のテンションは、気持ちいい陽気やレナの笑顔とは対照的に、まさに低血圧な人の寝起きのようだった。

「え？　な、なんでそんな機嫌悪いの……」

「悪くはないって。疲れてるだけだ」

　一晩中、レナのギリギリセクシーな寝姿や、なまめかしい寝息を聞かされていたのだ。

　眠る必要がなく肉体的疲労がないとはいえ、精神的疲労は別問題だった。

「いやいや、まだ一日始まったばっかじゃん。もう疲れてどうすんの」

「……よりにもよってギャルにそこ突っ込まれた～……っ」

　登校するや「マジだるいわ～」などと言って朝から机に突っ伏して居眠りするのが、生きていた頃の健太郎がよく知るギャルの姿だった。それを目撃する度に「朝から何をしてたらそんなダルくなるんだ」と胸きよう中ちゆうで突っ込んでいたのだが……まさに立場逆転。

　健太郎にはそれがちょっとだけ納得できず、悔しかった。

　ともあれ、今日がデニスの取材当日である。

　デニスとの約束の時間は午前十一時。諸もろ々もろ準備をすませたレナは家を飛び出し、集合場所であるギルド前を目指して走っていた。すでに三十分も遅刻していたのだ。

　ようやくギルドに到着した頃には、治ち癒ゆ士しのローブに身を包んでオロオロしているエミリーと、仁王立ちでご立腹のデニスが待っていた。

「ちょっとぉ!?　いくらなんでも遅すぎぃ！　何してたのよ、もう！　時間かけて顔を塗りたくったって大して変わんないんだから、がんばりすぎよ！」

「ひっどぉ！　本人を前にそういうこと言うかなふつー。マジ最低！」

「いや、お前も武具店で店員さんを前に散々文句言ってたからな？」

　自分のことは平気で棚に上げるレナに、健太郎は冷静に突っ込む。

「しかもなぁに？　そのおブスコーデ。その篭こ手てのスキル、《打撃強化》でしょ？　剣士のくせに殴って戦うわけ？　その胸当ても弓術士が装備するタイプのアイテムじゃない」

「し、知ってるもん！　可愛かわいいから選んでるだけだし！　あたしは見た目優先なの！」

　デニスの武具ファッションチェックに、レナは目くじらを立てた。

「あんたねぇ……そんなんじゃ、いつか絶対怪け我がするわよ？」

　心底呆あきれたようにデニスがため息をつき、レナの足下へ視線を流すと、

「……あら？　その靴、どうしたの？」

　そう言って、レナの履はいている靴を指さす。

　先日履はいていたヒールブーツではなく、今日は汚れ一つない新品の靴だ。ゆったりとしたシルエットにちょこんとあしらわれたリボンが可愛かわいい、フラットな靴底のブーツだった。

「にひひっ！　こないだ、新しく売ってるの見つけて一ひと目め惚ぼれしたんだー。【ヴォラール】っていう靴らしいんだけど、めちゃ可愛い上にすっごい履き心地いいの！」

　レナは見せつけるようにクルリとステップを踏んだ。薄いピンク地にキリッとした黒いラインが走った色使いは、ギャルなレナの雰囲気によく似合っていた。

　もっとも、ヒールブーツもそうだったが、およそ剣士らしくない格好ではある。

「これ、絶対これから流は行やりそうだなーって思って、つい買っちゃった。にひひっ♪」

　それでもレナは、自分のコーデに自信があるのか、鼻高々にポーズまで決める。

「……あんたは本当に武具ファッションのセンスないわねぇ」

　しかし返ってきたのは、デニスの辛しん辣らつな評価だった。

「ヴォラールは【盗賊シーフ】が好んで履いていたブーツの改良版だから、確かに《地形適応力》スキルは高いわ。突然の《地形変化》への適応は抜群。けど《未舗装耐性》と《舗装耐性》は装備者個人の能力ステータスに依存する。そんな上級装備、あんたに履きこなせるの？」

　レナはさっきまでの調子の良さをグッと飲み込む。何かを反論したいのはすごく伝わってくるが、デニスの言うことが的を射すぎてて言い返せないのだろう。

「急な地形の変化には対応できるけど、足周りの強化には繫つながらないってことですか？」

「ケンちゃんの言うとおりよ。Ｄランクのクエストが不安なら、余計なスキルの付与じゃなくって基本的な足周りの強化を目的に武具を選べばいいのに、この子ったら──」

「う、うるさいうるさいうるさーい！　ほら、さっさと行くよ、もう！」

　レナはプンプンと怒りながらデニスを遮さえぎると、ギルドの入り口を堂々とくぐる。

　その背後から、デニスの本日二度目のため息が聞こえてきた。

　クエスト受注の窓口へ向かい、さっそく請けられるクエスト一覧を提示してもらったレナ達。だが、紹介されたクエストのランクが軒並み高いことに、レナは青ざめる。

　デニスが横から覗のぞき込むように依頼書を眺めた。

「この中で一番危険が少ないのは、Ｄランクの《『ヘルデラン地下宮殿』にて鉱石回収》ぐらいなものよね。他は魔物の討とう伐ばつクエストばかりになっちゃうし」

「ねえ、お姉さーん。もっと他にないの？　楽なやつ……」

　レナは駄だ々だをこねる子供のように訊たずねた。だが受付嬢は申し訳なさそうに首を振るだけで、レナはカウンターに突っ伏して「ぐえぇ……」と漏らした。

　しかし文句を言っても難度は下がらない。レナは渋々、ヘルデラン地下宮殿でのＤランククエストを受注することにして、手続きを始める。

　だがレナの様子を見て、さすがに不安を感じたのだろう。デニスがエミリーへ訊ねた。

「エミリーは治ち癒ゆ士しなんでしょ？　《バリア》とかの支援魔法は使えないのかしら？」

　なるほど、その手があったか、と健けん太た郎ろうも気付く。

　回復役やヒーラーと呼ばれる役回りは、往々にして前衛を支援する魔法も使えるもの。

　思いっきりゲームなどに依存した考え方ではあるが、この世界ならそういった魔法が存在し、使える者がいたって不思議ではない。

「一応使えるんだけど……うちの《バリア》って、えっとぉ……範囲指定？　座標固定？　とかいうタイプの、ちょーっと使い難にくい魔法なんだよねぇ」

　つまり、狙った場所に展開させたら動かすことができないバリア、ということだろうか。

　確かにそれだと、動き回る前衛をサポートする上では機動力に欠けてしまう。

　一口に《バリア》と言っても、色々種類があるらしい。

「となると、魔導師や弓術士みたいな後衛とパーティ組んだ方がいいかもしれないわね。前衛を厚くするのもありだけど、連係が取れるかどうかも考えないといけないし」

「パーティを組んでくれる後衛を募集すればいいのか。ならさっそく掲示板に──」

「ちょっ、勝手に話進めないでよ、ケンタロ」

　ガバッと身を起こしたレナが、慌てて健太郎を止める。

「パーティメンバーの募集広告出すのも手数料かかるし、雇うのだって八千レイズ以上かかるんだってば。そんなお金、あたし持ってないし……」

「クエストの報酬山分けで手を打ってもらえば、なんとかなるんじゃないのか？」

「ええぇ……なんかちょっと、もったいないってゆーか……」

「……お前なぁ」

　おちょぼ口を作って拗すねるレナに、健太郎は呆あきれて息を吐いてしまった。

　と、その時だ。レナがハッと気がついたように目を見開く。

「それか、あたしが魔法使えるようになればいいじゃん！　にひひっ。あたしってば、あったまいい♪　そしたらバーンって撃ってドーンって当たってズパーンって倒せるし！」

「擬音語ばっかで適当すぎるよ！」

　あまりにも具体性のない話に、健太郎は不安ばかりが募つのる。

「だいたい魔法って、そんな簡単に使えるようになるのか？」

「大丈夫だいじょーぶ！　冒険者ならいつでも魔法は買えるしね～♪」

　魔法を……買う？　どういうことだろうか？

　だが健太郎が疑問に思っている間に、レナはギルドの出入り口に向かって歩き出していた。行き当たりばったりなレナに、健太郎の不安が余計に膨らんだのは言うまでもない。





　　　　　　　◇






　レナ達が向かったのは、魔法を売っている『魔石屋』という店だった。商店街の一角にその店はあり、魔導師がかぶりそうなとんがり帽子をモチーフにした屋根が特徴的だった。

　店の中には、健けん太た郎ろうのいた世界でいう小さなジュエリーショップのように、ショーケースがずらっと並んでいた。といっても高級感に溢あふれているわけではなく、商品の前には色鮮やかなポップが飾られていたりと、庶民的で親しみが持てる内装だ。

　店内には二人の店員と、一人の買い物客がいるだけだった。

「へー……ここが魔法を売ってる店か。ていうか、魔法って本当に買う物だったんだな」

　健太郎はグルリと店内を見回した。

「そうよぉ。といっても魔石として売り出されるようになったのは、ここ三十年ぐらいの話なんだけどね。手軽かつ安全に魔法が使えるようにならないかって研究と開発が進んで、魔石から直接魔法を発動させる技術が生まれたってわけ」

　なるほどなぁ、と感心しながら、健太郎はケースの中を眺める。世の中がより便利になるように、という願いの結晶と結果が、こうして並んでいる色とりどりの魔石らしい。

「それじゃあ、誰でも魔石を買えば魔法が使えるってことですか？」

「ノンノン♪　冒険者じゃないと、魔法は買うのも持っているのも違法よ」

　デニスは得意になって続けた。

「それに魔法個々の『熟練度』が低い内は、威力も弱いの。熟練度の上がり方にも個人差があるから、魔法が得意な人、不得意な人っていうのは、どうしたって出てきちゃうわ」

「得意不得意がある……ねぇ」

　それを聞き、ショーケースを物色しているレナを見上げる。ノリと勢いで魔法を買いに来たはいいが、レナにうまく扱えるのだろうか……。健太郎は心配になる。

　当のレナはエミリーと一緒に、ショーケースを覗のぞき込みながらキャッキャと楽しそうだ。

「見てこの石の形ー！　星だよ、星の形！　めちゃ可愛かわいいー♪」

「こっちは色が可愛いよぉ！　ほらほら、オレンジ色ぉ。レナにぴったりぃ」

「え？　マジマジ？　にひひっ♪　ヤバーい、目移りしちゃうなー」

　すっかりショッピング気分だ。少しは黙々と吟ぎん味みしている先客を見習えばいいのに……と目を向けた健太郎。客の横顔がチラリと視界に入る。

　先客は魔導師の女の子だった。それも、ちょっと幼く十四歳ぐらいの年格好だ。魔導師の正装だという赤いフード付きのローブを纏まとい、ショーケースの内部と睨にらめっこしていた。ショートカットの黒髪がなんだか垢あか抜ぬけていない印象を与える、真面目まじめそうな少女だった。

　少女はジーッとケースの中を見つめていた……かと思うと、サイフかと思われる麻袋の中を確認し、あからさまなため息をつく。だが再びケースの中をジッと睨み始め……ていると、店員に声をかけられてビクンと肩を震わし、慌て始める。

　なんだか仕草の一つ一つが小動物のようで、自然と視線が向いてしまう。

（でも、どうしたんだろ……悩んでるのかな？）

　店頭に並んでいる魔石の量はかなり多い。魔法の効果や色々な見た目の物がこれだけ揃そろっていれば、迷うのも無理はないだろう。

　現に、ノリと勢いが持ち味のレナだって、まだ決めあぐねているぐらいだ。

「どうだ、レナ。なに買うか決まったか？」

「んー……まだかなぁ。ちょっと、あっちのケースも見てみたい」

　そうレナが視線で示したのは、件くだんの魔導師が眺めているショーケースの方だった。

　レナがスタスタと移動し、魔導師の後ろを通り過ぎようとした──その時。

「──あうっ」

「──きゃっ」

　急にケースを離れようとした少女とレナが、ドンッと接触してしまう。

　少女が慌てた様子で頭を下げる。

「ご、ごめんなさい……私、よそ見してて」

「え？　ああ、いいよいいよー。あたしこそごめんね。声かければよかったね」

　変に事を荒立てないためだろうか、レナはそれだけですませると、さっそくケースを覗のぞき込んだ。たちまち目を輝かせる。

「あーっ！　ねぇねぇ、これとかよくない!?　なんか、ハートとか星の形も可愛かわいいけど、こういう葉っぱの形も、逆にワンポイント的にありだよねー」

「しかも緑色かぁ……いつものレナっぽくないのが、逆にいいかもぉ♪」

「逆に、逆にって、お前らなぁ……。そんな理由で選んで大丈夫なのかよ」

「よゆーよゆー♪　値段も四千レイズでしょ？　お手頃じゃーん」

　レナはもう買う気満々のようだ。こうなると、健けん太た郎ろうが何を言ったところで水を差したように思われ、ヘソを曲げるのは目に見えている。健太郎はもう見守ることに徹した。

　だが、レナが大きな声で店員を呼んだ直後だ。

「──ちょ、ちょっと待ってください！」

　突然、横合いから女の子の声が飛んでくる。

　レナやエミリー、そばで黙って見守っていただけのデニスも、声のした方へ振り向く。

「そ、その魔法……私が買う予定だったんですけど」

　そう言ってレナを止めたのは、先ほどぶつかった魔導師の女の子だった。

「え？　あ……そうだったんだ。ごめんごめん、そうとは知らなくってさー」

　レナは言いながらショーケースの前からずれる。

　少女はぺこりと会え釈しやくして緑の魔石を見つめ始めた。

　すると、レナの呼んだ店員がケースの前にやって来て、声をかける。

「ご注文はお決まりですか？　魔導師のお客様」

「──え？　わ、私……？」

　店員はレナではなく、魔石を見つめている少女の方に呼ばれたと勘違いしたらしい。

「そちらの風魔法《ウィンド・スラッシャー》は、風魔法の中でも基礎的、それでいて汎はん用よう性せいも高い、長く使えるお得な一品となっております。とてもおすすめの魔法ですよ」

　店員はにこりと笑いかける。だが少女は「あの、その……」としどろもどろになるばかりで、いつまで経っても購入に踏み切らない。

　すると、眺めていたレナがやんわりと訊たずねる。

「ねぇ、あのさ……もし今買わないんだったら、あたしが先に買ってもいい？」

「い、いえ！　私が先に見てて、買うつもりでいたので……」

「お買い上げですか？　ありがとうございます！　お会計、四千レイズでございます」

「ひえっ!?　あの、その……うう……」

　また魔導師の少女は萎い縮しゆくしてしまった。

　ふと、健けん太た郎ろうの視界がカタカタと揺れ始めた。なぜだろうと思って目を向けると、レナがニコリと笑ったまま貧乏揺すりをしていたのだ。間違いなくイラついている。

「ねぇ、早くしてくんない？　あとがつかえてるんですけど。てゆーか店員さん、在庫はあるんでしょ？　なら、先にあたしが買いたいんだけど……」

「申し訳ありません、お客様。こちら現品限りで、次の入荷は未定となっておりまして」

「ええー。じゃあ、なに悩んでんだしー。買うの？　買わないの？　どっち？」

　レナに急せかされ、少女は慌ててサイフの中を覗のぞき込んだ。

　その仕草を見て、なるほどと健太郎は理解した。

　少女は《ウィンド・スラッシャー》を買いたくても、所持金が足りなくて買えないのだ。しかも現品限りということも知っている。お金を下ろすためにこの場を離れれば、他の客に買われてしまうかもしれない。それを恐れて身動きが取れないのだ。

　すると、それを店員も察したらしい。魔導師の少女の顔を覗き込んだ。

「もしよろしければ、こちらの商品、お取り置きいたしましょうか？」

「え……？　い、いいんですか!?」

　たちまち少女の顔色がパァッと明るくなった……のだが、

「はい。本日中でしたらお取り置き可能です。閉店までに代金をご用意いただければ」

「あ……うう。きょ、今日中に用意するのは……。お財布の中にしか、お金無くって」

　少女はガックリと項垂うなだれた。店員も苦笑を浮かべるしかなかった。

　どうやら財布の中身が、彼女の全財産だったらしい。事情を察すると、ちょっとかわいそうに思えてしまった健太郎。

　だがレナは、関係ないと言わんばかりにお金を取り出した。

「それなら、ごめんね。早い者勝ちってことで。すみません、あたしが先に買います」

「──え……あぅ」

　何か言いたげに頭をもたげた少女。だが店側も慈善事業ではない。購入する意思とお金を持っている客を優先するのは、しかたがないのかもしれない。

　店員はお金を受け取ると、白い手袋をはめて若葉色の魔石を取り出す。

　宝石箱のような専用のケースに入れると、レナへ丁重に手渡した。

「……ずっと私が目をつけてたのに」

　少女は目尻に涙すら浮かべて、レナに抗議した。

「って言ったってさー。なら買えばいいじゃん。いつまで経っても買わないんだもん」

「だ、だって、お金足りなくって……使ったら、しばらくご飯も食べられなくなるし」

　どうやら想像以上に金欠だったようだ。この世界の若い冒険者は金欠が多いのだろうか。

「それ、別にあたし悪くないじゃん。お金はけーかく的に使わないとさー」

「お前が言うな」「あんたが言わないの」

　健けん太た郎ろうとデニスの言葉が重なる。思っていることは同じだったらしい。

「で、でも……大体あなた、剣士ですよね？　ならやっぱり魔法は、私達魔導師が優先して使った方が、効率も良いですし……」

「なにその《職業ジヨブ》差別。関係なくない？　魔法を使う剣士だって、今時ふつーじゃん」

　ツンと言い切るレナ。すると、傍観していたエミリーが口を開く。

「そしたら、うち、いいこと思いついたんだけどぉ」

「ちょっとあんた……まさか『デートおじさん』の話、この子に振る気？」

「ち、違いますぅ！　うち、そんな軽い女じゃありませーん！」

　デニスの若干引き気味な発言に、ぷんすかと怒り出すエミリー。

　一方、聞いているだけの魔導師の少女はキョトンとしていた。

「うちらって、パーティ組んでくれる魔導師も探してたでしょぉ？　だからこの子にパーティ組んでもらって、報酬とは別に、さっきの魔石を二千レイズぐらいで安く売るのぉ」

「ええぇ……それ、あたし損してない？」

「いや、そんなことはないと思うぞ」

「ひぃ!?　け、剣が……喋しやべった？」

　健太郎が間に入る。案あんの定じよう喋る剣を目にして魔導師の少女は驚き、小さな悲鳴を上げた。

「レナが魔法を使えるようになるのも作戦の一つだけど、熟練度が低いなら、即戦力になり得るこの子を雇える方がクエストその物は攻略しやすい。そうすりゃ報酬だって手に入るんだから、再入荷した時に《ウィンド・スラッシャー》の魔石を買えばいいだろ？」

　健太郎が説得すると、レナは少し考え込んでから魔導師の少女へ向けて口を開いた。

「んー……あんたはそれでいい系？」

「──ふえっ!?　あ、その……はいっ！　それでいい……いえ、それがいいです！」

　少女は言い直しながらパッと目を輝かせた。レナにはそれが決定打になったようだ。

「まぁ、確かにちょうどいっかー。あたしも、ちょっと意地になってたっぽいしねー」

　ばつが悪そうにポリポリと頰ほおをかき、レナは続けた。

「パーティ、組もっか……あんた、名前は？」

「あ、えっと……リコです！　リコ・ワインバーグ」

　リコは腰に下げていたポーチから、冒険者免許証を取り出すと見せつけるように掲げた。

「【大魔導師】を目指して日々奮闘中の、駆け出しの魔導師なんです！」

　リコは言い切れたことに満足したように、勝ち誇った笑みを浮かべた。

　端から見ていた健けん太た郎ろうでも、かなりの熱量と真面目まじめさを感じた宣言だ。

　だが、それを真正面から向けられた、ユルーいギャルのレナはと言うと、

「へ…………へぇ」

　案あんの定じよう、鬱うつ陶とうしそうに口の端を引きつらせていた。

















　レナ達以外にまったくひと気を感じない、薄暗い石造りのヘルデラン地下宮殿。ろうそくの灯ともしびが揺れる廊下を下へ下へと進んでいく道中、リコは健けん太た郎ろうをマジマジと眺めていた。

「ケンタローさんって、元々は人間の男性だったんですか？　すごい、興味深いです！」

　ここまでの間に、レナ達の自己紹介や健太郎のことは、すべてリコに話している。

　リコは最初こそ驚いていたものの、話を聞き続けるうちに、まるでおとぎ話を聞かされている子供のような反応を見せるようになった。

「あたしは別に、聖剣使いになりたくてなったわけじゃないんだけどー。ケンタロに騙だまされて抜いたらこうなっちゃって、マジ迷惑だよねー的な？」

「人聞きの悪いこと言うなよ。俺おれは別に騙しちゃいないっての」

「それに誇らしいことじゃないですか、聖剣使いだなんて。ＳＳダブルエスランクですよ？　いいなぁ……誰もが憧れる高みへの到達。私ももっと、大魔導師を目指してがんばらないと！」

　グッと拳こぶしを握るリコは、まさに夢を追いかける純粋な少女の姿そのものだった。

「大魔導師って言ったら、Ｓランク以上の魔導師だけが名乗れる【上級職】じゃない。すごぉく困難な道だって聞くけど……ふふっ、夢や目標が高いのは素敵なことだわ」

「ありがとうございます、デニスさん！」

「だ・け・ど、それにしてはちょーっとコーデがおブスかもしれないわねぇ」

「あう……が、がんばります」

　パッと笑顔を咲かせたかと思えば、急降下でシュンとなるリコ。先ほどの店での言動もそうだったが、感情がコロコロと変化し、表に出やすい子のようだ。話していると、こちらまで明るくさせられる。ちなみに、レナやエミリーの一つ年下だそうだ。

「で、でも私、大魔導師になるための鍛たん錬れんを、一日も欠かしたことがないんです！」

「すごぉい……どんなことしてるのぉ？」

「まず腕立て伏せ三回、腹筋三回、スクワット三回を三セットに……」

「そもそもが少なすぎじゃないか、その筋トレメニュー」

「てゆーか、魔導師に筋トレ必要なくない？」

　健太郎とレナが同時に突っ込むも、リコは止まらない。

「そのあとは、素早く呪文を詠えい唱しようするための発声練習に、呪文の暗記です！　そして実際にクエストを請けて、魔法の練習をして、クエストもクリアして報酬をもらって……」

　指を折りながら数えて話すリコ。だがふと、健太郎は不思議に思った。

「それ、毎日やってるんだろ？　なら報酬もらえるんだし、金欠にならないんじゃ……」

　たちまちリコは「うぐっ」と俯うつむき、指先をちょんちょんと弄いじりだした。

「く、クエストはほとんど、私一人で請けているので……出てくる魔物が弱いＦランクのクエストばかりで……し、しかもお金が貯たまると、真っ先に魔法を買っちゃうので……」

「金欠の理由はそれだったのか……」

「で、でも大魔導師たる者、いろんな属性の魔法をたくさん、バランスよく使えるようになるのが絶対条件ですので！　今のうちからがんばらないとって思って！」

「だからって生活がままならなかったら、元も子もないだろ？」

「大丈夫ですよ！　人間、二日ぐらいご飯抜いたって生きていけますし──」

　とリコが勇んだ時、「きゅぅぅ……」と腹の虫が可愛かわいらしく鳴いた。

「……やっぱりまずは、飯をちゃんと食うためにがんばった方がいいんじゃないか？」

「あう……はい……」

　健けん太た郎ろうに言われ、リコはお腹なかを押さえながら顔を真っ赤にした。

「でもでも、うちは偉いなって思うなぁ。だって、うちはそんなに続かないもぉん。ダイエットだって一週間で音ねを上げちゃうしぃ……」

「え!?　エミリーさん、ダイエットする必要あるんですか!?」

　リコが驚いた様子でエミリーを見やる。上から下まで、マジマジと。

　そして自分の、上から下までストンと落ちる胸と腰とを見比べた。ペタペタと触るが、ない物はないと気づき、諦めてリコは項垂うなだれる。

「でも、あたしはアレだなー……。他人が何を目指してどれだけがんばろうと、好きにすればいいって思うけどさ。あたし自身は適当にのーんびりしていたいなぁ」

　レナはスタスタと歩きながら、どこか気け怠だるげに言った。

　リコが、まるで理解できないとでも言いたげに首をかしげる。

「レナさん、聖剣使いとしてがんばるつもり、ないんですか？」

「ないない、あるわけないじゃん。あたしがこうして無理してんのって、ケンタロを人間に戻して、あたしが聖剣手放して、聖剣使いじゃなくなるためだしねー」

「だとしても、手放すためにもう少しやる気出してくれてもいいんじゃないか？」

　ヘラヘラと笑うレナに健太郎は突っ込む。だがそれがレナの行動理念だ。善よし悪あしじゃない。健太郎だってそれはわかっているから、手放したがることを強く責めたりはしない。

　──だが。

「でもそれって、聖剣使いになりたくてもなれない人に対して失礼じゃありませんか？」

　リコは、言った。正論という武器を、構えてしまった。

　降りる沈黙。足音だけがカツカツと、薄暗い石畳の通路に響く。

　おそらくレナのことをよく知るエミリーも、この中では群を抜いて大人なデニスも、レナが黙っている理由には感づいているだろう。

　健太郎も、レナについてはまだ知らないことも多いので予測しかできないが、リコの言葉が原因で黙ったことぐらいは理解できている。

　ただリコだけは沈黙を不思議がって、エミリーやデニスの顔を窺うかがっていた。

「…………んで、いつもいつも…………たしばっか」

　不意に、レナの小さな小さな呟つぶやきが、頭上からこぼれ落ちた。

（……レナ？）

　声をかけようと、健けん太た郎ろうが口を開きかけた時。

「……早く奥に行こっ！　素材も回収しなきゃだし、デニスの取材だってあるしね！」

　レナは大きく大きく深呼吸し、さっきまでの沈黙が噓うそのように明るい声で言った。

「そうね。日が暮れる前にはアリーチェの町に帰りたいもの。ちょっと急ぎましょ」

　デニスもレナに乗っかる形で、パーティに先を催促する。エミリーはどこかホッとしたような表情を浮かべた。健太郎も同じ気持ちだ。

　だがリコだけはずっと不思議がったままで、自然と口数を減らしていった。

　そうして、少しばかり気まずい沈黙を引きずりながら、宮殿の奥へと進む一行。

　──その時だ。

　突如、石畳の一部がぼこっと盛り上がった。気付いた健太郎が声を上げる。

「レナ、下がれ！」

「──ひっ!?」

　飛とび退のくレナ。次の瞬間、盛り上がった石畳を突き破って、大きな土の手が生えてくる。

　それはまるでプールサイドへ登るかのように床へ手をつくと、同じく土でできた巨きよ軀くを引きずり出した。その体長は、立ち上がると三メートルを超えるほどに巨大だった。

「《ゴーレム》のご登場……でも、慌てる必要はないわ、レナ」

　そんな土つち塊くれの巨人を前に、しかしデニスは余裕の笑みを浮かべた。

「体はデカいけどノロマなの。隙をついて急所を狙うのなんか、そう難しくは──」

　と、デニスが喋しやべっている間に、《ゴーレム》は腕を振り上げる。そして、まるで安眠を妨害された怒りをぶつけるかのように、廊下の壁を殴りつけた。壁が脆もろかったのか、ゴーレムの腕力が強大だったのか……石造りの壁は軽々と抉えぐられてしまった。

　その圧倒的破壊力を前に、その場の誰もが息を吞のみ──、

「こ、こ、こんなのとどうやって戦えばいいのマジでー！」

　レナは叫び、慌てて健太郎を抜く。だが切っ先がカタカタと震え、腰も引けていた。

「落ち着け。切れ味の鋭い聖剣さえあれば、レナでも充分勝てるって」

「んなこと言ったって無理なものは無理だしーっ！　あたしもう帰るーっ！」

　レナの泣き言が廊下に響く。思っていた以上にレナはヘッポコな剣士だったらしい。

　その時、レナの横を何かがゴウッと通り過ぎた。「あっつ！」とレナが叫んだのも束つかの間ま、サッカーボールサイズの火の玉がゴーレムの頭部に直撃。砕けて火の粉が散った。

「レナさん、私が魔法で援護します。その隙にゴーレムの後ろを取ってください！　首の裏の紋もん様ようを断ち切れば倒せます！」

　リコは魔導師が愛用する杖つえを構え、すぐさま次の呪文を唱える。

　次第に杖の先に火の玉が形成されていき──、

「弾はじけろ、《ファイア・ボール》！」

　火炎の塊が杖の先から射出され、再びレナの真横を通り過ぎ、ゴーレムに直撃する。

　ゴーレムはリコへ顔を向けた。彼女を標的として認識し、定めたようだ。

「チャンスだレナ！　今のうちに後ろへ回り込め！」

「え、ええ!?　マジで戦うの!?　あたしが!?」

「当たり前だろ！　じゃないと先に進めないんだから！」

「も、もーっ！　ほんと最悪なんだけどー！」

　などと文句を言いつつ、レナはそろりそろりと移動する。

「って遅いよ！　恐る恐るじゃダメだよ！　もっと素早く、シュタッと移動しろよ！」

「だ、だって怖いんだもん！　そこまで言うなら、け、怪け我がした時に責任とってよね！」

「どうやって取りゃいいんだ！」

　レナはへっぴり腰のまま、まるで転がるように慌ててゴーレムの背後を取った。

　がら空きの背後。その首筋には、小さい魔法陣のような物が浮かんでいた。

「あの紋様だ！　間合いを詰めて一気に振り下ろせ！」

「う、うりゃあああぁぁっ!!」

　レナは情けない叫びと共に剣を振り上げた……かに思えたが、

　──すぽっ。

「…………え？」

　レナの手からすっぽ抜けた健けん太た郎ろうは、ゴーレムの背中にトスッと突き刺さってしまった。

「お、おいレナっ！　何やってんだ！　誰が俺おれを投げ飛ばせって言った！」

「だ、だって、おっかないんだもん！」

「武器を手放す方がよほどおっかないわーっ！」

　叫んだところで状況は変わらない。健太郎はゴーレムの背中に突き刺さったままだ。

「ケンタローさん！　私に考えがあります！」

「本当か、リコ！　頼む！」

　リコが妙に頼もしく杖をかざし、詠えい唱しようを始めた。

　さっきの《ファイア・ボール》とは違う詠唱だ。

「火属性は効果が薄いようでしたから……こっちで攻めてみます!!」

　杖の先には水の塊が生成されていく。

　やがて水が人の頭ぐらいの大きさに膨れあがったところで、リコは息を吸い込んだ。

　そして魔法名を叫ぶ……直前、

　くぅぅぅ。

「《アキュア・キャッター》──はぅあ！」

　いきなり腹の虫が鳴ってしまい、リコは顔を赤くした。

「ま、魔法名……嚙みましたーっ！」

「土壇場で何やってんだーっ！」

「す、すみませーん……。お、お腹なかが空すいて、集中力が一瞬逃げ出しましたぁぁ」

「ちゃんと飯食わないからでしょうが！」

　健けん太た郎ろうは涙目のリコを叱しつ咤たするが、そうしている間にもゴーレムはゆっくりと動きだす。近くにいるレナを標的に定め、振り向こうとしていた。

　リコは今一度息を整え、呪文を唱えた。

「こ、今度こそ嚙みません……行きます！　《アクア・カッター》!!」

　杖つえの先から細い水流が放たれ、ゴーレムの足に直撃する。

　威力自体は高くない。ホースの先をすぼめて放出した水程度だ。

　だが土つち塊くれの人形相手には充分効果があったようだ。足を形成する土を泥状に溶かし、やがてボロッと崩れ、ゴーレムは音を立てて俯うつぶせに転倒した。

「よし、レナ！　今のうちに俺おれを拾え！」












「はぁ!?　ご、ゴーレムの背中に乗れってこと!?　無理無理、マジ無理！」

「そんなこと言ってる場合か！　急げ、起き上がっちまう！」

「ああ、もう！　わ、わかったってばぁ！」

　レナは「ひぃ」「ひゃぁ」などと口にしながらゴーレムの背に登り、健けん太た郎ろうを抜き取る。

「そのまま一気に、紋もん様ようを切り裂け！」

「て、てえええいっ！」

　言われるがままやけくそ気味に、レナは紋様へ剣を突き刺した。ザクッという、ただの土とは異なる感触が健太郎の全身を襲う。明らかに手応えが違った。

　紋様が破壊された途端、ゴーレムの巨体はボロボロと崩れていった。

　最終的には石畳の上に広がるただの土と化し──見事、撃退に成功した。

「か……勝ったっぽい？」

「ああ、そうだ。どうにかこうにか、って感じだけど。やったな！」

　肩で息をしながら、呆あつ気けにとられているレナ。

　状況を把握するのにしばらく時間を要したが、彼女はパァッと笑みを浮かべた。

「ま、まぁね！　あたしにかかれば、こ、このぐらいマジよゆーだしっ！　いぇーい♪」

　そしてギャルらしく、すぐ調子に乗りだした。ギャルピースまで決める始末だ。

「ゴーレムとか、もう楽勝で倒せるしぃ！　向かうところ敵なぁし！　にひひーっ！」

　喜びのあまり、踊り出したレナ。エミリーは拍手をし、デニスは呆あきれてため息を漏らす。

　だがそんな中、ぷるぷると震える者が一人……。

「あの、レナさん！　ちょっといいですか!?」

「へ？　な、なんだし。リコってば、急にそんな怖い顔して……」

　レナを睨にらみ付けているリコは、明らかに怒っている様子で言い放った。

「今の戦い方はどうかと思います。聖剣使い以前に、剣士としてらしくない戦い方です」

「いや、んなこと言っても……勝ったんだしさー、よくない？　結果オーライじゃん♪」

「よくありません！」

　ズイッとレナとの間合いを詰め、リコは続ける。

「レナさんは前衛なんです。後衛である私の魔法や、エミリーさんの補助や防御、回復魔法だけでは与えられない決定打を、敵に与えるためのパーティの要かなめなんです。それが、なんですか！　あんなみっともない戦い方！　ちゃんとしてください！」

　リコの言うことは間違っていない。確かに剣士として、レナはへっぽこすぎだった。

　だがレナには、最後の『ちゃんとしてください！』が効いたのかもしれない。

「あ、あたしだってちゃんとやってるし、あたしなりに。結果出したし良くない？　そりゃ途中は迷惑かけたかもしんないけど、そこまで言われる筋合いないし。てゆーかリコだって、さっきの火の魔法、髪燃えそうになったんだけど!?」

　レナとリコは思いっきり火花を散らし始めた。

　やはりこの二人は、とてつもなく相性が悪い。

　かたやテキトーでユルいギャル、かたや真面目まじめで模範的な優等生。犬猿の仲、水と油だ。

「私だって、火傷やけどとかしないよう配慮したかったですよ！　でもしょうがないじゃないですか！　ここ、狭いんですから！　自分のこと棚に上げて文句言わないでください！」

「はぁ？　マジ年下のくせにちょー生意気なんですけどっ！　てゆーか、そこまで言うなら、魔法名嚙むなし！　何、さっきの？　あれこそ魔導師としてどうなの!?」

「ま、まあまあ二人ともぉ。静かにしないと魔物が来ちゃうから──」

「「エミリー（さん）は黙ってて（ください）!!」」

「あうぅ……ま、またこのパターンだよぉ……」

　睨にらみ合う二人と、宥なだめるのに失敗して涙を浮かべるエミリー。

　だがエミリーの言うとおり、騒いでいては魔物をおびき寄せてしまう。

　とはいえこんな状態で、健けん太た郎ろうが間に入って宥められるのかどうか……。

　ヒートアップしていく二人をどう落ち着かせたものか思案していた、その時だ。

　コン、コンッ！

「痛っ！」「きゃう！」

「あんたら、ええ加減にせええぇぇいっ!!」

　レナとリコの頭を小突く音がしたかと思うと、突然野の太ぶとい叫びが轟とどろいた。健太郎が驚いて見上げると、般はん若にやのような表情を貼り付けたデニスが両手を手刀の形にして構えていた。

　レナもリコも、何がどうしてこうなったのか理解が追いついていないようで、頭を押さえながらキョトンと般若──もといデニスを見上げている。

「もうっ！　こんな所でケンカしててもしかたないでしょ？　今は素材回収のために奥へ進むことと、ケン君の性能を取材する。それだけに集中しましょ♪　さ、行くわよっ」

　さっきの怒り顔はどこへやら、デニスは「うふっ」と笑みを浮かべた。

　健太郎もデニスの変わり身の早さには呆あつ気けにとられてしまったが、おそらく小突かれた側はもっと驚き、そして恐怖したに違いない。

「「は……はい」」

　啀いがみ合っていたレナとリコは、それがまるで噓うそだったかのように、涙目で声を揃そろえた。





　　　　　　　◇






　さらに地下宮殿の奥へ進んだレナ達。

　その後は幸い、コウモリのような小さい魔物や俗に言うスライムなどのザコ魔物に二、三度遭遇するだけですんだ。どうにか撃退しつつ、レナ達は素材を回収し終えた。

　武具の精製に使う特殊な鉱石を、ギルドから渡された麻袋が一杯になるまで詰め込む。

「にひひっ、やっぱ素材集めは楽勝だったねー」

「よく言うよ。魔物と出くわす度に『怖いー、マジ無理ー』とか騒いでたくせに」

「んー、なんの話？　あたし、ぜーんぜん覚えてないなあ。さっ、みんな帰ろーっ」

　どうやらレナは、都合の悪いことはすぐ忘れられるらしい。羨ましい限りだ。

　こんな調子で今後、レナは冒険者として──聖剣使いとしてやっていけるのだろうか。

　余計なお節介とわかっていながら、健けん太た郎ろうはそんなことを思って提案した。

「とりあえずレナは、このクエスト終わったら、剣の稽けい古こした方がいいんじゃないか？」

「えー、なんでよ。別にしなくったって、なんとかなってるじゃん」

　レナは案あんの定じよう、即答で拒否する。

「今回はたまたまかもしれないだろ。今後、今日みたいに、どうしても高い難易度のクエスト請けなきゃならない時もできてくる。そうなった時、自分の身を守るのは自分だぞ」

「それはそうかもしれないけどさー……」

「実は俺おれも、人間だった頃は『剣道』って剣術を習ってたんだ」

「『ケンドー』？」

「ああ。それなら俺も、少しぐらい教えてあげられる。聖剣を手放すまでの自分自身を守る術すべだと思って、試しに習ってみたらどうだ？」

　レナは「うー……」と口を尖とがらせて渋る。

「ケンタローさんの言うとおりですよ。怪け我がしてからじゃ遅いんですよ？」

　そう、どこか刺とげ々とげしい語調で加わってきたのは、リコだ。

「仮にも聖剣使いなら、レナさんはもう少し鍛練を積んだ方が良いかと思います」

「むっかーっ！　リコには関係なくなーい!?」

　レナは顔を赤くして抗議するが、リコは『間違ったことは言ってない』と言わんばかりだ。すました態度を貫き、そのままスタスタと出口へ向かって歩き出した。

　その様子を眺めながら、健太郎はボソッと呟つぶやく。

「リコは真面目まじめだよなぁ……。レナ、嫌いなタイプだったりするのか？」

「いや、別に……嫌いじゃないってゆーか」

「そうなのか？　てっきり、自分のやり方や考えと合わないからイライラしてるのかと」

「絶対それ、ちょっと偏見入ってるっしょ。生意気で苦手だなーってだけだし……」

「そう、だったんだ……なんか、悪い」

　唇をツンとへの字にするレナを見上げながら、健太郎は自分の思い込みを反省する。

　レナの言うとおり、そういった短絡的な考え方自体、偏見だったかもしれない。

　健太郎が短く謝ると、レナはそっとため息をついた。

「……わかったよ。帰ったら少しぐらい、その『ケンドー』ってやつの稽古するよ。すればいいんでしょ？　てゆーかなんで、最近こんなに人生設計狂わされてばっかなの？」

「……レナ、この前から人生設計って連呼してるけど、なんなんだ、それ？」

「そのまんまの意味だし。自分も友達も危険な目に遭わないよう低いランクのクエストを、自由気ままにのんびりユルーくこなしていくのが、あたしの人生設計♪」

「なんだか中身の薄そうな……。それって人生設計って言うのか？」

「あたし的には言うの！　そんで稼いだお金で、買い物とかスイーツを楽しむ。そうやって毎日を楽しく過ごすことこそ、あたしなりの生き方だったのに…………あれ？」

　レナは流した視線の先に何かを見つけたらしく、短く声を上げた。

「ねぇねぇみんなー。なんか、ここに宝箱あんだけどー」

　出口を目指して少し先を歩いていたエミリー達が振り返る。レナの指さした場所には、一体の騎士甲かつ冑ちゆうに見守られた古い箱が置いてあった。いかにも『宝箱』といった箱だ。

　レナはさっそく箱を開けようと、屈かがんで手を付けた。

「ちょ、レナさん。いきなり無警戒に触るのは危ないですよ」

「大丈夫だってー。いざとなったら、エミリーがすぐ回復してくれるしね」

「はいはーい、かしこまりぃ♪」

「あー、もう！　適当過ぎですってば！」

　リコに怒られても気にせず、レナが宝箱を開けようとすると……。

「あれ？　んんーっ！　……ダメだ、これ鍵かかってるっぽい」

　レナは八つ当たりのように箱をボスボスと叩たたく。

「だとしたら、無理に開けようとしないで放っておきましょうよ……。もしトラップとか仕込まれてたら危ないですし」

「なーにー？　もしかしてリコってば、ビビッてんの？　かわいいなー」

　レナはリコをおちょくるように笑った。図星だったのか、リコはグッと押し黙る。

「よっし！　ケンタロ、手伝って！」

「……は？　俺おれが？　どうやって？」

　言うやいなや、レナは健けん太た郎ろうの了解もなしに、切っ先を宝箱の隙間に差し込んだ。梃てこの原理でこじ開けるつもりらしい。

「お、おい！　それやめ──怖い怖い！　曲がってるっての！」

「でもでも！　ちょっとだけ開いたっぽいよ!?　いけるいける、このままイッちゃえ！」

「本当にポキって逝いっちゃうってば、このままじゃ！」

　だがレナは心底楽しそうに、聖剣をへし折るぐらいのつもりで力を込めてくる。

　雑な力ちから業わざが功を奏したのか、宝箱はバキッと何かの折れる音と共に、大きく口を開く。

　──カチリ、と。

　何かのスイッチらしき音が鳴り響いた。

「……ありゃ？　なーんだ、中身空っぽじゃん」

　レナが気の抜けた声で呟つぶやいた瞬間。

　そばに佇たたずむ騎士甲かつ冑ちゆうから、不気味な眼光が走った。

「レナ！　上！　避よけろ！」

　健けん太た郎ろうが叫び、レナが首を振り上げる。「ヤバっ！」と口にしながら、レナは地面を這はいずって宝箱から離れる。

　瞬間、レナの元いた場所に剣が突き刺さった。

「ひぃっ!?　れ、レナぁ!!」

「ちょっと！　大丈夫なの!?」

「……っぶなー！　い、今のはマジやばかった……」

　なんとかレナは傷一つなく無事だった。立ち上がり、宝箱から距離を取って構える。

　どうやら、宝箱を開けると騎士甲冑が襲ってくるというトラップだったらしい。リコの予感は正しかったようだ。

「ちょ、ちょっと……これマジ？　《動く甲冑》って、もっとムズいクエストに出てくる魔物じゃなかったっけ!?　こんなん、聞いてないし！」

「ダンジョンの『トレンド』が変わってたのかもしれないわね。なんであれ……これはいい記事になりそうだわ！　レナ、もっとがんばってちょうだい！」

「って、なにのんびりメモ取ってんの！　今のあたしらじゃ絶対勝てないから、こんなの！　早く逃げるよっ！」

　レナがみんなに呼びかけ、駆け出そうとした時。

「ま、待ってください！　こ、こっちにも……います」

　リコが声を絞り出す。彼女の視線の先には、別の《動く甲冑》が待ち構えていた。

　レナ達は狭い通路内で、挟み撃ちにされていたのだ。

「ど、どうしよぉ……こ、これじゃ逃げられないよぉ」

　エミリーが恐怖のあまり身を縮ませる。

　この危機を脱するには──出口側を塞ふさぐ《動く甲冑》を倒すしかない。

「こうなったら、レナと俺おれでやるしかないぞ」

「ええぇ!?　いやいや、無理だって絶対！　こんな魔物相手に、あたし戦えないから！」

「けどレナが前衛に立たなかったら総崩れだ。剣士のレナがやるしかないって！」

「あ、あんたは剣だからよゆーかもしんないけど、あたしは違うんだってばぁ！」

　そんなやりとりをしている間も、《動く甲冑》はジリジリと間合いを詰めてくる。

　エミリーが慌てて《バリア》を張った。まるでシャボン玉の膜のように揺らいでいる透明な壁の内側から、リコが牽けん制せいとして魔法を放つ。

「……このままじゃエミリーもデニスさんもリコも、みんなが危険にさらされるんだぞ」

　健けん太た郎ろうの言葉に、レナはエミリー達を一いち瞥べつし、キュッと口を結んだ。

　微かすかに、レナの反応に揺らぎが見えた気がした。

「俺おれもできる限りサポートする。だから、レナが戦ってみんなを守るんだ」

　レナは手に持っている健太郎をジッと見つめる。

　きっと胸きよう中ちゆうでは、いろんな思いや映像が巡っていることだろう。自分が傷つき、命を落とすかもしれない恐怖。思いの外ほか、上手に立ち回れるかもしれない予感。友達に魔の手が降りかかる、悲劇の瞬間。

　ない交ぜになって、ものの数秒の間にグルグルと葛かつ藤とうを繰り返し──、

「…………すううぅぅぅ…………はあぁぁぁ」

　大きく大きく深呼吸して、レナは健太郎を強く握った。

「戦ってみて、もし大おお怪け我がでもしたら、マジでケンタロのこと呪ってやるから」

「ああ、好きなだけ呪え」

　レナのエンジンがかかる。《バリア》から抜け出して《動く甲かつ冑ちゆう》と対たい峙じした。

　もう一体の鎧よろいの動向に注意しつつ、魔法でできる限り足止めするようエミリーとリコに指示を出した健太郎は、改めて《動く甲冑》を見やる。

　ぎぎぎ……鎧を軋きしませ、敵が剣を振り上げた。

　微妙に縦の線からズレた構え──、

「──八はつ相そうか。左に避よけろ！　斜め上から来る！」

　ザン！　振り下ろされた太刀筋は、予測通りの袈け裟さ斬り。

　だが、レナを捉えるには至らず、空振りに終わった。

「腹がガラ空きだ──踏み込めッ！」

　レナは一歩前に進み、「ひぃっ！」と声を上げながら剣を横よこ薙なぎに振るった。

　ギチッ！　と金属音が響く。《動く甲冑》は自分の腕を盾代わりにして、レナの攻撃を受け止めていた。かなり浅いが、刃は鎧に食い込んでいる。

　レナの踏み込みにも力があり、これなら充分戦えるという確信が健太郎の中に芽生えた。

「一度間合いを取ろう、レナ。敵を弾はじいて下がれ」

　レナは相手を押し倒す勢いで剣を弾き、飛とび退のく。

《動く甲冑》もすぐ体勢を立て直そうと、鉄靴をカシャカシャと鳴らして踏ん張る。途中、崩れた石の欠片かけらを踏んでぐらついたようには見えたが、すぐに剣を構え直した。

　自分の腕を平気で盾代わりに使えるのは、体が傷つくことを恐れていない証あかしかもしれない。甲冑の中に、傷ついて困る肉体は存在しない可能性が高い。

　となると問題は、急所がどこなのかだ。それがわからないと攻めようがない。

「レナ。あの《動く甲冑》、どうすりゃ倒せるんだ？」

「ええと、ええっと……ううぅ、思い出せない。ねぇデニス！　どうすればいいの!?」

「あんた、そんぐらい覚えておきなさいよね！　兜かぶとよ！　兜の中に刻まれてる魔法陣を断ち切るの！　面倒なら兜ごと叩たたき割ってもいいわ！」

　つまり、急所は頭部。狙うべき場所がわかれば、自おのずと戦い方も見えてくる。

　だが健けん太た郎ろうが視線を敵に戻した時、《動く甲かつ冑ちゆう》は剣を少し高めに構えた。

　剣道で言うなら上段と中段の間ぐらいだろう。がら空きになっている胴を打たれても気にならないからこその、攻撃的な構え。

　そしてその分、面──頭が狙いにくくなる。どうやら相手も無知ではないらしい。

（怖がって身を引けば、その分相手の手中に入る……。今のレナで踏み込みきれるか？）

　上段の構えに対する戦い方のセオリーは、とにかく相手の懐へ踏み込むことだ。しかし、それがいかに怖いことなのかは、健太郎もよく知っている。

　だがこれは剣道の試合じゃない。セオリー通りに攻められるなら、手段を選ぶ必要はない。何でもいい、なにか使えるものがないか、健太郎は視線を巡らし──、

「……レナ、思いついたことがある。いいか──」

　健太郎が作戦を話すと、《動く甲冑》と間合いを保ちつつ、レナは渋い顔を作った。

「そ、それマジで上う手まくいくわけ？　デニスにちょーダメ出しされたばっかなのに……」

「なんだよ、レナ。お前、自分のコーデに自信ないのか？」

　わざと煽あおるように健太郎が言う。効こう果か覿てき面めんで、レナはムッとなった。

「そんなこと……ないし。ギャルのコーデ力、マジなめんなって感じ！」

「オッケー。そんなら、見せつけてやろうぜ」

　健太郎は小さく笑うと、エミリーの張っている《バリア》の内部、リコへ視線を向けた。

　リコはもう一方の《動く甲冑》相手に、魔法で牽けん制せいを続けていた。倒すには至っていない。今は足止めをできているが、いつ突破されるかもわからない状況。急いだ方がいい。

「リコ、協力してくれ！　どんな術でもいいから、俺おれ達の今いる床全体を壊してくれ！」

「へ!?　床を……壊す？　そ、そんなことしたら、ただでさえ狭いのに動きにくく……」

「大丈夫だから！　やってくれ！」

　健太郎は確信を込めて叫んだ。リコもそれを感じ取ったのかもしれない。何か言いたげだった口をクッと結んで、ローブのポケットから茶色い魔石を取り出し、詠えい唱しようする。

「どうなっても知りませんからね──《グランド・ウェーブ》！」

　リコの持つ魔石が淡く輝いたのと同時、レナ達の足下がズズッと揺れた──かと思うと、たちまち小さな波を起こして廊下を駆け抜けていく。

　波打った箇所がボコボコ、メキメキと石畳を引ひっ剝ぱがす。整っていた石造りの廊下は、たちまちデコボコの不整地へと早変わりする。

　急激な地形の変化に一瞬足を取られかけたレナだったが、すぐに踏ん張って構え直した。

　一方──《動く甲冑》は地面の微かすかなデコボコに鉄靴が馴な染じまず、体をぐらつかせた。

　上出来だ──肉体があれば健けん太た郎ろうは、勝ち誇ったような笑みを浮かべていただろう。

「一気に間合いを詰めろ、レナ！」

　健太郎の声に、レナは弾はじかれたように駆け出す。足場の悪い不整地だろうと踏み込みには力がこもり、しっかりと踏ん張れていた。思った通り、靴のスキルが活いきている。

　レナの接近に気付いた《動く甲かつ冑ちゆう》も、慌てて剣を構える。だが《地形変化》に強いレナの履はくヴォラールと違い、鎧よろいの一部である硬い鉄靴では、石だらけのデコボコな不整地で体を支えきれなかったようだ。ガクンと足を踏み外し、《動く甲冑》が倒れかけた。

　その千載一遇のチャンスを、健太郎もレナも見逃さなかった。

　健太郎を握るレナの手に、グッと力が込められる。そこに躊躇ためらいはない。

　おそらく考えていることは、レナも健太郎も同じなのだ。

　このタイミングで、絶対に、敵を倒す！

　──その時不意に、健太郎の視界に何かが映った。

（──っ!?　……な、なんだ……？）

　一筋の光だった。剣である健太郎から、敵へ向かって伸びている、光の糸。

　緩やかに湾わん曲きよくしているそれは、《動く甲冑》の兜かぶとへと繫つながっていた。

　しかしその理由や原因を探る間もなく、健太郎の視界がギュンと走る。

「てええぇぇいっ！」

　レナが剣を振り──健太郎の見えている風景が、急速に甲冑の兜へと近づいた。

　カーンッ！　ピキィッ！　刃が兜を打ち、甲高い金属音が鳴り響いた。兜は見事なまでに両断され、内側に記されていた円形の紋もん様ようもキレイに分断される。

　──《動く甲冑》が、完全に沈黙した瞬間だった。

「…………か、勝て……た？」

　レナは呆あつ気けにとられていた。魔力を失ったためか、鎧がサラサラと粒子状の金属片になっても、自分の残した結果が信じられないらしい。

「ああ、そうだ！　勝ったんだよ！　レナの今日のコーデが引き寄せた勝利だ！　やればできるじゃん、レナ！」

　健太郎が絶賛してようやく、レナは笑顔を取り戻した。

「や、やった！　やっばい！　あたしちょーヤバい！　勝てたよ！　ねぇみんな、あたし《動く甲冑》に勝てたんだけど！　きゃーっ！　マジすごくない!?」

　きゃっきゃと盛り上がるレナは、喜びを分かち合おうと後ろを振り返る。

　勝因はひとえに、レナが可愛かわいさだけで選んで履いていた靴──ヴォラールのスキルだ。

《動く甲冑》の鉄靴は音からしてかなり硬い材質で、先ほどレナが体を弾いた時に、小石程度にもぐらつくほど不安定だった。

　反面ヴォラールには、鉄靴が不得手な地形への唐突な変化にも素早く対応できるスキルが備わっている。それはデニスの口から確認済み。

　今日のレナらしい──ギャルらしいノリと勢いのコーディネートを、うまく活いかすことができたからこその勝利だった。

「てゆーかデニスってば、めっちゃあたしのコーデにダメ出ししてたけど、結果的に靴のおかげで勝てたんだけど!?　どんなもんだーい！　いぇーい！　にひひっ♪」

　してやったりと言いたげな笑顔とギャルピースを向けるレナ。だがエミリー達は《バリア》の中で、もう一体の《動く甲かつ冑ちゆう》の攻撃にいまだ怯おびえ続けていた。

「喜ぶのはひとまず後にしてください、レナさん！　こっちはもう耐えられそうにありません！　先を急ぎますよ！」

「大丈夫だいじょーぶ！　うちがパパーッと倒してあげるからっ♪」

　焦あせりを滲にじませて怒るリコに、レナは強敵を一体倒した自信からか、余よ裕ゆう綽しやく々しやく……というか調子に乗った様子で答え、《動く甲冑》の元へ向かう。

　だが、ボトリと。レナの頭上から何かが落ちてきた。

「ひゃっ!?　な、なな、なに……？」

　驚いて足を止め、レナは視線を下げる。

　そこにいたのは──巨大なクモのような魔物だった。

「ひいいぃぃぃぃっ!!　む、虫！　虫ぃぃぃ!!」

　一気に顔を青くしたレナは剣をブンブン振るう。もはや錯乱状態だった。

　そのまま一心不乱に《バリア》の中へ潜り込むと、ガシッとエミリーにしがみついた。

「ちょっと！　あんたがここに戻ってきてどうすんのよっ！」

「そそそそんなこと言ったって、あそこ、で、でっかいクモが！」

「そんぐらい、鎧よろいより楽にスパンと倒せるだろ！」

「虫系の魔物は無理！　本気無理！　生理的に無理ぃ！」

　叱しつ咤たする健けん太た郎ろうに、レナは涙目になって首をブンブン振った。

　だが背後の《動く甲冑》は無視できても、進路上の巨大グモは排除しないと進めない。

「なら魔法使えって。《ウィンド・スラッシャー》なら、近づかないで攻撃できるだろ」

「あ、そそそ、そっか……だよねだよね」

　レナは腰のポーチをガサゴソと漁あさる。よほど虫や虫系の魔物がダメなのだろう。安全圏から攻撃できるとわかったはずなのに、レナは焦っていた。

　ケースに収まっている緑色の葉っぱ形の魔石を取り出したレナは、かざして呪文を唱え、

「ウ、ウウ、《ウィンド・スラッシャー》！」

　シュパッ！　と風が舞う。だが、舞っただけ。空振りだろうか？

「なな、何でよぉ……《ウィンド・スラッシャー》、《ウィンド・スラッシャー》!!」

　だがシュパッシュパッと風が舞い、クモの外皮を少し傷つける程度で倒すには至らない。

　代わりに、先ほど倒した《動く甲かつ冑ちゆう》の金属片がキラキラと舞い上がる。

「な、なんで全然倒せないのーっ！」

「そんなの、熟練度が低いからに決まってるじゃないですか！」

　レナの醜しゆう態たいにリコが怒り出す。

　そういえばデニスも言っていた。熟練度が低いと威力が弱い、と。

「うそー……だとしてもこんな威力低いとか、マジ詐さ欺ぎじゃん……」

「冒険者のくせに今更なに言ってるんですか！　ちょっとはすごいと見直したのに、なんなんですか、もう……私が倒しますから、その隙に走って逃げますよっ」

　リコはなんの躊ちゆう躇ちよもなく、巨大グモへ杖つえを向けた。

「虫系の魔物は火属性に弱いもの……《ファイア・ボール》でイチコロです！」

　そして、大きな火の玉が放たれる。

　大量の金属粒子が充満する、狭い空間へ向けて。

　──ボボボボボッ!!

「……え？」

　たちまち火の手が大きくなっていく様子に、リコは目を丸くした。

　まるで小規模の爆発が連鎖しているように、炎が燃え広がっていく。

「……え？　な……そ、そんな強い火力じゃ……」

　火球を放ったリコでさえ呆ぼう然ぜんとする中、次々に空間全体へ燃え広がっていき。




　──ドドドッ!!　ボオォォォンッ!!




　より一層、激しい大爆発を引き起こした。

　ほんの一瞬とはいえ、辺り一面が炎に包まれる。衝撃に怯おびえ、みな悲鳴を上げたようだが、それすら爆発の轟ごう音おんにかき消される。爆風が周囲の壁を激しく揺さぶり、《動く甲冑》を吹き飛ばし、巨大グモは消し炭と化す。

　やがて爆風が過ぎ去る。天井から焦げた石がガランと落ちた。

　四人は恐る恐る顔を上げる。爆発のおかげでクモは撃退され、《動く甲冑》も壁に叩たたきつけられて全身がひん曲がっていた。関節が動かなくなったのか、立ち上がれないようだ。

「な、何が起こったのよ……リコってば、こんな強力な魔法、使えたってわけ？」

「い、いえ……熟練度五の《ファイア・ボール》のはずですけど……」

　デニスの問いに、リコはキョトンと首をかしげる。

　だが健けん太た郎ろうは、もしかしてと思って口を開いた。

「たぶんこれ……粉ふん塵じん爆発ってやつかも」

「「粉塵爆発？」」

　リコとデニスが声を揃そろえる。

「俺おれも詳しくは知らないけど、小さい粒状の鉄とか小麦とかの燃える物が、狭い空間に充満しているところに引火して起こる爆発……らしいんだ」

　昔は炭鉱事故の代表例だったり、現在でも食品工場、金属加工の現場でたまに起こることがあるらしく、健けん太た郎ろうも知識として聞いたことがあったのだ。

「な、なるほどねぇ……。着火の原因は、リコの《ファイア・ボール》よねぇ？」

「おそらく引火したのは、《動く甲かつ冑ちゆう》だった小さい金属片……だろうな」

「で、でもそれを舞い上げたのは……レナさんの《ウィンド・スラッシャー》？」

　リコとデニスの視線が、静かにレナへ向けられる。健太郎も同じくだ。

「もー、耳がキンキンするー。なんなのマジでー」

　レナは耳を押さえながら上体を起こす。エミリーを衝撃から守るため、覆い被さるように屈かがんでいたようで、確認のために周囲を見回した。

　そして、リコとデニスのジトッとした目が向けられていることに気付き、身じろいだ。

「……え？　何？　どしたの……？」

「「いいえ、何も……」」

　リコとデニスが、あからさまに何かを言いたげなのに、首を横に振る。

　打ち合わせしたかのように息がピッタリで、むしろ怖いぐらいだった。

「ちょっ！　二人して声揃えて、なんなんだし！　ちゃんと説明してって──」




　ガラッ──ドォォンッ！




　一際大きな物音が聞こえ、その場の全員が反射的に振り返る。

　目を向けた先には、石柱が倒れていた。廊下に等間隔に並んでいた柱で、間違いなく地下宮殿を支えている重要な物だろう。

　さらには支えを失った箇所から、ガラガラと石がこぼれ落ちた。最初は一個二個……しかし次第に数を増やす。しばらくすると別の石柱も倒れた。

「……もしかしてぇ……崩れ始めてるぅ？」

　状況に似合わないのんびりした声でエミリーが呟つぶやいた──瞬間。

　ゴゴゴゴッ！　と宮殿全体が、思い出したように揺れ始めた。

「あ、あんた達、早く立って！　走りなさい！　生き埋めになるわよ!!」

　デニスの一言に、全員が悲鳴を上げて立ち上がった。





　　　　　　　◇






　粉ふん塵じん爆発による衝撃で、ヘルデラン地下宮殿は崩落の危機に瀕ひんしていた。下層エリアで石柱がどんどん倒れたことにより、支えを失った上層エリアが容よう赦しやなく落ちてきていた。

　レナ達はその中を、ただひたすら地上目指して走った。途中で《ゴーレム》に出くわしたが、この状況では生き埋めの方が怖いらしく、脇を全力ですり抜けて戦闘を回避する。

　細い通路の背後からは、崩れ落ちる音が雪崩なだれのように押し寄せてきていた。音だけでも、地の底に引きずらんとする、巨大な魔物が迫ってきているような圧迫感だった。

　やがて最後の階段が目の前に迫ってきた。これを上がれば一階フロア。出口は目と鼻の先だ。いつ崩れるかわからない中、レナ達は必死に駆け上る。

「──っ!?　おい、出口が見えた！　もうすぐだ!!」

　階段を登り切り直線の通路にさしかかると、その奥には真っ白に輝く宮殿の出入り口が見えた。まだ予断を許さない状況だが、それでも出入り口を前にホッとしたのは、健けん太た郎ろうだけではないはず。一行は口元に少しだけ笑みを浮かべ、ラストスパートをかけた。

「──っ！　あぁっ！　やっちゃったよぉ！」

　唐突に、最後尾を走っていたエミリーが叫び、足を止めて後ろを振り返った。

　エミリーの視線を辿たどると、通路の後方に彼女の杖つえが転がっていた。以前レナが使っていた剣と同様、ジャラジャラとアクセサリーが取り付けられた治ち癒ゆ士し専用の杖は、そのアクセサリーが崩れた石壁に引っかかり、手からすっぽ抜けてしまったようだ。

「杖は諦めてください、エミリーさん！　このままじゃ巻き込まれます！」

「で、でもぉ……あのお揃そろいのアクセだけは、無くしたら……ううぅ」

　エミリーは地団駄を踏む。お揃いのアクセ……先日、レナと一緒に買った勾まが玉たま形のアクセサリーのことだろう。この極限状態でも迷うほど、エミリーにとってとても大切な代物。

「い、今ならまだ間に合うかもだしぃ……」

「そういう過信が事故に繫つながるんです！　あとで買い換えられる杖より自分の命を──」

　リコがそう、正論で再び催促をかけた──瞬間。

　彼女の横を、風が通り過ぎた。

「え？　……ちょ、レナさん!?」

「おい、レナ！　どういうつもりだ！」

　リコの横を駆け抜けたのはレナだ。

　来た道を猛ダッシュで戻り、デニス、そしてエミリーの横すら通り抜けた。

「みんな、先行ってて！　あとで追いかけるから！」

　去り際にそう言い放ったレナ。向かった先は、エミリーの杖の元だった。

「まさかお前……回収する気なのか!?」

　健太郎が叫ぶ。だが、レナは無言を貫いて走った。対してリコは「ああ、もう！」と怒りつつ、デニスとエミリーを引き連れて出口へ向かう。

　レナは通路の奥へと戻り、杖つえに手を伸ばす。

　だが突然、音を立てて天井が崩れ、レナは慌てて後ずさった。

　埃ほこりが舞って視界が曇る。振り払うように腕を動かし、状況を確認する。

　天井の一部が崩れただけで、一帯が埋まったわけではない。

　だがエミリーの杖は不運にも、落ちてきた大きな石の下敷きになってしまった。

「──く、んんっ!!　くぅぅぅっ!!」

　レナは巨石をどかそうと、全身を使って押す。だが動きはするものの、杖を取り出すには隙間が足りない上に、レナの両手が塞ふさがってしまっていた。

「ダメだ、レナ。こりゃ短時間でどうこうできる状況じゃない」

　健けん太た郎ろうの助言にレナは聞く耳持たず、今度は石の下方の隙間に指を突っ込む。

　ズズッと動きはした。だがやはり、両手が塞がっていては杖を取り出せない。

「もういいって、諦めろ。これでお前が生き埋めになる方が大変──」

「やだ」

　レナはそう、ひどく冷静な声で言った。

「……絶対あたしは、諦めない」

　言い切り、再び石を持ち上げようとする。チラリと見えたネイルはすでにボロボロ。顔は汗と埃で汚れている。宮殿だっていつ崩れるかもわからない、極限の状況。

　なのに、このギャルは諦めない。何が彼女をここまで突き動かしているのかは想像の域を出ないが、間違いなくエミリーのためだ。エミリーが大事にしている杖と、杖に取り付けているアクセサリーを回収するために、レナは危険を冒している。

　そんなギャルの目には、今までにないほど熱く、まっすぐな火が灯ともっていた。

「……レナ。そこの小さい石、使えるんじゃないか？　テコの原理だ」

　レナはキョロキョロと辺りを見回し、転がっていたレンガ程度のサイズの石を手に取る。健太郎の切っ先を鞘さやごと巨石の隙間に突き刺し、剣の腹の辺りに手元の石をかませた。

「持ち上げたら手を杖の方に伸ばせ。俺おれが念力で引っ張ってみる。しっかり受け取れよ」

「わかった……いくよっ！」

　レナが力を込めて剣を動かす。すると、生身で持ち上げるよりも遙はるかに楽に石が動いた。これなら充分、片手で支えられる。レナは空いた手をグゥッと伸ばした。

　次は健太郎の番だ。石の下敷きになっている杖を注視し、強く念じる。すると杖は微かすかに震え、僅わずかな隙間が生まれた拍子に引っ張り出された。

　レナはそれをしっかりとキャッチする。

「よしっ！　急げ、レナ！」

「言われなくったって！」

　無事に杖を回収したレナは、必死に出入り口を目指して走り出す。出入り口付近にはデニスにリコ、そしてエミリーが不安げな面おも持もちで待っていた。

　もうあと三メートルほどの距離。レナは安心しきったように顔をほころばせた。

　──その瞬間。

　レナの足下が、大きく崩れた。

「……うそ」

　無意識のうちに口から出たであろう言葉は、瓦が解かいする騒音にかき消される。エミリーが悲鳴を上げたようだが、それすらも聞こえない。

　健けん太た郎ろうの視界と共に、レナの体が沈む。宮殿は下へ下へと崩れていった。大きな空洞が出来上がっているレナの足下は、まさしく奈落だ。

　手を伸ばし、だが摑つかまれる場所も見当たらず、レナの体は重力に従って落ちていく。

「──レナさんっ!!」

　眩まぶしく白む光から、手が突き出てきた。レナはとっさにそれを摑む。

　たちまちレナの落下が止まる。驚いて腕の主を辿たどった。

「も、もう……レナさんは、バカですか……っ！」

　──リコだ。

　自分の肩が外れそうになっても、痛みを堪こらえてレナを摑んでいたのは、リコだったのだ。

「早く、の、登ってください！　引っ張りますから！　わ、私の腕、もげちゃいます！」

　リコが叫ぶと、デニスとエミリーも加わり三人でレナを引き上げた。

　ゆっくりと引っ張り上げられたレナは、激しく崩落する宮殿から、間一髪で救出された。

「──っ、ぶはっ！　はぁ、はぁ……。め、めっちゃしんどかったぁ……っ」

　透き通るような青空のもとに草原の広がる、宮殿の外。土煙を吐き出す宮殿出入り口のすぐそばで、レナは仰あお向むけに倒れ込んだ。もちろんレナ以外の三人も、尻餅をついたり、両手両膝を地面につけて息を整えていたり……。

　まさにみんな、満まん身しん創そう痍い、危機一髪。

　だがそれでも、何一つ犠牲はない。

「……はい、エミリー。これ、もう落としちゃダメだよ」

　エミリーの杖つえでさえ犠牲にすることなく──脱出成功。クエストも完了。

「えぐっ……あ、ありがとうレナああぁぁ」

「どういたしまして。にひひっ」

　杖を受け取ったエミリーは、嬉うれしさのあまりボロボロと涙を零こぼした。

　その様子に、レナはポリポリと頰ほおをかきながら、照れ臭そうな笑顔になる。

　デニスも二人のことを、心から安あん堵どしたようにホッと息をついて眺めていた。

　だがリコはその横からズイッと身を乗り出し、ムッとした表情を浮かべる。

「笑ってる場合ですか、レナさん！　一歩間違えたら死んでたかもしれないんですよ？　危機感がなさ過ぎです！　反省してますか!?」

「してるってばー。リコ、そんな怒ってばっかだと顔しわしわになっちゃうよー的な？」

「茶ちや化かさないでください！　もう少し真剣に──」

「……ありがとね、リコ。あたしのこと助けてくれてさ」

「──ッ!?」

　レナはなんの脈絡もなく、唐突に、リコへ告げた。

　何のことだかわからず面食らった様子のリコだが、すぐに意味を理解したようだ。

「べ、別に、あれはただ……助けなきゃって、体が勝手に動いたからで……」

　啀いがみ合っていた相手から素直に感謝を口にされたせいか、リコは頰ほおを染め、ばつが悪そうにそっぽを向いた。

　それでも、レナは気にも止めず、満面の笑みを浮かべた。

「うん。だからさ……ありがとねっ。にひひっ♪」

　そうリコに送ったピースサインの爪や指は、ギャルらしくないほどにボロボロだった。

















　レナ達はアリーチェの町へ戻り、ギルドでクエストの完了手続きを済ませた。

　ダンジョン崩落については、『トレンドの変化に伴う大型モンスターの出現によりダンジョンが破壊され、それが引き金になって崩れた』とデニスがお茶を濁した。そういった事例は少なからずあるらしく、口のうまいデニスに助けられた格好だった。

「はい、これね。《ウィンド・スラッシャー》の魔石」

　レナはギルドを出てすぐ、パーティを抜けるリコへ魔石の入ったケースを差し出した。

　リコは一瞬キョトンとしたのち、慌てて受け取った。

「い、いいんですか……？」

「？　何かダメな理由、あったっけ？」

「だって……レナさんにも悪い点があったとは言え、私もちょっと言い過ぎましたし」

「……たった今、ダメな理由できたかな？」

「リコ。こういう時は思ってても言わない方がいい。それが間違っていない事実でもだ」

「ケンタロも一言余計だしマジで！　なんなの二人とも！　ちょー腹立つ！」

　レナは、妙なところで頑固なリコに大きくため息をつくと、しっとりと微笑ほほえんだ。

「まぁでも、最初はその約束でパーティ組んだわけだし？　で、組んでくれたおかげで助かった場面も、あったわけじゃん？　ゆーて、同じぐらい迷惑もかかったけどねー」

「レナだって一言多いっての」

　健けん太た郎ろうが突っ込むも、レナは「にひひ」とイタズラっぽく笑うだけだった。

「だけどあたしは、ちゃんと約束は守るタイプだし……みたいな？」

「……レナさん」

　リコは感動したような声を漏らしながら、レナのことを見上げた。

　するとレナは、ニコニコしながら空になった手を差し出す。

「てなわけで～……はい、二千レイズちょーだい♪」

「そこはちゃっかりもらうのかよ！」

　そこはいっそ譲ゆずってあげたらよかったのに……と言いたくなった健太郎だった。

　その後リコと別れ、レナとエミリー、デニスは少し早めの夕食を摂とりにサルーンへ入る。

　デニスがアリーチェの町に住んでいた頃の、馴な染じみの酒場らしい。食事もしっかりしているとのことで、日の落ちきっていない夕刻にもかかわらず店内は賑にぎわっていた。客層も、冒険者のように武具を纏まとった人達や、一般人とみられる雰囲気の人達、男女問わず様々だ。

　デニスを先頭に、盛り上がっている利用客の合間を縫うように空いている席へと向かう。

　その途中、レナは妙にはしゃいでいた。

「ねぇねぇ、あたしらも少しだけお酒飲んでもいいでしょ？　大丈夫だよね？」

「バカ言ってんじゃないわよ！　お酒は十八歳になってからよっ」

「別にいいじゃん、ケチー。あたしら大人っぽいし、バレないバレない！　にひひっ」

　レナはがんばって胸を寄せたり、くびれを見せつけてアピールするが、

「……そういうところが芋臭さ全開でバレバレなのよ」

「むっかーっ！」

「だいたい、冒険者免許証で年齢確認されたら一発アウトじゃないのか？」

「うぐ……」

　健けん太た郎ろうが指摘すると図星だったようで、レナはそれ以上駄だ々だをこねなくなった。

　木製の四名がけテーブルに着席し、レナとエミリーはさっそくメニューを開く。注文が決まると、デニスはすぐに店員を呼んだ。

　彼の注文はすでに決まっていたらしく、馴な染じみの店というのはどうやら本当らしい。オーダーを取りに来た店のマスターとも、懐かしむような雑談を交わしていた。

　注文を済ませたところでデニスは、ようやく一段落という風に息を漏らす。マスターとの対応といい、ダンジョン崩落についてのギルドでの対応といい、オネエキャラなのはともかく大人な方だなあ……と、健太郎は感じていた。

　と、健太郎は崩落の件を思い出し、自分達のしでかした惨さん事じに今更焦あせり始めてしまった。

「それにしてもあの地下宮殿、本当に大丈夫なんでしょうか」

「崩落させちゃったこと、そんなに気にしてるの？　大丈夫よ～。どうせ二、三ヶ月もしたら、トレンドが変わるのと同じタイミングで復活するから」

「……？　どういうことですか？」

　デニスはシレッと答えるが、いまいち理解できなかった。

　健太郎が首を捻ひねっていると、三人の前に注文した料理が並んだ。レナとエミリーはさっそく手をつけ始める。デニスも、大きな牛挽ひき肉にくステーキと鶏とり肉にくのソテーが盛られた大皿から、付け合わせのポテトフライをヒョイッと取って口に含んだ。

「ダンジョンって、三ヶ月に一回内部構造が変化する、大がかりな結界が張られてるでしょ？　つまり『崩落した構造』も、トレンドが変化すれば違う内部構造として復活するのよ。そもそもが何千年も前に造られた古い建築物だから、崩落自体珍しくないしね」

「……ええ!?　そ、それってめちゃくちゃ、重要な遺い跡せきってことじゃないですか!?」

　健太郎は血の気の引く思いだった。健太郎の住んでいた世界に照らし合わせれば、エジプトのピラミッドを手違いで破壊してしまったような一大事だ。

　仮に壊れても数ヶ月単位で復活する。だから遺跡その物は絶対になくならない。

　そう理解できても、自分達のしでかした事の重大さに健太郎はおののいてしまう。

「確かにダンジョンは、当時の聖域や聖地、なんらかの重要拠点だったらしいわ。だからこそ、未み来らい永えい劫ごう守り抜くための結界よ。ケンちゃんが心配することじゃないわ」

　安心させるような優しい声音のデニスに、健けん太た郎ろうはゆっくり安あん堵どの息を漏らした。

「ねーねー、エミリーのそれ、ちょっとちょーだい？」

「いいよぉ。そしたら、レナのやつもーらい♪」

　気を揉もんでばかりだった健太郎と違い、レナとエミリーは楽しそうにおかずの交換なんぞを始めている。ダンジョン崩落についてはまったく気にしていないようだ。

　むしろデニスの話を聞いたあとだと、二人の様子こそ普通なのだとわかる。まだまだこの世界の価値観や常識といった物が、健太郎には足りていないらしい。

　そもそも持ち主であるレナのことだって、知らないことが多すぎるぐらいだ。

（……そういや、なんでレナは、冒険者の活動に意欲的じゃないんだろう）

　今日初めてレナが魔物と相あい対たいするところを目撃して思ったのは、少し上から目線ではあるが、レナは間違いなく『やればできる』タイプだ。ただ、やらないからヘッポコなだけ。

　それも踏まえ、レナと一緒にいるここ数日を思い返すと、違和感ばかりが膨れあがる。

　最初は単に、ギャル『だから』物事にいい加減だったり自分勝手だったりするのだろう……と思っていた。だがその二つは、『だから』という言葉では結びついていないように思う。

　もっと大きな『原因』があり、そこから枝分かれした二つの『結果』でしかない。

　そして『原因』とはおそらく──いや間違いなく、家の事情。

　その辺りが理解できたらレナとの接し方も考えられるのに……と健太郎は思う。今は、どんな言葉を尽くして冒険者の活動を促しても、口うるさいとあしらわれるだけだ。

　はてさてどうしたものか……と健太郎が思考を巡らせていると、

「おい、いたいた！　あそこだ！」「ちょっと押さないで！　私が先よ!?」

　なにやら店の入り口が騒々しい。目を向けるとスーツ姿の男性や女性が数名……いや十数名、ワラワラと店内に侵入してきた。

　しかもその集団は、「すみません、すみません」「失礼、通ります」と食事中の客の間を縫って、こちらにやってきたのだ。イヤな予感が湧いてくる。

「あの、パーカーさんですよね!?　レナ・パーカーさん！　『アンサンブル』の記者ですが、ちょっとお話、よろしいですか!?」

　そして、最初に到達した男性が人目もはばからずに大声を上げる。

「先ほど入った情報なのですが、『ヘルデラン地下宮殿』が崩落したとのことで！　直前まで攻略していたパーカーさんに詳しいお話を伺えればと！」

「『ラズベリー・エイジ』です！　ちまたでは、パーカーさんが聖剣使いになられたという噂うわさで持ちきりです！　それと何か関係が？」

「え？　いや、ちょっと……なにこれ」

　なんの前触れもない取材陣の押しかけに、レナは呆あつ気けにとられてしまう。それも当然だ。こちらは完全にプライベートな食事中。どちらがマナー違反かと言えば取材陣だ。

　だが雑誌記者達は、そんなことお構いなしだ。

「今日の装備については、何をポイントに選ばれたのでしょうか!?」

「聖剣のスペックを教えていただけますか？　どんなスキルが備わってるのでしょう？」

「召し上がっているのは夕食ですか？　そのメニューが聖剣使いたる秘ひ訣けつですか!?」

　質問に次ぐ質問。一方的な問いかけの嵐。しかも、なんでそんなことを答える必要があるのかと思うようなことまで。レナは困惑気味にエミリー、健けん太た郎ろう、デニスへ目め配くばせする。

　するとデニスが無言で首を振ってから、取材陣に目を向ける。

「静かにしてちょうだい。今は食事中よ？　それに、彼女はもう別の雑誌の取材が決まっているの。残念だけど、みなさんお引き取りを──」

「そうなんですか？　『トラスト』ですか？　それとも『グランブルー』？」

　デニスがやんわりと断ろうとしても、記者達は頑がんとして譲ゆずらない。

　やがて人垣から一人、抜け出した者がいた。健太郎にも見覚えがある。レナと初めて出会った日にギルドの外で言い寄ってきた記者だ。

　彼も同じように問いかける。

　誰よりも核心をついた問いを。

「そのへんもやはり、お祖じ父い様さまのレナード・パーカー様と何かご関係があるのですか？」

　たちまち、レナの表情が変わった。

　彼女が一番、触れられたくない話題。痛みを感じているような顔でレナは体を震わせた。

「あの、そろそろその辺りは、色々と明言を頂きたいところではあります」

　明らかに変質した空気。にもかかわらず、その中年記者はさらにレナの心を抉えぐってくる。

「なんといってもレナ様は、数百年ぶりの聖剣使いであり……レナード・パーカー様──《魔王討とう伐ばつクエスト》にて史上初の魔王城到達を成し遂げた、英雄のご令れい孫そんですから」

　──ダァン！

　木造のテーブルが激しく揺れ、食器がカタカタと音を立てる。

　拳こぶしを打ち付けたレナは、過呼吸かと心配になるほどの荒い息を繰り返していた。

「レ……レナ……？」

　エミリーが不安げに顔を覗のぞき込んだ。

　だがレナの瞳は不安定に揺れているだけで、親友すら見えていない。

　やがてレナは、ギリッと歯を食いしばる。

「みんなして聖剣使いとか、家のこととか……ほんとにウザい!!」

　店内も、ワラワラと群がる記者達でさえも、水を打ったように静まりかえる。

「あ、あたしには全然……関係ないことじゃん！　マジほっといてよ！」

「──ッ!?　レ、レナ！　待って──」

　レナは勢いよく立ち上がると、荷物も持たずエミリーの声も無視して駆け出した。

　一瞬だけ見られた横顔からは、微かすかに雫しずくが散っていた。

　記者達を突き飛ばす勢いで搔かき分わけ、レナは全速力で離脱する。ぽつんと取り残されたエミリーとデニス、そして記者達だけが、レナの通り抜けた入り口を眺めていた。

　しばらくすると、記者達もざわつき始める。ろくに話が聞けなかった、せっかく前の取材早めに切り上げたのにな、記事の穴はどうやって埋めよう……。

　無神経で身勝手な態度に、健けん太た郎ろうは怒りすらこみ上げてきた。

「エミリー。追いかけよう、今すぐ」

「……うんっ！」

　力強く頷うなずいたエミリー。

　だが、剣である健太郎が喋しやべったことで、記者達はさらにざわついてしまった。

「おい……今、剣が喋ったぞ？　まさか、あれが聖剣か？」

「あ、あの、でしたら聖剣であるあなたに、お話を伺ってもいいですか!?」

「あんたらも図太いなぁ、ほんとに！」

　思わず健太郎は突っ込んでしまった。善よし悪あしはさておき、デリカシーが無くて諦めが悪い人こそ記者に向いているのかもしれないと、場違いにも考えてしまった。

　ともかく、記者達が健太郎に標的を絞ってきたとなると抜け出そうにも抜け出せない。

　ここは一発、怒鳴ってでも追い返すべきか……と健太郎が思っていると。

「あんたらぁ、何したかわかっとんのかあああああいっ!!」

　突然そばから野の太ぶとい怒号が響いた。手元のグラスすらビリビリと震わせるほどの声量に、記者達の中からは悲鳴すら聞こえ、みな一様に固まった。

「あんたらの無礼が！　無神経が！　一人の女の子を泣かせたのよ！　そんなんで記者を務めるなんて……片腹痛いわ、このおブス共ッ!!」

　健太郎に代わって、デニスがブチ切れた。十六歳の少女に寄ってたかって質問を投げつけ、涙をこぼさせた記者達に対して、鬼の形ぎよう相そうで声を荒らげた。

　するとデニスは、エミリーと健太郎へ目め配くばせした。パチンと音すら聞こえてきそうなほどのウインクを決める。今回ばかりは、とても頼もしいウインクに思えた。

　萎い縮しゆくする記者達を尻目に、エミリーはすぐさま席を立ち上がった。

　そして健太郎をギュッと抱きしめ、サルーンから駆け出した。





　　　　　　　◇






　外はすっかり夜の帳とばりが降りていた。街がい灯とうと月明かりの照らす通りでは、帰宅を急ぐ町民や酒に酔った冒険者をちらほらと見かける程度だった。

　エミリーは豊満な胸元に健けん太た郎ろうを抱えながら、ひたすら走っていた。そのたびに胸が上下に揺れ、挟まれている健太郎は何度も擦こすられ、得も言われぬ感動を覚えてしまう。

（ふええぇ…………って、んなこと考えてる場合かよ！　硬派な俺おれはどこに行った！）

　レナのことを──あのレナが涙すら浮かべたことを思えば、かなり深刻な事態だ。

　健太郎は邪念を振り払って、まずはレナの家へ向かうようエミリーに頼んだ。

　外から見た限り、レナの部屋にランプは灯ともっていないようだった。

　帰っていないのか、明かりもつけずにベッドへ潜り込んでいるのか……。

　部屋の前に到着し、エミリーが木製のドアをノックする。

「レナぁ……帰ってるぅ？　その……大丈夫かなぁって」

　シン……。返事はおろか、物音一つ返ってはこなかった。

「帰ってきてないパターンかな？　どこか他に、行きそうな場所に心当たりは？」

「うーん……いくつかあるけどぉ」

「なら、手当たり次第探してみよう」

「うんっ」

　その後は行きつけの喫茶店だったり、レナとエミリーがよく集まってダベっていたという公園などに向かった。しかし、そのどこにもレナの姿はない。

　そもそも酒場以外の店舗は軒並み閉店作業中だったし、街道から離れると街がい灯とうもなく深い暗闇だ。冒険者とはいえ、女の子が一人、外をうろついているとは考えにくい。

「レナ……どこにいるんだろぉ」

　エミリーが不安げに呟つぶやく。健太郎も考えを巡らし──、

「なぁ。そういえばまだ、マイラさんの店に行ってないよな」

「…………ああっ！　そうだよ、そこがあったよぉ」

　と緊張感のない声を上げ、エミリーは『スコフィールド武具店』へ急いだ。

　店の近くに到着したエミリー。外看板はすでに畳んでおり、遠目には店みせ仕じ舞まいのように見えた。だが、微かすかに店内にはランプが灯っている。レナのいる可能性は大いにあり得た。

『本日閉店』の札がかかった店の前に到着し、エミリーは躊躇ためらうことなく扉を開く。カランと涼しげなドアベルが鳴った。

「お、エミエミじゃーん。それにケンタロ君も。お疲れちゃーん♪」

　カウンターの向こうから、相変わらず軽快なノリで出迎えてくれたマイラ。

　穏やかな笑顔に向かって、エミリーが何かを言いかけ──マイラがチョイチョイと手招きしていることに気付き、言葉を飲み込んだ。

　エミリーがとことこと歩み寄り、ヒョイッとカウンターの裏側を覗のぞき込む。

　ギュッと両足を抱きかかえた体育座りのレナが、そこにいた。

「……レナ、なんだか子供みたぁい……えへへぇ」

「う、うっさいし……」

　エミリーは安心したのか、柔らかい声で笑う。

　確かにレナは子供のようだった。理不尽な仕打ちに納得できないと悔しさを滲にじませ、精一杯の抵抗を試みている……そんな、おちょぼ口を作った子供の姿と重なる。

　ギャルだ冒険者だと言いつつ──レナは、やはりまだ十六歳の少女なのだ。

「心配したぞ、レナ。急に飛び出すし……しかも、泣いてたし」

「な、泣いてないし」

「ウソつけ。メイク崩れてパンダ目になってるぞ？」

「ち、ちが……これが今のメイクの流は行やりで──」

「あ、本当にパンダ目になってたのか。よく見えないから冗談のつもりだったんだけど」

「……か、カマかけたなー？　マジウザい！　剣のくせに生意気！」

　レナはイーッと白い歯を見せて抗議する。

「だいたい、あんたが聖剣だからいけないんじゃん！　そしたらこんなことに……」

　レナはどんどん声を小さくしていく。だが、健けん太た郎ろうからは何も言わない。

　待つ。ただひたすら、レナから何か言うのを待つ。でなければまた、レナは意地になって固く口を閉ざすだろう。だから健太郎は、口をつぐんで待った。












「でも……ケンタロに出会わなくっても、あんま変わんなかったかもなぁ……」

　ポツリと、レナは零こぼした。

「結局あたしの名字はパーカーのままだし。ミドルネームはレナードのままだし」

　はぁ……と似合わないため息をついたレナに、健けん太た郎ろうはそっと問いかけた。

「レナの抱えてる事情って、家のことなんだよな？」

　無言のまま、レナは顔を上げて健太郎を見つめる。

　するとエミリーが、レナの隣にピタリと座り込む。肩が触れるほどの至近距離。

　エミリーは健太郎を持ち主へ返した。いつの間にかマイラは、店の奥に姿を消していた。

「お節介とか思われてもいい。けど……話してくれないか？」

　しばらく健太郎のことを見つめ続けたレナは、やがてカウンターに後頭部をコンと打ち付け、ちょっとだけ笑った。

「……あたしのお祖じ父いちゃんってさ。さっきのウザい記者も言ってたけど、《魔王討とう伐ばつクエスト》ですごいことやった冒険者で、今でも英雄とか呼ばれてんだよね」

「その、《魔王討伐クエスト》ってのは？」

「魔物を束ねてる魔王を倒すのが目的のクエスト。年に一回、世界中のギルドがＳランク以上の冒険者を集めてんだけど、今まで誰も魔王を倒せてない激ムズなクエストなの」

「そのクエストで名を残したのが、レナのお祖父さん……レナード・パーカーさんか」

「そっ。しかも、今まで誰も成し遂げられなかった魔王城への到達を果たした有名人」

　レナのばつの悪そうな笑顔が、薄暗闇に溶け込んだ。

「俺おれ、よくわかんないんだけどさ。そんなに難しいのか？　魔王城への到達って……」

「魔王城って、暗黒大陸って言う、大陸その物がダンジョンになってる場所にあって、行くたびに地形も変わってるし、魔物もちょー強いから大変なんだってぇ」

　エミリーが答えてくれた。大陸その物がダンジョン……その規模は想像すらできない。

　だがおそらく、長い間攻略されていない事情や、年に一回という準備期間の必要性を考えると、そうとう厳しい遠征となっているのだろう。

　そしてレナは、そんな高難度クエストで偉い業ぎようを成し遂げた者の一家の出。

「じゃあレナって、実はお嬢様だったのか？」

　健太郎が率直に訊たずねると、たちまちレナは爆笑した。

　ようやくレナらしい笑顔が見られたと思った。

「あはは！　違うし、別にお嬢様じゃないって。でも、お祖父ちゃんの功こう績せきのおかげで、あたしの家は『冒険者の名家』って呼ばれるようになったんだって」

　レナは少しだけ間を置き、続けた。

「そんな名家だから、子供が生まれたら冒険者として期待されるじゃん？　だからお父さんも期待に応えようとがんばって、《魔王討伐クエスト》に参加したの。自分の意思で。期待通りの優秀な冒険者だって、そん時はすごい褒ほめられたらしいよ」

　レナの語り口はまるで、卑いやしいものを嗤わらっているかのようにも聞こえた。

「んでお母さんも、同じタイミングで《魔王討とう伐ばつクエスト》に参加してたＳランク冒険者で、それが二人の馴なれ初そめ。絵に描いたような優秀な冒険者夫婦の誕生ってやつだよね」

　祖父が名家としての地位を築き、その子供である父親も優秀な冒険者に成長した。

　彼が娶めとった相手もまた優秀な冒険者で、二人の間には子が産まれた。

　であれば、その子供だって必然的に──、

「レナも、親と同じかそれ以上に、期待されたんだな？」

　レナは首を縦に振った。

「もうさー、物心ついた時には剣握らされてたんだよ。信じらんないっしょ？　可愛かわいい人形とか、キレイなアクセじゃなくって……剣だよ、剣。ちょー凶器。マジひどくない？」

　眉を八の字にして、レナは笑った。

　だがきっと、レナにとっては、笑えるような話じゃない。

「でもあたしなりに一生懸命、剣の稽けい古こもがんばって、冒険者免許も取って、クエストだって請けたんだよ。けどさ、初っぱな大失敗。なんでだかわかる？」

「いや……なんでだ？」

「初めて出くわした魔物が、おっきな虫だったの！　一人でわーだのぎゃーだの逃げ回って、お父さんもお母さんも呆あきれ返っちゃって。いやー、あれはほんと参ったなぁ……」

　儚はかなげな吐息が暗がりに消える。レナは思い出すのも辛そうな面おも持もちだった。

「そしたらさ、言われたんだ。『なんで今まで教えてきたこと、ちゃんとできないんだ』って。『ちゃんとやらなきゃ、立派な冒険者になれないぞ』って」

　その時、健けん太た郎ろうはようやく気付いた。

　ヘルデラン地下宮殿でリコに責められた時、レナが悔しそうな表情を見せた理由に。

　──『ちゃんと』。この些さ細さいで何気ない一言が、レナをずっと苦しめていたのだ。

　ふと健太郎が視線を下げると、いつの間にか、エミリーがレナの手を握っていた。レナの苦しみや痛みを、優しく包み込むように。

　二人はなんらかの形で、その苦痛を共有し合った親友なのだと、改めて思わされた。

「ぶっちゃけ、知らねっつーの！　『ちゃんと』ってなに？　あたしは別に、なりたくて冒険者になったわけじゃないしさ。勝手にあんたらが期待して、押しつけて、仕立て上げただけじゃん。あたしの意思？　なにそれ、どこにもないんですけどー的な」

　レナはケラケラと笑う。

「だからあたし、『ちゃんと』自分の意思でやりたいようにやろうって決めたんだ。武具も自分のセンスで可愛い物選んで、ギャルのメイクも勉強して。初めてギャルになった時のお母さんの青ざめた顔、今思い出しても『ざまーみろ』って感じ！　にひひっ♪」

　彼女の取った行動が本当に正しいことなのか、健けん太た郎ろうにはわからない。

　だが、理解はできてしまった。

（聞けば聞くほど……似てるんだな、俺おれ達）

『弱きを助け、強きを挫くじく』が信条の祖父に憧れていた健太郎は、いきなり竹刀しないを握らされても躊躇ためらいや戸惑いなんて抱かないまま、気がつけば辛い稽けい古こ漬けの毎日を送っていた。

　何度も止やめようと思ったし、いつしか健太郎も、祖父が師範だから、剣道家の家に生まれたから、押しつけられた一本道なのでは？　と言い訳を探すのが癖になっていた。

（……だから、一歩間違えていたら、俺だって……）

　健太郎の胸きよう中ちゆうで、わだかまりが微かすかに膨らみだした時。

　レナが、優しく言葉を紡いだ。

「だいたいさー、あたしの人生じゃん。何するか決めるのもあたしでしょ？　なら、自分のやりたいことを自由にやりたい。もちろん全部自己責任だし、大変なのはわかってる」

　レナは体育座りをやめ、グッと足を伸ばすと、パタパタと小さく左右に動かした。

「それでも、誰かに決められた道を……自分の意思ってゆーか、考えみたいなものが全然絡んでない道を、ただ歩かされるだけなんて……マジ退屈じゃん、的な？」

「自分の意思が絡んでない道……か」

　健太郎は小さく反復した。

　痛い稽古も、厳しい叱しつ咤たも、辛い不自由も、すべて投げ出したいと強く思っていた。

　だが、初めて試合で強敵を打ち負かした時。誰かをこの手で救い出した時。

　両親や門下生、祖父が認めてくれて、感謝の声をかけられて──心から嬉うれしかった。

　そうして初めて健太郎は、自分を形作って突き動かしてきた『熱意』という、自分自身の『意思』の存在に気付かされたのだ。無意識にでも自分の意思が介在していたからこそ、剣道を続けてこられたのではないだろうか……そう、今では思っていた。

「まあ話ちょー長くなっちゃったけど、要は『パーカー家のレナ』って言われるのはすごいムカつくっ！　ってことなんだよねー」

　堅っ苦しい話を断ち切るように、レナはグッと腕を伸ばした。

「一応は家の建前気にして、Ｆランクでの～んびりとはいえ、冒険者辞めないでいてやってんだからさ。それ以上はマジほっとけ、自由にさせろって話。以上、ちゃんちゃん♪」

「すっごい軽い終わらせ方したな！」

　健太郎が突っ込むと、レナは「にひひっ」と笑うだけ。

　けれどようやく、レナがＦランクでいたかった理由、冒険者を辞められない事情、彼女の言う人生設計の中身が、健太郎にも理解できた。そのことには、内心嬉しく感じていた。

「あー、なんか吐き出したらめっちゃスッキリした！　てゆーか、お腹なか減ってきたんだけど。デニス、まだあの店いるかな？」

「うーん……どうだろぉ？　ていうか、まだ記者の人達も残ってたりしてぇ……」

　そう、エミリーが首をかしげた時だ。

「こんな展開になると思ってたわよ。お料理、テイクアウトしてきて正解だったわぁ」

「「うひゃぁっ!?」」

　突然、レナ達の頭上から妖よう艶えんな声が聞こえ、二人は素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げた。

　見上げると、カウンターの上からこちらを覗のぞき込むように、デニスが立っていたのだ。

「なーに驚いてんのよ。失礼しちゃうわね。ていうか、すんごいパンダ目のおブス顔ね」

「う、うるさい！　てゆーか、いつの間に来たんだし！　ふつーにマジビビるから！」

　レナが激しく反論すると、デニスは柔にゆう和わな笑顔になった。

「ほぅら、うずくまってないで出てらっしゃい。あんた達……じゃない、レナは食べ盛りなんだから。ちゃんと栄養取んないと、貧相な体がさらに目も当てらんなくなるわよ」

「なんであたし一人に言い直すの!?　てゆーか余計なお世話なんですけど！」

「もー、栄養足りてないからカリカリしちゃうのよ」

　デニスに催促されて、レナとエミリーは立ち上がる。すると、ちょうど店の奥からマイラの呼ぶ声が聞こえてきた。お茶を入れてくれたらしい。

　レナ達はそのままお邪魔することにし、デニスの持ってきてくれた食事を平らげる。

　レナは終始楽しそうだった。スッキリしたという彼女の言葉に、ウソはなかったらしい。

　そんなレナの様子を見て安あん堵どしていた自分に、健けん太た郎ろうは少しだけ、驚いてしまった。





　　　　　　　◇






　数日後の昼下がり。アリーチェ町内の公園は、穏やかな静けさに包まれていた。

「ほい、もう一セット行くぞー」

「ええぇ……まだやるわけぇ？　もう良くない？　マジ疲れた……」

　そんな公園の一角に気け怠だるげな声が響き渡る。運動に適したシャツとショーパンというラフな装いのギャルが、鞘さやに納まったままの健太郎を構えながら汗を流していた。

　首にかけたタオルで頰ほおの汗をポンポンと叩たたくレナに、健太郎が活を入れる。

「なに言ってんだ。剣道の稽けい古こ始めて、まだ二時間ぐらいしか経ってないだろ」

「いや、もう二時間以上経ってるから。めっちゃがんばってるじゃん、あたし……」

　レナは「ひぃ～……」とため息をつく。

　どうやらレナと健太郎とでは、稽古時間に対する捉え方が大きくズレているようだ。

「まだまだがんばれる。レナだってこの前、ちょっとは稽古するってやる気見せただろ」

「やるって言ったけど……健太郎の『ちょっと』は全然ちょっとじゃないってばー」

「わかったわかった。そしたら、もう一セットやったら休憩挟むから」

　健けん太た郎ろうが促すと、レナは文句の一つでも言いたげなブスッとした顔で構えた。

　剣道で一番基礎となる型、『中段の構え』だ。

「行くぞ……一っ！」「めーん」「二っ！」「めーん」「三っ！」「めーん」

　まるでやっつけ仕事のような声と共に繰り返されるレナの素す振ぶりに、

「止やめ止め止めーい！」

　とうとう我慢できず、健太郎は大声を上げた。すかさずレナの口から苦情が溢あふれ出る。

「なんなの、もー。やれだの止めろだの、忙しいなあ」

「『なんなの』はこっちのセリフだ。素振りは稽けい古この基本なんだから、ビシッと気合い入れろって。それと、『めーん』て間延びさせるな。『面っ！』って感じにハキハキと」

「ああもう、うるさいな！　てゆーか『めん』とか『どう』とか『こて』ってなに？　そうやって叫ばないといけないの？　だいたい、初めてでやり方よくわかんないし！」

　レナは今にも聖剣を放り投げそうな勢いで叫んだ。

「気合いが入らないのはやり方の問題か？　なら、元々レナがやってた稽古法でいいよ」

「…………いや、それも……覚えてないけどさぁ」

　目を泳がせるレナに、健太郎はついため息をついてしまった。

「……覚えてないんだったら、剣道の稽古でも一緒だろ。ほら、続き始めるぞ」

「…………やだ。もう疲れた。てゆーかお腹なかも減ってきたし」

　レナの声は、あからさまにふて腐れていた。

　彼女が気分屋と理解していても、いよいよ看過できない次元だった。

「いい加減にしろ、レナ！　やるって言った以上は最後までやり通せよっ」

「命令すんなし、剣のくせに！　だいたい、なんであんたから教わんなきゃなんないの!?　あんたが本当に剣術使えるかどうか、わかんないのに！　証拠見せろし、証拠！」

「剣の姿なのに見せようがないだろ！」

「だよねー、知ってましたー。てゆーか、証拠がないなら口だけの噓うそっぱちにしか思えないしー。そんなやつから教わらなくったって、あたしそこそこ戦えるしー」

　鼻で笑いながら憎たらしく言葉を並べるレナに、健太郎もカチンときてしまった。

「何がそこそこ戦えるだ。この前だって、俺おれの助言がなかったら勝てなかったろうが！」

「はぁ？　あたしが使わなかったらただの棒のくせして、命の恩人気取りなわけ!?」

「じゃあ、お前一人で勝てたのかよ、ヘッポコ剣士！　まあ俺なら余裕だったけどな！」

「できないくせにマジ粋がんなし、ナマクラ！　まずは人の形になってから言えば!?」

　二人の口論はどんどんヒートアップしていく。今日は流れを止とめてくれる人が誰もいない。のどかな公園がみるみる険悪な空気に侵食されていく。

　ギャルと聖剣が火花を散らして啀いがみ合い──レナは剣を抜き逆手に持って、

　──ザクッ！

「うぉあ！」

　健けん太た郎ろうの切っ先を地面に深く突き刺した。

　レナは健太郎を手放し鞘さやをそばに置くと、そのまま振り返ってスタスタと離れていく。

「お、おいレナ。待てって。どこ行くんだよ」

「ケンタロに関係なくない？」

「関係なくないって……このまま放置すんのか？　盗まれたらどうすんだよ！」

「誰も盗まないし、ふつー。喋しやべれるんなら『助けてー』って声出せばいいじゃん」

「そういう問題か！　……ってマジでほったらかす気か!?　も、戻ってこい、レナー！」

　だがレナは一度も振り返ることなく、公園の外へと姿を消してしまった。

「…………マジで？」

　公園の一角に、まっすぐ突き刺さった剣が、ぽつんと一振り。その寂しさを紛まぎらわそうとしてくれたのか、頭上から小さな鳥が降りてきて鍔つばに止まる始末だ。

　人間だった頃はこんな至近距離で鳥を見つめることなんてなかった。

　妙な感動を覚えながら、健太郎は鳥に話しかけてしまう。

「仮にも聖剣なのに、この扱いはひどいと思わないか？」

　鳥は忙せわしなく首をかしげるだけ。何かを答えてくれるわけではなかった。当然なのだが。

「あーあ。早く人間になりたいよ……」

　そんな、どこかで聞いたことのあるフレーズが、つい口から零こぼれた──その時。

　鳥が焦あせったように飛び立つ。次いで何かが覆い被さり、健太郎の視界を遮さえぎった。

「──なっ！」

　突然の暗転に健太郎は驚き、声を上げようとする──だが、

「……我々は、お前を無力化する術すべを知っている」

　男の声だった。それも、歳はかなり上のようだ。四十代ぐらいだろうか。

（無力化の術……俺おれの人格が、消えるかもしれない？）

　男の言葉だけでは、どこまでが無力化なのかわからない。ブラフの可能性もあり得る。

　だが、もし真実だったら？　それを危き惧ぐすると、健太郎は為なす術すべがなく。

　ただ地面から引き抜かれるのを、大人しく受け入れるしかなかった。





　　　　　＊　＊　＊






「あー、マジお腹なか空すきすぎて死ぬところだったー♪」

　レナは、テイクアウトしたパンとミートパティの挟み焼きを頰ほお張ばりながら、満面の笑みを浮かべて公園へと戻ってくる。

　口の端についたソースを舌先でペロリ。喉を通して全身に幸福感が染み渡る。

　腹立たしいという一時の感情で健けん太た郎ろうをほったらかして飛び出してはみたが、レナは冷静に思い返すと、お腹なかが減ってイライラしていただけのようにも感じていた。

　なんせ、お昼も食べずに二時間以上ぶっ通しでの稽けい古こだったのだ。普段がいくら小食とは言え、体を動かしたとなれば話は別。

　現に、昼食を摂とったら少しイライラも収まって、ちょっとぐらいは自分の非を認めて、謝ってやろうという気にすらなっていた。

「でも、ケンタロだって結構ヒドい事言ったしなー。絶対あたしからは謝ってやんない」

　ここで自分から謝れば、立場が弱くなる。健太郎が謝罪するまで、絶対に謝るもんか。

　そんな小さな意地を張りながら公園内を歩き、

「…………あれ？　おっかしいな。ここじゃなかったっけ？」

　レナは周囲をキョロキョロと見回す。健太郎を突き刺したのは、確かにこの辺りのはずだった。なのに、あるべき場所にあるべき物がない──健太郎がいないのだ。

　よく地面を観察してみれば、健太郎が刺さっていた痕こん跡せきすら消えている。一瞬、本当にこの場所だったか記憶を疑ったほど、キレイさっぱり健太郎の存在が消えていた。

「……うっそ。これって、まさかの」

　あり得ないと高をくくっていた一大事に、さすがのレナも、少しだけ血の気が引いた。

「ケンタロのやつ……マジで盗まれたパターン？」










　どれぐらいの距離を移動したのだろう。体感で三時間は麻袋の中で揺られていた。

　その間、健太郎の視界は遮さえぎられたままだった。町の喧けん騒そうを離れ、車輪に揺られ、静かな場所を抜けたであろうことは、拾えた音から辛うじて理解できた。

（くそ。何がどうなってんだ）

　健太郎は胸きよう中ちゆうで毒づく。念力で袋の口ぐらいなら開けられそうなものだが、やはり男の「無力化できる」という胡乱うろんな言葉が気になって、実行には移せなかった。

　そうこうしているうちに、どうやら屋内へ連れ込まれたようだ。いくつか扉を通り、階段を降り、立て付けの悪い鉄製のドアを開く音が聞こえ──健太郎は投げ飛ばされた。

「──うわっ！」

　思わず声を上げてしまった。ガシャン、と音を立てて転がる。

　直後、健太郎は麻袋越しに揉もみくちゃにされる。何が起こっているのか戸惑っているとガシッと柄つかを握られ、袋から取り出される。

「おおぉ……やはりこれが聖剣だったのか」

「──っ!?　あ、あなたは、確か……」

　健けん太た郎ろうを握って鞘さやから引き抜いた男には見覚えがあった。

　五十代ぐらいの、がっしりとした体に立派な鎧よろいを纏まとっている剣士。

　レナと初めて出会った時に森の外ですれ違った、マイルズとかいう男だった。

「驚いた……本当に喋しやべるんだな」

「す、すげぇなマイルズ！　聖剣かどうかはともかく、こいつは普通じゃねぇよ！」

　ハッと目を丸くしたマイルズの横で、小太りな男もギョッとしたように健太郎を見る。巨大な斧おのを背負った中年男性。だらしなく腹の出ている【戦せん斧ぷ使い】だ。

　健太郎は、マイルズに高く掲げられていることを利用して、周囲の状況をよく観察した。

　どこかの倉庫だろうか。埃ほこりが舞う広い空間には、様々な物が放置されていた。汚れの積もった樽たるや、蜘く蛛もの巣の張った武具。あるいは、最近になって運び込んだのだろうか、新品のようにキレイな道具類も。

「そうか、私に見覚えがあるか。光栄なことだよ」

　不意にマイルズは柔らかく微笑ほほえむと、丁寧な語調で言う。

「改めて挨拶をしよう。私はマイルズ。こっちの戦斧使いはダンブルだ。まずは手荒なマネをした非礼を詫わびさせてくれ。すまなかった」

　言葉では紳士的な振る舞いを見せているマイルズだが、その実本心がまるで見えない。

　そもそも健太郎は、盗まれてここにいる。警戒を怠らないよう神経を研ぎ澄ませた。

　すると、その鋭くなった神経に触れるように、倉庫の外からカツカツカツと駆ける足音が聞こえてきた。急いだように近づいてくる音に、マイルズ達も入り口へ目をやる。

　やがて、入り口から人影が飛び込んできて──、

「せ、聖剣が手に入ったってほんと──ぎゃふぅっ！」

　盛大に転こけた。見事なまでのヘッドスライディングを決めた。

「ぶわっはっはっは！　何やってんだよエレーナ！　ほんと、おめぇはドジだな！」

　揺れる腹を押さえながら、ダンブルは爆笑する。

「そんなんじゃ、いつまで経っても嫁のもらい手が見つかんねーぞ？」

「そ、そそ、そういうこと、面と向かって言わないで!?　失礼過ぎよ！」

　確かに現代日本なら立派なセクハラだな、というか初の生セクハラ現場が異世界か……と妙に冷静に思案していると、エレーナと呼ばれた赤黒いローブ姿の女性が立ち上がった。

　彼女にも見覚えがある。森の入り口でマイルズ達に同行していた、ビン底眼鏡の女性だ。

　間近で見てみると、マイルズ達と比べてずいぶん若いことがわかる。まだ二十代ぐらいの女性だ。黒いとんがり帽子を被り直し、マイルズの掲げる健太郎をマジマジと観察した。

「……ま、間違いないわ。それが正真正銘の聖剣よ。アリーチェの町のサルーンで取材されているところも見たんだから」

「本当かよ。ドジでチャラチャラした若ぇやつの言うことは、いまいち信用できねぇな」

　ダンブルは、あからさまな嘲ちよう笑しようをエレーナへ向けた。

「こんなにコテコテのキラキラで悪趣味な鞘さやに納まってる剣が、本当に聖剣なのかどうか。お前の情報には、今まで散々振り回されてきたからなぁ……」

「な、なによその言い方……。人に雑用ばっかり任せて、偵てい察さつまで向かわせといて」

　エレーナは悔しそうにローブを摑つかむ。立場的に、彼女は虐しいたげられているようだ。

「若ぇやつはそんぐらい、自分から進んでやるもんなんだよ。俺おれだって若ぇころは、散々パシらされて先輩のこと立てて、世の中渡ってきたんだ。なぁ、マイルズ」

「まあ、否定はしない。だが男女差はある。ほどほどにしてやれ」

「んだよ、女に甘いやつだな。独り身だからって、エレーナのこと狙ってんのか？」

「まさか。……ああでも、若者言葉で言うだろう？　『ワンチャン』あるかも、ってな」

「『ワンチャン』はあっても『ほんちゃん』は無理かもなぁ、歳だしよ！」

「「だあっはっはっは！」」

「さ、さ、さ……最っっ低！　し、信じらんない、このおじさん達！」

　下ネタに高笑いしているおじさん冒険者二人と、顔を真っ赤にして憤ふん慨がいする女性一人。

　酒に酔った時の祖父も、父と一緒の時に、こういった一面が出ていたのを思い出す。

　なんとも言えない虚むなしさが拭ぬぐいきれない健けん太た郎ろう。反面教師にしようと心に誓う。

（って、そんなこと考えてる場合じゃないだろ！）

　あまりにも力の抜ける展開に、自分の置かれた状況をすっかり忘れかけていた。

「あのっ。盛り上がってるところすみません。これって、どういうことですか？」

「安心してくれ……と言っても信用できないだろうな。だが君を悪用するつもりはない」

　優しい声で諭さとすようにマイルズは続けた。

「我々は、冒険者達がより活動しやすくなるよう、その状況を整えるために動いてる組織でね。そのために、聖剣である君にも協力してもらいたいと思っているだけだ」

「協力……ですか？」

　健太郎が聞き返す。だが、マイルズが答えようとしたところで、エレーナが彼に耳打ちする。マイルズは健太郎を、倉庫の壁際にソッと立てかけた。

「まあ、近々集会があるから、その時に詳しいことはわかる。すまないが、今こちらも立て込んでいるのでね。手厚いもてなしとはいかないが、ここで大人しくしててくれ」

　それだけ言い残し、マイルズは他二人を引き連れて倉庫を立ち去る。

　途中、エレーナがちらりと健太郎を見やる。こちらを気にするような素振りだ。

　だが結局エレーナは、何かをするわけでもなく。

　無人の倉庫に、乾いた施せ錠じよう音だけが響いた。
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　どれだけの時間が過ぎ去ったか定かではない。その間に倉庫を訪れるものは誰もおらず、見張り役が何度か交代するだけだった。

（…………暇だな）

　場違いにもそんなことを思ってしまった健けん太た郎ろう。眠ることもできないし、読む物もない。ただ時間を持て余すばかりだった。

（レナみたいなギャルでも、話し相手がいたのって、俺おれにとっていい環境だったんだな）

　健太郎は胸きよう中ちゆうで思った。こうなる直前にケンカしてしまったギャルの姿がちらつく。

（……って、なんだその『離れ離れになって初めて気づいた大切さ』みたいな話！）

　体があれば、ブンブンと首を振って払っていただろう考えだ。レナはあくまで健太郎の所有者だ。それも、聖剣の扱いがいちいち雑なギャル。それ以上でもそれ以下でもない。

　そんなことを考えていた時だ。倉庫の外が少し騒がしくなる。

　見張りの交代かと思ったがどうやら違うようで、ガチャッと扉が解錠される。

「さあ、出番だよ聖剣君」

　扉を開けて入ってきたのはマイルズだった。彼は先日の鎧よろい姿すがたに、仕立ての良さそうなマントまで着用していた。レナのような、趣味に走って着崩した装いではない。剣士としての正装を見た気がした。

　彼は健太郎を取り上げ、そのまま倉庫をあとにする。

「例の集会……ですか？」

「そうだよ。君はそこで、聖剣として我々の象徴になってもらう」

「……象徴？」

　何を言っているのかよくわからない。考えているうちに、健太郎は屋外へと運ばれた。

　明るい日差しが降り注ぎ、辺りの濃い緑を眩まぶしく照らしていた。どうやら森の中らしい。

　目の前には二十人ほどの人々が整列していた。みなそれぞれ装備品は違うが、武器を携帯していることから冒険者であることが窺うかがえた。

　マイルズの背後を見やると神殿が建っていた。中に倉庫がある様子から、この神殿を活動拠点にしているのだろう。

　そう、周囲の状況を観察していると。

「諸君！　いよいよ我々『古き良き冒険者の集い』が、その存在を証明する時だ！」

　突然、マイルズは声高々に宣言した。

「たとえばかつて、魔法は魔導師がたゆまぬ努力の末に習得した、誇り高き技術だった。だが今は金で容易たやすく手に入る！　利便性を追求した結果、魔導師はその存在も努力も軽んじられてしまった……そんな仕打ちを許して良いのか!?　否！　断じて否だ！」

　マイルズの演説を、集まっている冒険者達はみな一心に聞き入っていた。

　中には目尻に涙を浮かべる魔導師までいた。

（な、なんだなんだ？　『古き良き冒険者の集い』？　宗教か何かか？）

　健けん太た郎ろうが困惑していると、マイルズの興に乗り始めたような演説はなおも続いた。

「我々は今まで、努力を代償に結果を手に入れてきた！　だが今はどうだ！　我々を差し置いてあのギャルが──【好尚至上主義者ギヤル・トワール】などともてはやされる若くて未熟な冒険者が、偶然聖剣を手に入れただけで、聖剣使いの名をほしいままにしている！　だがそれでは、我々剣士の努力はいったいなんだったのか！　虚むなしいだけではないか!?」

　今度は剣士達から「そうだ、そうだ！」「毛が抜けるよりショックだー！」と声が上がる。みな四十代、五十代の『おじさん』と呼べる年齢層だ。

　なんとなく、健太郎にも話が読めてきた。

（まさかこれ、ギャルみたいな若い冒険者への嫉しつ妬ととやっかみで集まってるってのか？）

「我々のその悔しさや虚しさの根源が、単なる嫉妬とやっかみであることは認めよう！」

　……どうやら正解だったようだ。勢いに乗ったマイルズは止まらない。

「だが恥じらってどうする！　我々はもう歳だ、恥じらいなどとうに失った！　むしろこれからは、もう失うばかりだ！　怖がる必要がどこにある！」

　冒険者がドッとざわつく。「その通り！」「嫁からの愛も失ったしな！」「ついでに髪もな！」と騒ぎたい放題だ。

「ゆえに！　我々は恥を捨て、臆面もなく……これを手に入れた！　聖剣だ!!」

　そこで高々と掲げられる健太郎。たちまち、「おお～っ！」と歓声が上がった。

　なるほど、集会に集まった熟年冒険者達の士気を向上させるため、《聖剣》という象徴が必要だったらしい。

（それにしたって、こんな扱いはされたくねーよ！）

　レナにされたような雑な扱われ方も嫌だが、おじさんおばさんに崇あがめられるのも複雑な気分だ。そもそも、盗んだものを崇めるってどうなのだろうか……。

　そんな健太郎の胸きよう中ちゆうに答えるかのように、マイルズは力強く宣言する。

「手段など関係ない。我々の手元には聖剣がある。象徴としてこれ以上ない一振りを手に入れた！　いよいよ我々『古き良き冒険者の集い』が、世間に、若くてチャラい冒険者達に、その尊厳と偉大さを思い出させる時が来たのだ！　聖剣を掲げることで!!」

　たちまち「わーっ！」と盛大な歓声が沸き起こる。

　ここにいるのは、おそらくマイルズのいう『存在や努力を軽んじられ』て『虚しさや悔しさに締め上げられ』た熟年の冒険者達なのだろう。

　要は、かつての栄光が霞かすみ始めてしまった『おじさん』と『おばさん』だ。

　だが……あまりにも情けない！

「おじさんおばさんだって、若者に負けていないのだと、思い知らせてやれぇ！」

「「えい、えい、おーっ！」」

（なんなんだ、このしょうもない集会は………）

　健けん太た郎ろうはゲンナリしてしまう。同情はするが、大人が年とし甲が斐いもなく寄ってたかってこんな集会を開くから、若者に舐なめられるのではないか？　とすら思い始めてしまう。

　同時に怒りすら芽生えていた。こんな事態に巻き込まれ、利用されようとしている自分自身の情けなさに、心底腹が立つ。

（……レナとケンカなんかしなけりゃ、こんな目に遭わなかった……のかな）

　そう思うと、なんだかレナに対して、くだらない意地を張っていただけのような気もしてきた。公園でのケンカでは自分の言い分にも非があったと、今更反省し始める。

　となれば、レナにきちんと謝るためにも、どうにかしてここから逃げだしたい。

　健太郎が何か手はないか思案していた時だ。不意に視線を感じてその方向へ目を向ける。

　決起集会を終えたおじさんおばさんが、拳こぶしを打ち合ったりして互いを鼓こ舞ぶしあっている。

　そんな中、妙に大人しい小柄な人影を視界に捉えた。驚いたようにこちらをジッと見つめる、赤いフード付きのローブを身に纏まとった女の子……、

（……──ッ!?　リ、リコ!?）

　間違いなかった。そこにいたのは、つい数日前にパーティを組んだばかりのリコだった。

　だが、何がどうなっているのかよくわからないまま、決起集会はお開きとなる。

　健太郎はそのまま、倉庫へと戻されてしまった。
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　見張りが最後に交代してからしばらく経った。そろそろ次の交代のタイミングだろうか。

　倉庫の前で挨拶程度にかわす見張り達の世間話を聞くに、健太郎が連れ込まれてから二日は過ぎているらしい。その間ずっと、一カ所に留とどまって起きっぱなし。

　物音を立てないようにしながら、健太郎は念力で周囲の物を動かすなどして過ごした。念力の練習も兼ねた暇つぶしだが、実際これを行っていないとおかしくなっていただろう。

（……だけど、それももう飽きたな）

　健太郎は静かに息を吐き、近くに落ちている布きれをヒラリ、クルリと浮かせて遊ぶ。

　すると倉庫の外から話し声が聞こえてきた。陽気なおばさんと、礼儀正しい少女の声だ。

　少女の声は聞き覚えがある。ようやく来てくれたか、と安あん堵どの気持ちが広がった。

「それじゃ、リコちゃん。あとはよろしくね」

「わかりました。おやすみなさい」

　姿は見えないが、リコのことだ。きっとペコリとお辞儀までして見送ったに違いない。

　しばらくするとドアの小窓に、フードの一部がヒョコッと現れた……かと思えば消えた。

　どうやら小窓を覗のぞき込もうと、背伸びやジャンプを繰り返しているらしい。

「大丈夫だよ、リコ。そこにいるのは気付いているから」

「え？　あ。そ、そうですか……。すみません。私、背がちっちゃくて」

「あははっ。別にそれ、謝ることでもないでしょ」

　リコの生き真面目まじめさが妙にかわいくて、つい健けん太た郎ろうは笑ってしまった。

「驚いたよ。リコがこんな変な会に参加してるなんて」

「……『古き良き冒険者の集い』です」

　リコの声は、心なしかムッとしているように聞こえた。

「ごめんごめん。『古き良き冒険者の集い』ね。なんだか妙な集まりだなぁ」

「そ、そんなことは……。きちんとした格好や志でがんばっている冒険者の皆さんを支援するため、スタイリストさんを斡あつ旋せんしたり、パーティを組んで情報交換をしたり、そういう支援活動をしている組織です。妙ってほどでは……」

「でもそれって結局、チャラチャラした冒険者を快く思ってない人達が集まって、自分達が活動しやすいよう潰つぶしにかかってる……ってことでもあるんじゃない？」

　リコは答えない。言い方は極端だったかもしれないが、きっと図星なのだろう。

　マイルズの演説を聴いていれば、まだこの世界に慣れていない健太郎でも察しはついた。

　マイルズ達は、【好こう尚しよう至上主義者】などの若い冒険者の台頭によって、正当に評価されにくくなった。そんな熟年の自分達の実情を、嘆いている。

　だから覆したがっているのだ。たとえ『聖剣を盗む』という手段に打って出たとしても。

　手段はともかく、健太郎にも動機は理解できるし、集会の誕生も自然な流れと思えた。

「リコが参加してるのも、それが理由なのか？」

　しばらくリコは黙っていたが、まるで観念したように言葉を紡ぐ。

「だって……真面目にコツコツがんばってるのに、ちゃんと評価されないのってあんまりじゃないですか。ちょっとした偶然のために、何十年も積み重ねた努力が、容易たやすくなかったことにされてるんです。そんなの……理不尽ですよ」

　リコの主張は、誰のことを言っているのかがすぐに想像できた。あえて名前を出さないところに彼女なりの戸惑いは感じられるが、それが本音なのだろう。

（まあ、わからないこともない……かな）

　現実世界でもそうだ。チャラチャラしている人の方が、コミュ力も高く世渡り上手で、意外と評価されやすい。クラス内ヒエラルキーがそれを如によ実じつに物語っている。

　その現実を知っているからこそ、リコの気持ちは理解もできるし、同情もしてしまう。

「リコは真面目でしっかりしてるからな。その分、堅物で委員長っぽいけど」

「イインチョー？　よく知りませんが、なんとなく小馬鹿にされたのは理解できました」

　ふて腐れたようにリコは続ける。

「それに私も、一人の魔導師として、魔法を取り巻く現状を快く思ってません。みんな、『可愛かわいいから』とか『カッコいいから』で選びすぎなんです」

　プンプン、という擬音語すら聞こえてきそうな語調でリコは言う。

「マイルズさんの言うこともそうですけど、地道にお金を稼いで、じっくり吟ぎん味みして魔法を買い、コツコツ努力して熟練度を上げるのが模範的なのに……納得できませんっ」

　だが健けん太た郎ろうは、リコの言い分を聞いていて、思わず笑ってしまった。

「な、なんで笑うんですかぁ！」

「ごめんごめん。リコは本当に真面目まじめだなぁって思って。もちろん、褒ほめ言葉としてね」

　だが、リコは納得できていないのか、可愛らしく「むーっ」と唸うなった。

　この会にリコが参加した理由は、なんとなく理解できた。

　だが同時に、不思議に思うこともあった。

「……リコはいつから参加してたんだ？」

「ちょうど、一ヶ月前ぐらいだったかと……。なんでですか？」

「なんでこの前、レナ達とパーティ組んだのかなって思って。だって、ギャルなんてチャラチャラした冒険者の代表みたいなもんだろ？　嫌いじゃなかったのか？」

「いや、その……んん」

　どうやらあまり訊たずねられたくないことだったようで、リコは唐突に言葉を濁す。

「別に、嫌いっていうほどじゃないですよ。苦手なだけで……。それにあの時は、どうしても《ウィンド・スラッシャー》の魔石が欲しかったので……」

　それを聞いて、ふとレナの言葉がフラッシュバックした。

『リコのことは嫌いじゃない、生意気で苦手なだけ』

　もしかしたらレナとリコは、向いている方向こそ違えど似たもの同士なのかもしれない。

　そう思うと、健太郎は少し、微笑ほほえましい気持ちになった。

「……でも、あの……正直に思ったこと、言ってもいいですか？」

　リコはそう改まる。「どうぞ」と健太郎が促すと、リコはゆっくり話し出した。

「まさか、ケンタローさんを──聖剣を盗んでくるとは、思ってませんでした」

「……まぁ、リコはそういうの、反対するだろうな」

「当たり前です！　窃せつ盗とうは犯罪じゃないですか。だから、その、この会って本当に大丈夫なのかなって思い始めてて……」

　リコの心配は、彼女の性格を考えればもっともだ。マイルズ達は、目的や活動のために組織ぐるみで罪を犯したのだ。剣一振りでもれっきとした窃盗罪。組織の黒い面を垣かい間ま見みて怖くなったのだろう。

「不安に感じるなら、今からでも抜け出せないのか？」

「たぶん、無理だと思います。ケンタローさんのことを漏らすわけにはいきませんから、今から脱会するのは怪しまれちゃいます」

「じゃあ俺おれのこと、ギルドに密告するとか……」

「そ、そんなことしたら、私まで犯罪組織の一員にされて……」

　なるほど、うまい具合に情報統制と囲い込みの形は出来上がっていた。

　しょうもない大人の集まりなだけだと思っていたが、結構厄介な案件である。

　自己責任とはいえ、知らぬ間に加害者に仕立て上げられてしまったリコもかわいそうだ。

「なんでリコってば、こんな会に入会しちゃったかなぁ」

「だ、だって、エレーナさんが、半ば無む理り矢や理り……」

「無理矢理？　リコの意思じゃなかったの？」

　てっきり自ら入会したものと思っていた健けん太た郎ろうは、率直に聞き返していた。

「一ヶ月前、エレーナさんに声をかけられたんです。それで、アンケートみたいなのに答えたら、『古き良き冒険者の集い』を紹介されたんです。私も魔導師として、同じ魔導師のエレーナさんの抱えてる不満には同意でしたから、意気投合しちゃって……」

　なんだか悪い予感が募つのってきた健太郎だが、口を挟まずに続きを待つ。

「会費もいらないから署名だけでもって言われて、最初は断ったんですけど……。エレーナさん、実はノルマがあって、あと一人入会させないとこっぴどく怒られるって話で、それなら署名ぐらい、いいかなって……あ、あれ？　ケンタローさん、聞こえてます？」

「ああ、うん。大丈夫。ここまで綺き麗れいにハマる人って初めてだから、ちょっと頭痛がね」

「…………？」

　真面目まじめな人ほど詐さ欺ぎに遭う。その言葉は極論だと信じていたかった健太郎だが、こうもわかりやすいお手本がいるとは……。剣の姿でなければ両手で頭を抱えていただろう。

　何をどう説明したものかと、盛大なため息をつく健太郎。だがおそらく、詐欺の被害者であり、加害者にまで仕立て上げられたと正直に話せば、リコは気が動転して取り返しのつかないことをやりかねない。

「リコ。外の警備ってどれぐらい厳重なんだ？　神殿までの出入りってどうしてる？」

「えっと、警備は全員で三人です……。倉庫の見張りと、周辺の警備ですね。森はＢランクのダンジョンなので、移動時は常にパーティを組んでます」

「パーティって、どれぐらいの規模になるの？」

「『ローランの森』の最低推奨戦力は、前衛三人の後衛二人ですね」

　どうやら、進むにはそれなりに骨の折れる森林系ダンジョンらしい。しかも、仮に神殿内の人員でパーティを組もうにも、森を抜けるための最低戦力が揃そろわない。

　となれば、魔導師のリコが健太郎を抱えて逃げる、という手段は取れない。危険すぎる。

　なんらかの方法で、この会に関与していない外の人間に助けを求めるしかなさそうだ。

（けど、これだけ用意周到だし、リコが監視されている可能性だって……）

　例えばこの世界には、姿や気配を消すスキルを備えたアクセサリーや、尾行が得意な【職業ジヨブ】があっても不思議じゃない。監視の目を警戒するに越したことはない。

　問題はそんな中で、聖剣という単語もこの場所の名前も使わず、あるいは声に出さず、聖剣の所在を誰かに伝える方法があるのかどうか。

　健けん太た郎ろうは思案し……一つだけ、思いついた物があった。

「……何か書く物持ってないか？　鉛筆か、ペンか……」

「あ、はい。あの、でも、何に使うんですか？」

「いいから。あるなら小窓から投げ入れて」

　ドアの向こうでは、リコの頭に多くの『？』が浮いていることだろう。

　しばらくして鉛筆が投げ入れられると、健太郎は念力で引き寄せる。近くの布にガリガリと擦こすりつけると、今度は布を鉛筆に結んで小窓の外へ放り投げた。

　リコが「うわっ」と小さい悲鳴を上げる。

「え？　え？　な、なんでこんな、結ばれて……中に誰かいるんですか？」

「いや、念力っていうか……聖剣の俺おれが、唯一使える能力なんだ」

　健太郎が答えるも、リコは信じられないのか「……はぁ」と素っ気ない返事をするだけ。

「これ、中を読んでもいいですか？」

「もちろん。でも、たぶんリコにはわかんないだろうな」

　シュルッと結び目のほどける音がした。わずかな沈黙の後、リコが躊躇ためらいがちに訊たずねる。

「落書き……ですか？　それとも、何かの模様？」

「やっぱりそう見えちゃうよね。レナやエミリーは防具に彫る柄がらにしたいって言ってた」

「防具に彫るって……もう。身を守るための大切な道具なのに、なんでレナさんみたいなギャルはみんな、そうやって遊び半分に……」

　と、こんな時にもブツブツと生き真面目まじめなことを口にしたリコへ、健太郎は言った。

「なんとかこれを、レナかエミリーに渡してほしい。俺からだとは言わなくてもいいよ。リコが怪しまれるし、たぶんレナ達ならわかってくれる」

　するとリコは、少しだけ考え込んでいるような時間を置いた。

「……レナさんのこと、信頼されてるんですね」

「これについては、ちょっとした賭け。だいたい俺、こうなる直前にレナとめちゃくちゃケンカしちゃってさ。たぶん、向こうからは全然信頼されてないと思う」

　健太郎は、ため息交じりに言う。ケンカの原因も、言い分も、思い出せば腹が立つ。

「それでも──俺はレナの聖剣で、レナが俺の持ち主なのは、変えようがない事実だからさ。やっぱり、信じないとって思って。じゃないと何も始まらないだろ？」

　でなければ、もしかしたらこのまま、謝る機会すらなくなってしまうかもしれない。

　そう思えばこそ、健太郎はあのギャルのことを信じようと、強く思ったのだ。

「……はーあ……。なんでいつも、真面目まじめな人よりチャラチャラした人達ばっかり……」

　リコは本音と共に大きくため息をついた。

「わかりました。届けるだけ、届けてみますね」

「よろしくお願いします」

　剣道家としての礼儀正しさが出たのか、つい敬語になってしまった健けん太た郎ろう。

　やがてリコも交代のタイミングとなり、持ち場を離れることになった。

　リコは誰に向けたのか、決意に満ちたような声で「行ってきます」と言った。
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　健太郎の綴つづった手紙を手にリコが神殿を出発してからどのくらい経過しただろうか。

（……ああぁっ、もう!!　いい加減助けにこいっつーの!!）

　倉庫内の物を弄いじって遊ぶのにもほとほと飽きて、話す相手もおらず、いよいよ健太郎は苛いら立だちが募つのって人格が変へん貌ぼうしかけていた。

（こっちは頼むしかない立場だけどさぁ。ちょっと遅すぎやしませんか、レナさんよぉ）

　いっそのこと、念力を爆発させて倉庫内で暴れてしまおうかとも思った。そうすればスッキリするのではないか？　見張りを驚かせて、「わー！」だの「きゃー！」だの騒ぐ姿を見るのも、実に愉快かもしれない……、

（……ヤバい。あまりのしんどさに、ダークサイドに堕おちかけてた。平常心平常心……）

　健太郎はゆっくり息を吐き、黙想を始めた。

　やがて、見張り交代のタイミングとなる。

「ようやく交代か。俺おれぁ疲れたから寝る」

　見張りの男は大きなあくびをした。眠れるなんて羨ましいな、クソッ！　と健太郎が胸きよう中ちゆうで悪あく態たいをついた──直後。

「ゆっくり休んでくださいね。お休みなさい」

（……リコっ!!）

　その鈴のような声に真面目な受け答えは、間違いなくリコだ。

　やがて先任の見張りが扉を離れ、足音が遠とお退のいていく。

　完全に足音が消え、そのまま無音の時間が続き──、

「こっちです、早くっ」

「はーい、かしこまりぃ」

「ちょっと、なに大きな声出してんのよっ。気付かれるじゃないっ」

　なにやら三人分の小声でのやり取りが聞こえてきた。

　ドアの前に集まってくると、ガチャガチャと鍵を弄る音が鳴り響く。

「なにもたついてんのよ、リコ、早くしなさいって」

「い、今やってますからっ。待っててください」

「早く、早くぅ」

「わかってますから……うひゃぁ！　む、むむ、胸を押し当てないでくださいよお！」

「「しぃぃぃっ!!」」

　助けに来てくれたことはすごく嬉うれしい。……のだが、緊張感のないやり取りを耳にしてしまうと再会の感動が薄れるような気がして、健けん太た郎ろうは複雑な気持ちを抱いてしまった。

　ガチャッと解錠され、ドアが開く。

　そこにいたのは、やはりリコとエミリー、似合わない防具を装備したデニスだった。

「あーん、もぅ！　本当に埃ほこりっぽい……あら？　あらら？」

「あぁ、ケン君みーつけたぁ！」

　エミリーとデニスが健太郎を見つけるや、すぐに駆け寄ってくる。

　健太郎を拾い上げると、エミリーは豊満な乳房に埋まるほど強く抱きしめた。ローブの上からでも伝わってくる胸の圧迫感に、思わず健太郎は「うわ……」と声を漏らした。

「よかったぁ。レナが『盗まれちゃった』って言うから、どうしようって思ったよぉ」

「ほんとよねぇ。でも、これでひとまず、第一目標達成ね」

　デニスも心から安心したように顔をほころばせた。












　健けん太た郎ろうも、みんなが助けにきてくれたことに安あん堵どの息を漏らす。

「ケンタローさんが書いた手紙、ケンタローさんの世界の文字だったんですね。全然知りませんでしたし、おかげで誰にも怪しまれずに渡せました」

　リコの言うとおり、彼女に託したのは一言一句が平仮名で書かれた、簡素な手紙だった。囚われているという状況、場所、それらを綴つづった日本語の救難信号だったのだ。

　これを解読できるのは、この世界の文字と五十音との対応表を作って渡したことのある、レナとエミリーだけ。それに賭けてみたのだ。

「エミリーさんもデニスさんも、ここへ来るために二人だけで入会したフリをして、一緒のパーティを組んで森を抜けてきたんです。バレたら一巻の終わりなのに……」

「意外と無む茶ちやすんな、エミリー……」

「えへへぇ。どういたしましてぇ」

「あのね、エミリー。別にアタシ達、褒ほめられたわけじゃないわよ？」

　そんなやり取りのあと、健太郎は会話に妙な箇所を見つけてしまった。

「二人だけって……レナはどうしたんだ？」

「それがね……レナってば、絶対行かないって意地張っちゃってて」

「はぁ!?　なんで……」

　思わぬ回答に健太郎が叫ぶと、デニスが呆あきれ声で言った。

「ケンカした直後だから、自分から助けに行くのが癪しやくなんだそうよ。ケンちゃんが先に謝るまで、頑がんとして動かないって。あんた達、どんだけ派手なケンカしたのよ……」

「レナはそういうところ、昔から頑固だからねぇ……」

「頑固とかそういう問題じゃなくない!?」

　一時のケンカをこんな時まで引っ張るのは『頑固』というのだろうか……。

　呆あつ気けにとられている健太郎を、リコがジトッと見つめる。視線が痛い。

「ほら、やっぱり。ケンタローさんだってギャルに裏切られてるじゃないですか」

「い、いや。それでも、エミリーとデニスさんが助けに来てくれたのは充分ありがたい。レナに謝るにしても、まずはここを抜け出さないとだし。だから……ありがとう」

　健太郎が正直な気持ちを告げると、エミリーとデニスは満足げに微笑ほほえんでくれた。

「……ただ問題は、このまま無事に森を抜けられるかどうか、よね」

　デニスの言うとおりだ。帰りは健太郎を抱えて森を抜けなければならない。

　当然、行きとは違って、神殿内にいる『古き良き冒険者の集い』のメンバーとパーティなんて組めない。こうして集まっているメンバーだけの臨時編成で決行するしかない。

「しかたありません。デニスさん、俺おれを使ってパーティの前衛、お願いできませんか？」

「あ、アタシがぁ!?　いや……そりゃ、ケンちゃんを握れるのは嬉うれしいわ。でもアタシ、まともに剣なんて振るえないわよぉ」

「そこは俺おれに剣の心得がありますから色々指示は出せます。どのみち戦闘は避けることが前提で、いざって時の牽けん制せい程度ですから。あと露骨に『握る』って言わないでください」

　デニスが持っても切れ味は出ないから、『剣』として運用はできない。

　だが鉄製の棍こん棒ぼうぐらいの使い方はできる。牽制するならそれで充分だ。

「でもケンタローさん。冒険者じゃない人が武器を使うのは、武具管理法違反じゃ……」

「そうだけど、リコには魔法で援護してほしいし、エミリーも安全な場所から《ヒール》で対応してほしい。となると、たとえ違法でもデニスさんに前衛をお願いしないと」

　それでもリコは逡しゆん巡じゆんしているようだ。

　彼女の真面目まじめさを思えば、迷う気持ちはよくわかる。

「リコ。確かに犯罪は悪いことだ。でもマイルズさん達のような窃せつ盗とうとは違う。これは危険防止のための、やむを得ないことなんだ。わかってくれるな……」

　リコはしばらく口を閉ざし、思案しているようだった。

　だが、たっぷりと時間をかけて、リコは頷うなずいてくれた。

　これで臨時のパーティは組まれ、役割も確認できた。

「よし……それじゃあ準備ができ次第、出発しよう」

　健けん太た郎ろうの指揮に、みなが力強く頷いた。
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　神殿内の警備は、実際のところザルだった。マイルズがこれだけの警備で充分と判断したのは、天然の要塞である森を進んで神殿に近づく方が、遙はるかに困難だからだろう。

　魔物が神殿に攻めてくるケースもあるのでは？　と疑問に思った健太郎だが、神殿周辺は『セーフティゾーン』として結界が張られており、魔物は近寄ってこれないそうだ。

　だがひとたび『セーフティゾーン』を抜ければ、魔物の巣そう窟くつ。いつ出くわしてもおかしくはない。明るい木漏れ日が差し込む森の中、エミリー達は来た道をまっすぐ引き返す。

「それにしても、エミリーが助けに来るっていうのはちょっと意外だった」

　道中、魔物や『古き良き冒険者の集い』のメンバーを警戒しながら進みつつ、健太郎は素直な思いを口にした。

「正直、レナが動かないならエミリーも動かないような気はしてたし」

「ええ、何それぇ。うちはレナの取り巻きじゃないもぉん。ケン君ひどいしぃ」

「ごめんごめん。ただ、エミリーは治ち癒ゆ士しだろ？　戦闘向きじゃないのに、なんでわざわざ危険を冒してまで……」

　するとエミリーは、顎あごに指を当てて首をかしげた。

「えっとねぇ……ぜぇんぶ、うちの女の勘ってやつが理由かなぁ」

「……はい？　女の、勘？」

　まさかの曖昧な答えが返ってきて、健けん太た郎ろうは反射的に聞き返した。

「そうそう～。レナにとってケン君は、きっと掛け替えのない存在なんだろうなっていう、女の勘がビビビーって働いたんだよねぇ」

「……その勘が働いたっていう、根拠は？」

「根拠ぉ？　うーん……なんだろうなぁ」

　エミリーにしては珍しく、難しい顔で唸うなる。ややあって彼女は答えた。

「レナ、ケン君を抜いてから少し変わったっていうか、前よりも楽しそうっていうかぁ」

「アバウトだなぁ。それに、俺おれはただ、からかわれてるだけだって」

「ああ、きっとそれかもぉ。『からかえる距離の友達』ができたから、みたいなぁ？」

　エミリーは頭の上に電球を灯ともしたような笑顔で言った。

　ちょっと適当過ぎやしないかとも思った健太郎だったが、そこは深く考えずに訊たずねる。

「できたからって言うけど、エミリーだって『からかえる距離の友達』だろ？」

「うちらはもう、からかう相手以上の大親友だからねぇ……きゃ～、言っちゃったぁ♪」

　一人で嬉うれしそうに顔をほころばせたエミリー。

「つまり、レナに普段いないタイプの友達ができて、雰囲気が変わったってことか？」

「うーん……難しいことはよくわかんないけど、たぶんそうかもぉ。えへへぇ♪」

　お決まりのフワリとした笑みを浮かべ、エミリーは続けた。

「ただケン君を抜いてから、レナがなんとなく変わったのは間違いないんだぁ。だからこれから先も、レナにはケン君が必要になるんじゃないかなって思ったんだよねぇ」

　レナの親友として彼女をすぐそばで見てきたエミリーだからこそ、感じ取ることのできた機微。それをエミリーは、思ったままに口にしただけだ。方便でこんなことを上手に言えるタイプじゃないのは、これまでエミリーを見てきてなんとなく感じ取っていた。

　だから、エミリーの感じ取ったことや今の言葉に、きっとウソはないのだろう。

「……どうだろう。買いかぶりすぎだよ。剣である俺への扱いを見ればわかる」

「でもでも、ケン君はレナに会いたいんだよねぇ？」

　妙な質問の仕方をしてくるな、と不思議に感じた。

　だが誤ご魔ま化かしても仕方がないし、きちんと説明しないとエミリーには伝わらないだろう。

「そりゃな。じゃないと俺はどこへも行けないし、お互いの目的を達成できない」

　人の姿を取り戻すこと。聖剣使いの【職業ジヨブ】を返上すること。

　その二つは、健太郎とレナが揃そろっていないとどちらも成し遂げられない。

「それに……会わなきゃ、ケンカしたことだって謝れないし」

　それが、揺るがぬ事実だから──。

「だから、できるならレナのところには、帰りたいって思ってる」

　健けん太た郎ろうはそう、まっすぐに答えた。

「……うふふぅ。なんか素敵な告白を聞いちゃった気分～♪　うちの勘は鋭いなぁ」

　ニマニマしながら頰ほおを押さえるエミリーに、健太郎は驚いて声を上げた。

「なっ！　さてはこれを言わせたかったんだな!?」

「ええぇ？　違いますよぉ？　ケン君が勝手に言っただけですよぉ？」

　エミリーは口元を押さえた。すると、端で聞いていたリコまで頰を赤く染める。

「そ、そうだったんですね。ケンタローさん、実はレナさんのこと……」

「ち、違う違う！　俺は単にレナの持ち物だから、レナの元に帰りたいってだけで……」

「でもレナはこの前、ケン君に裸見られたって怒ってたし、意識しちゃってるかもねぇ」

「ケンタローさん、剣のくせにハレンチです！　やっぱり人格が男の人だからですか!?」

「誤解だって！　あれはレナがからかってきて……あ、あいつ、俺がいないところでそういうこと普通に話すなっての！　ていうかエミリーも余計なこと言うな！」

　健太郎の慌てた突っ込みに、エミリーはクスクスと笑い、「でもねぇ」と続けた。

「うちの女の勘って、これでも結構当たるんだぁ……えへへぇ♪」

　なんだか、エミリーの手玉に取られている気がしないでもない。

　だが、理由はなんであれ助け出されたし、このままレナの元へ帰りたいことも事実。

　助けてくれたことに感謝しつつ、今は無事に逃げ帰ることだけを考えようとして……。

「いたぞ、あそこだ！」

「──まずい、見つかりました！」

　リコが弾はじかれたように声を上げ、エミリー達は走るスピードをさらに上げた。

　走る三人に代わり、健太郎は背後の追手を確認する。十人ほどのパーティだ。剣士や戦せん斧ぷ使いが半数を占め、弓術士や魔導師も従えている。マイルズなどの見知った顔はいない。

「お、思ったより、はぁ、はぁ、早かったわね……！」

　健太郎を持って走っているデニスが、息も絶え絶えに言った。

「あの会の人はみんな、森のトレンドを調べています。私達が逃げるルートも絞り込めたのかも……。すみません、もっと複雑なルートにすれば良かったです」

「なるほど。虎こ穴けつに入って、一斉に襲われちゃったわけね……はぁ、ひぃ……」

　後ろを気にしながら走るリコは、杖つえをかざして詠えい唱しようした。

「足止めができればいいのですが……。ごめんなさい──《ライトニング・アロー》！」

　杖の先にバチバチと電気が発生し、複数のダーツ状に固まっていく。

　リコは後方の追手へ投げ飛ばすように杖を振るった。まるで稲妻のような尾を引きながら、小さな雷撃は目にも留まらぬ速度で発射された。

　木々の隙間を駆け抜け──着弾。短い悲鳴を上げて足を止める冒険者が複数。

　だが、無事だった冒険者が前に出る。

「やはり熟練度が低いと、この程度が限界……ですが！　《グランド・ウェーブ》！」

　叫んだと同時、道の途中で大地が盛り上がり、まるで小さな波のように追手へ襲いかかる。足を取られた複数の冒険者は転倒するが、追跡の流れは止まらない。

「できる限り牽けん制せいを続けてくれ、リコ！」

「わ、わかりました……はぁ、はぁ」

　リコは走りながら次の魔法を選んでいるようだが、なにやら様子がおかしい。

「どうしたリコ。腹押さえて……」

　嫌な予感を抱いて健けん太た郎ろうが訊たずねると、リコはカァッと顔を赤くした。

「じ、実はその……き、金欠で、昨日の夜から何も……ご飯食べてなくって」

「またかよ！　こ、こんな時に勘弁してくれよ！」

「でも、大丈夫です……たぶん！　空腹には負けましぇん！」

「集中できてないじゃん！　思いっきり嚙んでるじゃん！」

　リコは万全の状態ではなかったようだ。ものすごい不安で一杯になる。

　そんな中、リコは杖つえをかざして呪文を唱えた。

「集中、集中……えっと、ア、《アイシュ・ニード》……って嚙みましたぁ！」

「言わんこっちゃなぁい!!」

　呪文詠えい唱しよう中に途中まで形成された氷柱つららも、ヘニャッと溶けて消失してしまった。

　その隙をつくように、今度は敵の冒険者が応戦してくる。火魔法が吹っ飛んできては木々を焦げ付かせ、風魔法が迸ほとばしれば枝葉を刈り取り……。

　その攻撃の中、エミリー達は悲鳴を上げながらひたすら逃げ惑う。健太郎は後方の動きに意識を集中し、魔法の接近や飛び道具の軌道をみんなへ知らせた。

　エミリーの《バリア》が移動物にもかけられるのなら、飛び道具や魔法から身を守ることもできたのだが、それが不可能な以上は自力で避よけるしかない。

「みんな、足を止めるな！　がんばれ！　逃げ切ったら勝ちだ！」

「そ、そんなこと言われてもぉぉ！」

「な、なんか私達……はぁ、はぁ、この前も、逃げてませんでしたっけ……？」

「し、仕方ないでしょ！　アタシ達ってば、とぉっても貧弱なパーティなんだもの！」

　各おの々おの、腹に抱えていることを吐き出しながら、森の中を駆け抜ける。

　──しかし。

「ちょ、ちょっとちょっと～！　あ、あんた達、ストップよストップ～！」

　先頭を走るデニスが必死に呼びかけ、急停止する。

　だが対応の間に合わなかったエミリーがデニスにぶつかる。

　次いで、エミリーの背中にリコまでが激突。

「どぅふっ！」「きゃうっ！」「ひやあっ！」

　キレイなまでの玉突き事故を起こし、そのまま地面に倒れ、見事な三段重ねになる。

「ちょっとぉ……ちゃんと前見てなさいよ。ジャケットが汚れちゃったじゃなぁい」

「デニスさんが急に止まるからだよぉ……。竜車は急に止まれないんだぞぉ？」

「エ、エミリーさん大丈夫ですか……って、スカートめくれてる!?　は、早く隠して！」

　三者三様で言いたいことを言い合いながら起き上がる。

　そんなエミリー達の前に、ザッと踏み込む影があった。

「まさか、リコ君が手を回していたとはな……」

「あ……ま、マイルズ……さん」

　足の先までフルプレートの鎧よろいで包み込んでいるマイルズは、加齢を感じさせる顔に少しばかりの怒りを滲にじませていた。

「ど、どうしよぉ……早く、に、逃げないとぉ」

　エミリーがアワアワと周囲を見回す。しかし、すぐに「ひぃっ」と小さな悲鳴を上げた。

　すでに『古き良き冒険者の集い』のメンバーによって、エミリー達は囲まれていたのだ。

　リコは周囲を確認した後、小さな声で言った。

「こうなったら応戦するしか……。ケンタローさん、デニスさん、準備いいですか？」

「やだ、この剣士さん……すんごいいい男じゃないっ！」

「こんな時になに言ってるんですか！」

　ポッと頰ほおを染めたデニスに、健けん太た郎ろうが思わず突っ込む。

　そのやり取りをやめさせるように、マイルズは強めの一歩を踏み込んだ。

「聖剣を持ち去ってどうする気だ？　まさか、あのギャルの剣士に返すのか？」

「あ、当たり前だよぉ！　レナの聖剣なんだからぁ！」

「なら、なんで持ち主がここにいないんだ」

「そ、それはぁ……」

　マイルズは痛いところを突いてくる。エミリーは反論できずに口をつぐむ。

「結局その程度なんだ。チャラチャラした若者は、深く考えずにその場その場で行動する。それがどれだけの責任を伴い、どれだけの損益を生み出しているのかも知らずに……。思し慮りよが浅いため、聖剣の価値も理解できないから雑に扱う」

　マイルズはゆっくり拳こぶしを握る。木漏れ日を反射させる篭こ手てが、微かすかに音を鳴らした。

「そんな未熟な若者は、聖剣を持つべきじゃない。もっと然しかるべき者が手にし、世界に貢献するべきなんだ。そのための聖剣であり、それを成して初めて《聖剣使い》なんだ！」

「だからって、窃せつ盗とうは正当化されません。マイルズさんのやっていることが、本当に聖剣使いにふさわしいとは思えませんよ」

　健太郎も反論する。だがマイルズは、ニッと笑うだけ。

「なら聞くが、聖剣君。君はあのギャルのそばにいることを、本当に望んでいるのか？　雑な扱いばかり受けて、それでも君は、あのギャルの持ち物であることを望むのか？」

「……望むんじゃありません。俺おれはレナに引き抜かれた、レナの持ち物なんです。俺を扱えるのは、レナだけなんです」

「持ち物が持ち主を決めるとは本ほん末まつ転てん倒とう。持ち物の真価は持ち主によって引き出される。では、聖剣にふさわしい本当の持ち主は、いったい誰なんだろうな……ふふっ」

　そう、マイルズが健けん太た郎ろうへ向けてほくそ笑んだ時、森の奥から走る足音が聞こえてきた。赤黒いローブにビン底眼鏡の魔導師が、ヒィヒィと息を荒くしながら近寄ってくる。

「ちょ、ちょっとマイルズ……はぁ、はぁ……何、のんびりしてるのよぉ」

　その魔導師の女性──エレーナは、走り慣れていないせいかすでに息も上がっていた。

　やがてマイルズのそばに来た……かと思ったら、太い木の枝に足を引っかける。

「ふんぎゃあ！　……いったーい、もう！　やんなっちゃう……」

「おいおい、何してんだよエレーナ、鈍くせぇ。せっかくおもしろくなってきたってぇのに、遅刻か？　感心しねぇなぁ」

　ダンブルがゲラゲラと笑うと、周りのおじさんおばさんも笑い出す。

「ち、違うわよ！　あなた達がやれやれってうるさいから、この先にトラップの準備をしてたんじゃない！」

　おじさんおばさん連中に猛抗議したエレーナは、顔を赤くしたままマイルズを見やる。

「と、とにかく。早く聖剣取り返しちゃいなさいよ……。魔物に取り囲まれるわ」

「わかっている。少しは落ち着くんだ、エレーナ」

　マイルズは、健太郎を持っているデニスの前に歩み寄る。

　最初こそキッとにらみ返して、健太郎を抱きしめていたデニス。だがマイルズの手が肩に添えられ、見つめられ続けると、次第にデニスは頰ほおを朱に染め力が抜けてしまった。

「ちょ、デニスさん！　呆ほうけてる場合じゃ──」

　と健太郎が叫ぶも、緩んだ腕の隙間から健太郎を回収するのは容易たやすい。

　エミリーやリコが、周りの冒険者に目を付けられて動けない中、健太郎は再びマイルズの手に渡ってしまった。

「ふふっ。やはり、聖剣の重みというのはズシッとくるな」

　マイルズがそう、笑いながら健太郎を掲げ、鞘さやを少しだけ引き抜く。

「……──ッ!?」

　その刃に何かが反射したのを、マイルズは見逃さなかった。

　健太郎も掲げられたことで、周囲の状況を理解した。

「全員、戦闘態勢！」

　マイルズが声を張る。ざわめき、慌てた様子で、冒険者達が態勢を整える。

「な、なんじゃこりゃ！　オーガに囲まれてんじゃねぇか！」

　ダンブルが背負っていた斧おのを構えて叫ぶ。

　エミリー達を囲んでいた『古き良き冒険者の集い』のメンバー。それを囲むように、複数の魔物が目を光らせていたのだ。

　ジリジリとにじり寄るのは、棍こん棒ぼうや槍、剣など様々な武器を装備した鬼のような魔物だった。個体差はあるが、みな成人男性ほどの背丈を有している。小型サイズの魔物とは比べものにならない強敵であることは、容易に想像できた。

「だ、だから言ったじゃない！」

　エレーナも怒りながら杖つえを構える。

　その横を、マイルズが威風堂々と過よぎって前に出た。

「安心しろエレーナ。他のみんなもだ」

　マイルズはさっそく聖剣を抜き、構えた。

「ちょうどいい。私がいかに聖剣を振るうにふさわしいか、見せつけてやろう」

　すると、たちまち歓声が沸き起こった。同志と言うより、取り巻きのような声援だ。

　マイルズが一体のオーガに目を付けた。そのオーガも、目が合ったことで狙いを定める。

　ジリジリと互いの出方を窺うかがうような沈黙が続き──飛び出したのはオーガの方だった。

　地鳴りのような足音を鳴らして駆け出し、振り上げた棍棒をマイルズへ叩たたきつける。

　だが単調な攻撃だった。マイルズはヒョイとかわす。その身のこなしは軽く、彼が剣士として卓たく越えつしているのは健けん太た郎ろうにもよくわかった。

「聖剣の切れ味を、とくと味わえ！」

　叫び、マイルズは隙だらけのオーガへ渾こん身しんの一撃を振るう。

　その刃が、確かにオーガの肌へ触れた。

　だが──、

「……そん、な……っ」

　マイルズは目を見開いて驚く。

　切り裂くつもりで聖剣を振るったのに、オーガにはかすり傷一つついていなかったのだ。

「なんでぇ、マイルズ！　遊んでんじゃねぇよ！」

　ダンブルが怒っているような、笑っているような、複雑な声を上げた。

　だがそれすら右から左で、マイルズは何が起こったのかを必死に考えているようだった。

「お、おい、聖剣君！　何がどうなっている！」

「どうもこうも、これが事実です。言ったでしょう、俺おれを扱えるのはレナだけだって」

　焦あせったような口調のマイルズに、健太郎は言い放った。

　この結果を信じられない、納得できないマイルズは、何度も何度も聖剣でオーガを切りつけた。だが相手は傷一つつかず、涼しい顔をしている。

　さすがに打撃としての痛みはあるようで、刃の当たった場所を気にしてはいた。

　だがマイルズでは傷つけられないとわかると、オーガはニタァッと顔を歪ゆがませた。

「──く、くそっ！」

「うわっ！」

　業ごうを煮やしたマイルズは健けん太た郎ろうを放り投げると、すぐさま号令をかけた。

「一度『セーフティゾーン』に戻る！　各自、応戦!!」

　そうしていよいよ、熟年冒険者たちは、向かってくるオーガと交戦状態になった。

「ど、どどど、どうしたらいいってのよぉ！」

　デニスが毒づきながら、そばに転がった健太郎を回収する。

　リコはオロオロと周囲を見回し、青ざめた。

「お、おかしいです……。どうして？　こんなにオーガが群がって襲ってくるなんて。この個体数は異常です！　多すぎます！」

「じゃあ、何よ！　異常繁殖だとでも言いたいの!?　まったくお盛んね！」

「デニスさん、下品です！　と、とにかく、私達も応戦して逃げないと……」

　今度は顔を赤らめて、リコは立ち上がった。

　デニスも「ひーっ」と叫びながら、へっぴり腰で健太郎を構える。

「ぜ、絶体絶命のピンチだよぉ」

　エミリーも目に涙を浮かべながら立ち上がる。

　ふと健太郎が目にした、エミリーの杖つえ。

　ぶら下がっている大量のアクセサリーの一つが、ボウッと輝いている気がした。





　　　　　＊　＊　＊






「……ヤバい。マジ暇すぎて、逆にダルくなってきた」

　お昼にさしかかったアリーチェの町を一人歩き、レナはげんなりした顔で呟つぶやいた。

　健太郎が手元からいなくなって、数日が経過した。最初こそ健太郎が盗まれて焦あせりはしたが、面倒ごとから解放されたと思えば、清せい々せいしたと感じるのも正直な気持ちだった。

　だが結局、聖剣を手放しても聖剣使いの肩書きやランクは活いきたまま。

（……あいつの言うとおりだったんだなー。ただ手放すだけじゃダメなんだ……）

　つい先日、リコが手紙を届けてくれたのを思い出した。ヒラガナで書かれた健太郎の救難信号で、エミリーと一緒に五十音の対応表を見ながら解読したところ、どこへ連れて行かれたのかが書いてあった。

　エミリーがやけにしつこく「助けに行こうよぉ」と言ってきて、レナも多少気持ちは揺らいだ。こんな形で手放しても聖剣使いの肩書きが取れないなら、結局助けるしかないと。

（けど助けてほしかったら、まず真っ先にケンカのこと謝るっしょ、ふつー！）

　自分でも意地を張っている自覚はあるが、こればかりは譲ゆずれない。健太郎に助けた恩を売りつけるより、調子に乗らせて自分の立場が弱くなることをレナは気にしていたのだ。

　口やかましく生意気で、面倒ごとばかり呼び寄せる超お節介な剣……。そんな、レナの生活をガラッと変えた張本人。あいつに主導権を握られるのだけは、死んでも嫌だった。

（……ああ、もう！　思い出してたらだんだん腹立ってきた！）

　イライラが自然と足取りを力強くし、歩幅も広くなる。そのたびに腰の左側から、アクセサリーがジャラジャラと音を鳴らした。

　ずっと使い慣れていた、ピンク色の柄つか拵ごしらえが可愛かわいい、お気に入りのショートソードだ。

　様々な意味で聖剣とは違い、うんと軽くて扱いやすい、それでいてオシャレな一振り。

　そんな、軽くなった腰の左側を見つめ続けていたレナは、

　くぅぅ……

「……うぁ」

　盛大に腹の虫を鳴かせてしまった。宥なだめるようにお腹なかへ手を添える。

「あれこれ考えてもしょうがないかー。とりま、エミリー誘ってランチ行こーっと」

　せっかく今日は、おニューのコスメを使って、ギャルメイクの雰囲気を変えてみたのだ。暗い顔つきなんてナンセンス。友達と楽しい時間を過ごしていれば、手持ち無沙汰感も薄れるし、あれこれ考え込む暇もなくなるし、お腹も膨れるしのいいことずくめだ。

　先日、町にオープンしたばかりのお店があり、美お味いしいと評判だった。そこへ突撃しようと考えながらエミリーの自宅に向かったレナは、上向きな気分で軽快にノックする。

「……あり？　いない系？　もしもーし、エミリー？　いるー？」

　ノックと共に声も出してみるが、返事はない。意外とエミリーは規則正しい時間に起きて活動している。昼過ぎまで寝ている、ということはないだろう。

（留守かぁ……ってことは、マイラの店にワンチャンいるかなぁ？）

　ポンッ、と次の可能性が浮上し、レナはエミリーの家をあとにした。

『スコフィールド武具店』へ向かう間にすれ違うかもと思ったが、結局エミリーとは出会えず。やがて店が見えてきて、レナは店内を覗のぞき込む。

「ちっすー。マイラいるー？　レナだよーん♪」

　軽い挨拶をしながら店内に入る。だがぐるっと見回した限り、エミリーの姿はなかった。

　すると、店の奥から妙に慌ただしい足音が聞こえてきた。さらには何かにぶつかったり、倒したりする音が聞こえ、そのたびに「あいたっ！」「ああ、もう！」という声が聞こえてくる。さすがのレナも、もう少し落ち着きなよと言いたくなってしまった。

　店の奥から出てきたマイラは、レナの顔を見るや驚いたように目を見開いた。

「……え？　レナレナ、なんでいんの？　まさか、もう全部終わらせてきた感じ？」

「だから、そのレナレナって止やめてってばー……って、なんの話？」

「なんの話って……あれ？　じゃあレナは関係なかったわけ？」

「だから、なんの話？　って聞いてるんだけど。それじゃマジ意味わかんないって」

　するとマイラは「ご、ごめんごめん」とカウンターの前に出てきた。

「今朝さ、エミリーが店に来たのよ。ケンタロ君を取り戻すための準備をするって」

「……はい？　ケンタロを取り戻す？」

　喉の奥が狭せばまる。なぜか、妙な息苦しさが全身を襲う。

「それでデニスと合流して、デニスの防具だけみつくろって、行ってくるって。てっきり私は、あのあとレナと合流して《ローランの森》に行ったんだとばかり……」

「……いや、あたし全然聞いてないんだけど」

　サァッと、体温が何かに吸い取られていく。

　マイラの言葉が正しければ、エミリーはデニスと共に、健けん太た郎ろうを取り戻すためダンジョンへ向かったということだ。治ち癒ゆ士しと、防具だけ纏まとった単なる武具スタイリスト、二人だけのパーティで。しかも《ローランの森》は、Ｂランクのダンジョン。

　それがとてつもなく無謀な行動だってことぐらい、ギャルのレナにだってわかる。

　たちまち、レナの思考が痛むほど激しく巡った。

　エミリーはなんでそんな暴挙に出たのか。簡単だ、健太郎を取り返すためだ。

　なら、なぜエミリーが動いたのか？　これも単純だ。動かないレナの代わりだ。

　じゃあ、なぜレナは動かなかったのか？

　健太郎に対して、意地を張っていたからだ。

「──マジ、バカじゃん！」

　レナはキッと奥歯を嚙む。

　健太郎の救難信号が届いた時から、エミリーは執しつ拗ように助け出そうとレナを誘った。

　そこまで助けようとする理由は未いまだによくわからないが、レナが意い固こ地じになって誘いを断り続けた結果が、エミリーの暴挙に繫つながった。それは疑いようがない。

「全部……あたしのせいじゃん！」

　レナは店に置いてある防具を適当に選んだ。好みとか、着こなしとか、スキルとか関係ない。少しでも効果的に身を守ってくれるならどれでもよかった。

　吟ぎん味みする時間より、今は一秒でも早く支し度たくを終えて出発したかった。幸い、剣は手元にある。防具だけを手っ取り早く選び、装着したレナ。

「ちょっと、レナ!?　それ売り物……」

「レンタル代、ツケといて！」

「あ、あんたねぇ……っ！」

「ごめん、マジちょー急いでるから！　それじゃ！」

　言うやいなや、脱だつ兎との勢いで店をあとにするレナ。店先まで追いかけてきたのだろう、マイラの鼓こ舞ぶする声を背に受けながら、レナはひた走る。

《ローランの森》までは、馬車よりも速い竜車で全速力を出しても一時間以上かかる。だが四しの五ごの言っていられない。停車場へ向かい竜車へ飛び乗り、御ぎよ者しやへ行き先を告げた。

　レナは走り出す車の中で、剣のアクセサリーを一つ、無意識に祈るように手で包みこむ。

「マジ、お願い……間に合ってっ！」

　レナはそのまま三回、手を叩たたいた。

　握られているアクセサリーが、柔らかい光に包まれた。










《ローランの森》での攻防は激戦を極めていた。辛うじて『セーフティゾーン』へは近づいているものの、倒しても倒しても湧き出てくるオーガ達に押されていた。

　そんな中、エミリー達も一度『セーフティゾーン』へ戻るため、マイルズ達のあとに続いて支援していた。この状態で無理に出口を目指す方が危険と判断したからだ。

「ちょっとちょっとぉ！　ぜんっぜん切りがないじゃないっ！」

　へっぴり腰で剣を構えながらデニスが叫ぶ。

「どんだけ子作りがんばったってのよ、このオーガ達ぃ！」

「だ、だからデニスさん、下品です！　《ファイア・ボール》!!」

　顔を赤くしながら、リコは火炎の塊を射出。遠距離から援護する。

「た、頼む！　誰か《ヒール》使えるやつ、救護を！　手が足りない！」

「は、はぁい、うちやりますぅ！」

　エミリーも必死に怪け我が人にんの治療に当たっていた。一歩間違えれば全滅の危機さえあり得る状況で、敵味方などを気にしている場合ではなかった。

「け、けけ、ケンちゃん！　こっち、こっち来たわよぉ！」

　デニスの逼ひつ迫ぱくした声が耳じ朶だを打つ。背後からオーガが迫ってきていた。

「落ち着いてください！　まずは敵の動きをよく見て！」

「は、はいぃっ！」

「剣を縦に構えて！　俺おれが『はい』って叫んだら後ろに避よけてください！」

「こ、こここ、こうでいいのかしら？」

　カタカタ震えながらデニスは剣を構える。多少ぎこちないが剣道初心者にしては上等だ。

　健けん太た郎ろうもオーガの動きに集中する。相手の武器は剣。敵の踏み込みに対して、しっかり後方へ避けられれば、致命傷はまぬかれる。

　オーガが自身の間合いに入り、剣を振り上げた──、

「はい、今！」

「ひぃっ！」

　デニスは大きく下がる。オーガの振り下ろした剣が空を切った。

「一気に踏み込んで、叩たたきつける！　めーんっ！」

「て、てえぇぇいッ！」

　バキィッ！　聖剣はオーガの頭こそ逸それたが、そのまま肩に叩きつけられた。

　音からして、骨折ぐらいの痛手は負わせられたかもしれない。オーガは「ぎゃうぅっ！」と悲鳴を上げて転がり、悶もん絶ぜつする。

「や……やったわっ！　やったわケンちゃん!!　きゃ～、アタシにもできちゃったー！」

　まるで子供のように、あるいは少女のように、デニスは飛び跳ねてはしゃぐ。

　と、その後ろから突然大きな火の玉が飛んできて、オーガの全身を包み込んだ。

「──うわっ！」

　ゴウゴウと燃えるオーガの姿に、さすがの健太郎もビックリしてしまった。

「り、リコか……。意外と容よう赦しやないな、お前」

「だ、だって魔物ですよ！　しょうがないじゃないですか！」

　健太郎の言葉に、リコは心外だと言わんばかりに声を張る。

　その後もじり貧の攻防が続き、それでも一行は少しずつ『セーフティゾーン』へ近づいていた。近づくにつれオーガの出現数も減ってきているように思える。

「みんな、もうすぐだ！　踏ん張れ！」

　マイルズが一行を鼓こ舞ぶする。幸いにも死者は出ていない。治ち癒ゆ士しも充分揃そろっていたようで、重度の怪け我が人にんもいない。みんな疲ひ弊へいこそ感じられるが、目には強い光が宿っていた。

　やがて『セーフティゾーン』の神殿が目視できるところまで戻ってきた。

　もう少しで解放される。ここが正念場。誰もがそう思って一歩を踏み込んだ。

　──瞬間。

　ブウンッ！　突然目の前に、巨大な漆黒の塊が舞い降りてきた。

「な、なんだありゃあ！」

　前衛に立っていたダンブルが瞠どう目もくする。だがその目もすぐ閉じなければならないほど、強烈な風が吹きすさぶ。辺りの落ち葉が激しく飛び、人や木の幹に打ち付けられた。

　黒い塊は激しく動かしていた羽を休め、背中の黒い殻にしまう。周囲の木々もざわつくほどズシンッと、重量感のある音を立てて着地する。

　全身が黒光りの硬い殻に覆われた魔物は、無骨な六本の足と鋭く巨大な角を三本備えていた。角の長さも含めると全長五メートルはあるだろう巨大なシルエット。

　見るからにどう猛そうな、地球で言うカブトムシの一種を思わせる昆虫系の魔物だった。

「すげぇ……。この世界っていうかこの森には、こんな魔物までいるのかよ」

　健けん太た郎ろうが驚きのあまり声を上げると、すぐにリコが反応した。

「そ、そんなはずありません！　《キラービードル》はもっと南の地域、それもＳランクの森林系ダンジョンにしか生息しない魔物のはず！　なのに、なんで……」

「《ローランの森》って、Ｂランクのダンジョンだよねぇ？　おかしくなぁい？」

「トレンドが変わった、ってだけじゃなさそうね。この森、明らかになにかが変よ……」

　首をかしげたエミリーに、デニスも同意する。

　不穏な空気が立ちこめていた。目の前の巨大な敵に対する恐れや緊迫感だけじゃない。作為的な悪意すら健太郎は感じ取っていた。イヤな予感がジクジクと広がっていく。

「ど、どうするよマイルズ！　こいつ倒さねぇと『セーフティゾーン』に行けねぇぞ」

「だがモタモタしていては、後ろからオーガの群れが……くそっ」

　マイルズが舌打ちする。一団を率いるリーダーでさえ攻めあぐねる状況だった。

　すると、その一団からスッと前に出る人影があった。

　その人影は赤黒いローブを翻ひるがえし、《キラービードル》へと歩み寄る。

「な、何をしているエレーナ！　危険だ！」

　マイルズが叫ぶ。それでも、エレーナは足を止めない。

「大丈夫よマイルズ。私は襲われないから……」

　エレーナは《キラービードル》のそばにやってくると──鋭い顎あごをスリスリとさすった。

　まるで、手て懐なずけているペットのように。

「だってこの子は──私が呼んだんだもの」

　エレーナは、ビン底眼鏡の奥の目を歪ゆがませた。

「なっ！　どういうことだ！」

　マイルズが問いただすと、エレーナはクスッと笑って身を翻した。

　──たちまち、地味だった彼女の装いが変化する。

　赤黒いローブから一変。足にはロングブーツ。それを押さえるガーターベルトが、ミニスカートの中へ伸びていた。上半身は、ふっくらとした胸元以外の肌をさらけ出した姿に、バサッと躍るマント。投げ捨てたビン底眼鏡は、空中で光の粒となって風に流れた。

　妖よう艶えんな魔女を思わせる出いで立たちに、辺りがざわつく。

「うふふ♪　どうだった？　この大変身。おじ様にはちょっと刺激が強すぎたかしら」

　今までの真面目まじめで野や暮ぼったい印象から一変。エレーナはチュッとキスを投げかけた。

「な……何者なんだ、お前は！」

「あらやだ。レディに向かって『お前』だなんて、失礼な言い方ね」

　叫んだマイルズに、エレーナはわざとらしくプンプンと頰ほおを膨らませる。

「これでも私、六人いる魔王軍幹部の一人なのよ？　あ、ちなみにエレーナは偽名で、本当は『エレイン』って言うの。改めてよろしくね……うふっ♪」

「魔王軍幹部のエレイン……まさか『魔獣使いのエレイン』か!?」

　マイルズの言葉に、冒険者達が一気に騒然となる。

　魔王軍の幹部の一人。詳しく知らない健けん太た郎ろうにだって、相手が強敵だと充分理解できた。

　……理解できたのだが、

「そうで～す♪　ふふっ。みんなのその驚いた顔……ちょっとかわいいかもっ」

　エレーナ改めエレインは、まるで誘うかのように、露出も主張も激しい膨らみを見せつけた。そのポーズに男性陣がざわつき、女性陣からは舌打ちが飛ぶ。

（……なんだろう。この世界は、幹部クラスの魔物までこんなのばかりなのか？）

　健太郎は妙なところで冷静に呆あきれてしまった。

「えっと、質問は『どういうことだ』だっけ？　でも、もうバレバレよね？　これまでの展開、全部私が書いた筋書き通りなの。どうどう？　私、劇作家になれるかしら？」

「これまでの展開……全部？　まさか、最初にこの集いの発ほつ足そくを持ちかけたのも」

「そう。魔王様の命令で聖剣を手に入れる必要があったから、そのために利用させてもらったの♪　でも集まっている間はあなた達も楽しそうだったし、本望でしょ？」

　うっとりとした笑みを浮かべたエレイン。

　まるでマイルズを手玉に取っているかのような余裕が滲にじみ出ていた。

「なるほど。我々は、まんまと貴様に騙だまされていたということか！」

「ちょっと、人聞きの悪いこと言わないで？　あなた達だって、今の若い冒険者達に一泡吹かせたいってノリノリだったじゃない」

「……ぐっ」

（いや、そこ否定できないのかよ！）

　格好ばかりで本当に情けない大人だな、と呆れてしまった健太郎。

「チャラチャラした冒険者にギャフンと言わせたくなぁい？　って呼びかけただけで、アホみたいに食いついてきちゃって、バッカみたい。どんだけ鬱うつ憤ぷん溜まってたのよ」

　エレインはおちょくったように笑った。

「……でも、それはいいわ。作戦通りだったもの。問題はそのあとよ！」

　と思ったら、いきなり疲れ果てたような醜みにくい顔になり、ため息をつく。

「あのね、発案者は私だったのよ？　なのにいつの間にか、私をほったらかしてリーダー決めて、どんどん話大きくしちゃうし。なんで発案者の私が下っ端の小間使いなのよ！」

「だ、だが喜んで働いてくれていただろう！　やる気もあったみたいだし……」

「全部ポーズに決まってるでしょ!?　あんた達に気を遣ってあげてたのよ！」

「俺おれ達の話題にだって付き合ってくれてたし……」

「愛あい想そ笑いぐらい気付きなさいよ！　下品な話ばっか聞かされて楽しい訳ないでしょ!?」

「では我々の宴会でお酌しやくしてくれたのは……」

「嫌々よ！　何かにつけて毎晩毎晩飲んだくれて……おかげで私は寝不足の肌荒れよ！」

　エレインはマイルズの言葉に、全力で突っ込み続けた。

「……愚ぐ痴ちよね？」

「愚痴……ですね」

「愚痴だねぇ……」

　デニス、リコ、エミリーが呆あきれたようにエレインの姿を眺める。

「そもそもなんで、どんぐりの背比べみたいな茶番に付き合わされてるんだ、俺達」

　健けん太た郎ろうが気の抜けた声で言うと、デニス達は揃そろって「さあ？」と首を振った。

　不平不満を爆発させたエレインは、どこか涼しげな顔つきに戻っていた。

「でも、いつか仕返ししてやるって思ってたら、聖剣が『セーフティゾーン』の外に運び出されたでしょ？　一気に襲って聖剣を奪うチャンス！　って思って準備してたの」

　そういえばエレインは、エミリー達を追っていた冒険者とは別行動で、森の奥に罠わなを仕掛けていた。思えばそれも、この状況を作り出す準備だったのかもしれない。

「私の魔獣使いの能力で、あっちこっちのダンジョンからオーガをかき集めて、襲わせて始末するつもりでね。まあ、思っていた以上にしぶとくてビックリしたけど」

　エレインは、《キラービードル》の顔に頰ほおずりしながら続けた。

「あなた達が『セーフティゾーン』へ入る前に、呼び寄せていたこの子が間に合ってくれて本当に良かったわ。あの中じゃ私、エレーナの姿にならないと何もできなかったしね」

　魔物が踏み込めない結界の中──『セーフティゾーン』。

　さしものエレインも、その中では本領を発揮できなかったようだ。

　すると、エレインはヒョイッと《キラービードル》の頭に乗っかった。

「さぁてと。ちょっと話疲れちゃったし……さっさと始めちゃうわねっ」

　誘うようにウインクをした瞬間、《キラービードル》の背中がパッと開き、半透明の羽が広がった。まるでヘリコプターのような轟ごう音おんを鳴らして羽ばたき始める。

　その風圧だけで、装備の軽い冒険者達は吹き飛ばされ、あるいは木の幹に叩たたきつけられた。重装備の者も立っているのがやっとのようで、武器を地面に突き刺して堪こらえる者までいた。

「ひゃううぅっ！　か、風強いぃっ！　髪のセットが乱れちゃうよぉぉ！」

「あ、あんたねぇ、こんな時になに気にしてんのよぉ！」

「そうだぞエミリー！　飛ばされないように気をつけて──」

「どうせ最初からボサボサだったし平気よぉ！」

「デニスさんひどいぃっ！　ちゃんとセットしてるもぉん！」

「そういう問題じゃなーいっ！」

　あまりにも危機感がなさ過ぎる二人に、思わず健けん太た郎ろうは大声を上げた。

「ひゃああっ！　す、裾すそが、めくれちゃう！」

　リコの悲鳴を聞いて瞬時に視線が動いてしまった。彼女も杖つえを地面に突き立てて堪えていた。バタバタとローブの裾がはためいており、押さえるのに必死だ。

　しかし強風には抗あらがえないらしく、先ほどから黒いタイツに透けた下着のラインが──、

「み、み、見てるのわかってますからね、ケンタローさん!!」

「うおっ！　マジか！　……い、いや違う！　見えてない！　何もだ！」

　リコの怒った顔に、健太郎は慌てて否定する。目などついていないのに、なぜわかったのだろう。女性は『視線』に敏感とよく聞くが、それは本当なのかもしれない。

　次第に風も弱まっていった。どうやら《キラービードル》は、浮遊するのに必要最小限の力で羽ばたいているようだ。辺りを見回せば、吹き飛ばされた衝撃で倒れている者が半数以上いて、かなり戦力を削られている。

「なっさけないわねー。このぐらいの風圧で飛ばされちゃうなんて」

　エレインは実につまらなそうに髪を弄いじる。

　その余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度と、冒険者側の被害。

　比べるまでもなく、実力差は歴然だった。

「てんめぇ……俺おれ達の実力を、舐なめるなよ！」

　最初に踏み込んだのはダンブルだ。

　巨大な戦せん斧ぷを振りかぶり、《キラービードル》へ斬りかかった。

　だが硬く艶のある殻は、スルッと刃を滑らせてしまう。

「……くそっ、ダメか！　──ぐわっ！」

　攻撃後の隙をつかれ、ダンブルは《キラービードル》の足技を食らってしまう。

　ごろんと地面を転がったダンブルは、かすり傷と一緒に土まみれにさせられる。

「色々枯れ果てたおじさんのくせに、なにが『舐めるな』よ。大人しくしてなさい。人のことを誰よりも小馬鹿にしてくれたあなたは、あとでたーっぷり可愛かわいがってあげるから」

　地面にうずくまって悶もだえるダンブルに、エレインは見下すような目を向けた。そしてクルリと《キラービードル》ごと向きを変えると、マイルズ、エミリーやリコ、デニス達を標的に定めた。

「さぁて。手っ取り早くメインディッシュ、いただいちゃおうかしら……うふふっ♪」

　エレインはまるで、友達にでも向けるような屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

　だがこの状況とエレインの正体が、可愛かわいらしい笑顔をかえって不気味に感じさせた。

「う……うわああぁぁ！」

　その恐怖に耐えられず、一人また一人と、這はいずるように逃げ出す中年冒険者達。

　迂う闊かつに動くのは危険だからと、マイルズやリコが声を張って混乱を治めようとする。

　だが健けん太た郎ろうには、そうして足を止めた冒険者達が、なにもかもを──命すらも諦めて足あ搔がくのを止やめたようにも見えた。事実、地べたにへたり込む者や、武器を手放す者も少なくない。

（…………くそっ）

　その様子を目まの当あたりにして、健太郎の持つ正義感がふつふつと煮え始めた。

　彼らは、健太郎を盗むために手を汚した犯罪者でもある。許したつもりはない。

　だが、こんな形で幕を下ろさせていい命でもない。

（なのに……人の体じゃないってだけで、俺おれはこんなにも無力なのかっ！）

　弱きを助け、強きを挫くじく。憧れ、突き進んできた、祖父の示してくれた道。

　健太郎自身が自分の意思で選び、歩んできた道──剣の道。

　誇りでもあるそれを、今は体現できない。それが、ただひたすらに悔しかった。

（この体の俺にもできること……何かないのか!?）

　殴りかかることも、剣を振るうことも、できない。

　そんな一振りの剣──聖剣である健太郎に、できること。

（………………頼む、レナ──来てくれ！）

　健太郎は胸きよう中ちゆうで叫ぶ。唯一、健太郎を扱える人の名を。

　相手はギャルだ。苦手な人種だ。言動はいい加減でユルくて、自分勝手で刹せつ那な的で、聖剣の扱いだって雑で、剣士としても聖剣使いとしても未熟で自覚のない、ギャルだ。

　けどそれでも、唯一無二の、健太郎の持ち主だから。

　たった一人の、健太郎のパートナーだから。

（────レナッ!!）

　強く強く、その名を叫んだ──




「──せぇいっ!!」

　森の中に、叫び声が響く。

　直後、エミリー達の後方から何かが飛んできて、エレインの頭にコツンと直撃した。

「いったーいっ！　ちょっと、誰よ！　レディに石なんか投げてくるお子ちゃまは！」

　ムキーッと怒って、石の飛んできた方を見やるエレイン。

　健けん太た郎ろうもエミリーも、リコもデニスも、同じように後方へ目を向ける。

「誰がお子ちゃまだっつーの！　このおばさん！」

　濃いアイメイクに、フワッと盛ったピンク色の髪を揺らして。

　見るからにギャルな女剣士が──レナが、駆け寄ってきた。

「──レナぁ！」

　反射的にエミリーが声を上げ、涙と笑みを零こぼす。

「エ、エミリーっ！」

　レナは叫びながらエミリーの元へ駆け寄る。よく見れば、二人が武器に吊つるしていた勾まが玉たまのアクセサリーが、淡く輝いて引かれ合っていた。

　先ほどエミリーの勾玉が薄く光っていたのは、健太郎の見間違いではなかったようだ。

　緊張が解けてへなへなと崩れるエミリー。それを、レナが全身で抱きかかえて──、

「この、ばかたれっ！　なんであたしに何も言わないの！」

「ひうっ！」

　開口一番、怒った。

「だ、だだ、だって、レナってば、ケン君のこと助けにいくつもりなさそうだったし、仲直りしてもらうためにも、うちが取り戻さないとってぇ……」

「だからって、治ち癒ゆ士しとオカマだけで助けられるわけないじゃん、ふつー！」

「さりげなくアタシをディスんないでよ、おブス！　大体あんたが悪いんじゃないの！」

「結局ケンカ始めんのかよ、お前らは！」

　健太郎がツッコミを入れて流れを止める。仲がいいのか悪いのかよくわからない。

　しかも目の前には、到底敵かないっこない敵までいるというのに。

「でも──マジ、無事でよかった……」

　レナは突然、微かすかに震えた声になり、エミリーをギュゥッと抱きしめた。

「もう、あたし本っ気で、ちょー心配したんだから……マジ、ごめんね」

「……レナ……。ううん。うちこそ、心配かけて、ごめんねぇ」

　エミリーは面食らったように、目をぱちくりさせながら答え、

「泣いちゃダメだよぉ。せっかく変えた今日のメイク、似合ってるのに崩れちゃうよぉ」

「……ぷふっ。それ、このタイミングで言うかな、ふつー」

　目尻に雫しずくを浮かべたレナの背へ手を回して、子供をあやすようにポンポンと叩たたいた。

　レナの言うとおりだ。こんな時なのに、二人は相変わらずマイペースを崩そうとしない。

　けれど、そんなレナ達らしい当たり前の姿を見せつけられると、健太郎は何も言えなくなってしまった。

「……ぐずっ」

　と、どこからか鼻をすする音が聞こえ、健けん太た郎ろうは振り返る。

「……ううぅ……いい話じゃないのよぉぉ」

「え!?　なんでお前が泣いてんだよ!?」

　健太郎はギョッとする。なぜかエレインが両目を潤ませていたのだ。

「しょ、しょうがないでしょおおぉ……。わ、私、その手の話に弱いのよおぉ」

　どこからともなくハンカチまで取り出して鼻をかむ、魔王軍幹部。

　こんな肩の力の抜ける魔物が幹部で大丈夫なのか魔王軍、といらぬ心配をしてしまう。

「いやぁ、ダメねぇ。ここのところ涙腺ユルくって……。私ももう、そこそこのおばさんだから……って誰が婚期逃したババアですって!?」

「そんなこと一言も言ってねぇ！」

　なぜこちらが理不尽に怒られなければならないのだろうか。

「いや、充分おばさんじゃん。見た目的にも」

　レナが余計な挑発をしてほくそ笑むと、エレインは顔を赤くした。

「なんですって!?　これでもあんた達人間に換算すれば、ぴっちぴちの二十六歳よ！」

「ぷーっ！　二十六って……四捨五入したら三十のババアだし！　あははっ！」

「うう、うるさいうるさい！　人間に換算すればだもの！　いちいち細かいのよ！」

「てゆーかさぁ、その服……ちょっとおばさんにしては、がんばり過ぎじゃない？」

「な、何言ってんのよ。胸が無いからって、負け惜しみ？　そりゃあ私ぐらいのグラ～マラスな体型なら、このぐらいの露出なんてサービスよ、サービス！」

「でも布に腹の肉乗っかってますけど！　グラマラスじゃなくてぜい肉じゃん、それ！」

「こ、ここ、こういうのが好きってマイノリティもいるのよっ！　ば、ばかぁっ！」

　顔を真っ赤にしたエレインは、慌てて腹を隠す。

　そんなやり取りを見ながら、健太郎はレナに感心していた。

　マイルズにしろ、他の者にしろ、みながエレインの存在に絶望していた。

　だがレナは違う。実力も、打算も、策略もなく……エレインを弄いじっている。

　確かにエレインも、弄られる隙を見せたかもしれない。レナも、エレインの実力を知らないからこそ──力量をしっかり測れるだけの目をレナが持っていないからこそ、怖いもの知らずで弄れているだけかもしれない。

　だとしてもレナは、弄って弄り倒して自分のペースへ持ち込んでいる。

　今までは、言葉遣いや上下関係などを考えていないようなギャルのノリの軽さには、苛いら立だつことも多かったのだが……今は妙に、レナが頼もしく見えた。

「こ、こんな小娘にここまでコケにされるなんて……。マイルズの言うことに同調するのも癪しやくだけど、ほんと、あんたみたいなギャルが聖剣使いだなんて、信じらんないわ」

「べっつに、あたしだってなりたくてなったわけじゃないしー」

　レナはあっかんべーをしてエレインをさらに小馬鹿にした。

「あたしだって、勝手に聖剣使いなんかにされてマジ迷惑してるもん。あんたに聖剣渡して、あたしが聖剣使いじゃなくなるんなら、いくらでもくれてやるっつーの！」

「お、おいレナ！　お前、この期ごに及んでまだそんな……」

　さすがに無視できないレナのセリフに、健けん太た郎ろうが反応する。

　しかし──、

「でも、あたしの友達とか知り合い巻き込むのは、マジであり得ないから」

　レナは力の抜けたエミリーを地べたに座らせ、力強く立ち上がる。

「へぇ……じゃあ、なに？　ここで私がみんなに謝れば、その聖剣くれるわけ？」

「はぁ？　んなわけないじゃん」

「……何よそれ。矛盾してるじゃない」

　バチバチ……と見えない火花が迸ほとばしっている。

　もちろんその空気には、他のみんなも気付いているようで、

「レ、レナってば、魔王軍の幹部に堂々とメンチ切ってるわよ……」

「こ、怖くないんでしょうか、レナさん……」

　デニスとリコも固唾かたずを吞のんで見守っていた。

　もはや健太郎も、女ヤンキー同士のケンカを目まの当あたりにしているような気分だった。

「……あたし今、マジ怒おこなわけ。あんた、人の友達を危ない目に遭わせるしさ。……けど同じぐらい、そのキッカケ作っちゃった自分自身が、マジで許せない」

　レナは、エミリーやデニス、そしてリコを守るように、エレインの前に立ち塞ふさがる。

「あたしがここにいんのは、その落とし前つけるためだから。あんたみたいな奴やつと交渉するためにいるわけじゃないし。そこんとこ、マジで勘違いすんなっつーの！」

　一歩踏み出して言い放ったレナ。

　エレインは呆あきれたように息を吐いた。

「ああ、そう……それは残念。そこで聖剣を渡してくれるなら、命ぐらいは助けてあげようって思ってたのに。おバカさんねぇ」

　クスリと笑ったエレイン。《キラービードル》の角を掌てのひらで優しくさする。

「交渉決裂。それなら……実力行使よね」

　瞬間。《キラービードル》が雄お叫たけびを上げる。かみ合わせの悪い歯車が擦こすれ合うような、不快な声が森の空気を震わせた。

「デニス！　ケンタロ貸して！」

　差し出された聖剣を、レナはグッと握る。今まで感じたことがないぐらいに力強く。

「行けるのか、レナ」

「わかんない。でも、やらなきゃじゃん」

　そう言い切るレナだが、苦手な昆虫系の魔物を前に、顔には冷や汗が浮かんでいた。

　よく見ると、レナの口は微かすかに動いていて、

「あれは虫じゃない、あれは虫じゃない、あれは虫じゃない、あれは虫じゃない……」

（めっちゃがんばってる、こいつっ！）

　汗を滴したたらせながら、まるで呪じゆ詛そのように小声で精神統一していた。

　やがて大きく大きく深呼吸し、レナは息を整える。

「それにさ……友達のピンチは、やっぱ助けなきゃじゃん？」

　まっすぐ、倒すべき相手を見据えて、レナは言った。言い切った。

　弱きを助け、強きを挫くじく──健けん太た郎ろうの内にある誇りと、レナの思いが、重なった。

　その瞬間、聖剣の刃が一瞬だけ、柔らかく輝いたような気がした。

（……なんだ、今の？）

　健太郎自身も、体に何かが巡ったのを感じた。言うなれば力の奔ほん流りゆうのようなもの。

　だが、その正体について深く考える間もなく、

「サポートよろしく、ケンタロ！」

　レナのヒールブーツが地面を蹴る。友達を守るため、自分にできることを行使するため。

　健太郎もスイッチを切り替える。今はレナの言うとおり、彼女のサポートが最優先だ。

「こういう時、なんだっけ……思い出した！　胴ーっ！」

　繰り出される横よこ薙なぎの剣閃。黒く硬い殻に傷が走る。だが浅い。

　やはり虫に対する恐怖心が抜けきっていないのだろう。どうしても踏み込みが甘い。

「あらあらぁ？　あれだけ啖たん呵か切っておきながら、結局その程度？」

　エレインは高笑いを混えて見下す。

「私の可愛かわいい《キラービードル》ちゃん……遊んであげなさい！」

　答えるようにギチギチと顎あごを鳴らした《キラービードル》が、前足を勢いよく振り払う。レナはとっさに剣を振り上げて防いだ。

　その最中、健太郎の視界には、敵がもう片方の前足を振りかぶっているのが映った。

　防ぐのに一杯一杯で気付いていないレナへ、叫ぶ。

「次来る、下がれ！」

　言われてようやく次の攻撃に気付き、レナは慌てて後ろに飛んだ。

　敵の前足がすんでの所で空振りする。エレインの小さな舌打ちが聞こえた。

「サンキュ、ケンタロ」

「な……」

　レナが珍しく素直な声をかけてきたので、健太郎は驚いてしまった。

　しかし敵は待ってくれない。健太郎もレナも、すぐに気持ちを切り替えた。

　浮遊する巨大な昆虫相手に、激しい攻防が続く。最初こそ踏み込みの甘かったレナだが、不思議なことに、何度も剣を打ち込んでいくうちに動きは良くなっていった。

　少しずつだが確実に、《キラービードル》の体に傷は増えていく。

「ふん……ギャルのくせに、なかなかやるじゃない！」

　エレインが鼻で笑う。笑みを浮かべてはいるが、口の端は引きつっているように見えた。

「あの子、いつの間にあんな、動けるようになってたのよ……」

　デニスも、エミリーら治ち癒ゆ士しの張った《バリア》の中で思わず漏らした。レナの戦いを目に焼き付けている者達は例外なく、レナの意外な立ち回りのうまさに目を丸くしていた。

　これは、案外押し切れるかもしれない。健けん太た郎ろうの中に、そんな微かすかな考えが生まれた。

　ブオンッ！　健太郎の一瞬の油断を突くように、敵の攻撃が繰り出される。

　認識と反応が遅れる。レナの死角から迫る一撃に、健太郎は弾はじかれたように声を飛ばす。

「左下っ！」

　レナの頭が瞬時に体の下へと向けられた。

　グッと体を捻ひねり、直撃は免れる。だが腰に付けていたポーチが引き裂かれ、横っ腹に赤い線が浮ぶ。痛みに顔を歪ゆがませ、レナは傷を押さえつつ下がった。

「すまん、レナ！　大丈夫か……？」

「大丈夫、そんな深くは……あああああっ!!」

　突然レナが絶叫し、口をあんぐりと開けた。

「ど、どうした！　一大事か!?」

　健太郎では確認できないところに、何か大きな傷でも負ったのだろうか。

　焦あせって健太郎が訊たずねると、レナは前方をワナワナと指さした。

「お、お……おニューの化粧品があああっ!!」

　レナが先ほど立っていた場所。そこにはズタズタになったポーチと、その中に入っていた数々の化粧品が散らばっていたのだ。ビンに詰められたクリームらしき物、パウダー状の何か、それらを塗るために使うブラシなどの道具……。

「最悪ー！　買ったばっかなのに！　ちょー高かったのにー！」

「「そっちの心配!?」」

　奇くしくも、健太郎とエレインの声が重なってしまった。

　敵と同じことを思ったというのは、ちょっと複雑な気分ではある。

「こんな時に化粧品の心配してる場合？　ずいぶん余裕じゃない！」

　エレインの跨またがる《キラービードル》が、角を突きつけてレナに突進をしかける。

　──だが突然、《キラービードル》がグゥン！　と急停止したのだ。

　まるで目の前に得体の知れない物が存在し、近づくのを恐れているかのように。

「きゃっ！　……ちょっと、一体どうしたの？」

　エレインも原因がわからないらしい。《キラービードル》が動きを止めた場所を見やる。

　健けん太た郎ろうも同様に原因を探り──散らばったレナのメイク道具を避よけているような動きが目に留まって、気がついた。

「そうか、化粧品の《能力ステータス補正》か！」

　以前、化粧品やギャルメイクにも《能力補正》がかかるとレナ達は言っていた。目の前に散らばる化粧品の中に、昆虫系の魔物が苦手とするスキルがあったのかもしれない。

　さらにデニスも、ハッとなって口元を押さえた。

「まさか、今日のレナの動きがよかったのって……動けていたんじゃなくって、今日のメイクで《キラービードル》の動きが鈍っていただけ、ってこと？」

「そ、そんなことが理由で我々はギャルに劣り、助けられているというのか……くぅ！」

　マイルズが悔しそうに地面へ膝をついた。彼らも彼らなりに修練を積んできただろうに、それがメイク一つで優劣がついてしまったのだから、さすがに健太郎も同情してしまう。

「マジで？　あたしのメイク、そんなバッチリだった系？　やった、にひ──いてて」

　調子に乗ったレナはギャルピースを決めるも、地味に腰の傷へ響いたらしい。

「お、おい。無理すんなって」

「えー？　だって、がんばったメイク褒ほめられんの、やっぱ嬉うれしいじゃん？」

　痛みを堪こらえながら「にひひっ♪」と笑うレナ。

　だが、次の瞬間。《キラービードル》が大きく羽を動かした。

　突風が巻き起こり、散らばっていたレナの化粧品を吹き飛ばす。

「け、化粧ごときで私が……私達が、押されてる!?　あー、嫌みったらしい！」

　エレインが苛いら立だった声を上げると、それが仕切り直しの合図であったかのように、黒い塊がレナへ接近した。

「だったらあんたも勉強してみたら、おばさん！　厚化粧したら若返るかもだしね！」

　健太郎を握るレナの手が、グッと力強くなる。

　レナのギャルメイクは、偶然にも優位に働いている。

　それが自信に繫つながった……のかは、定かではない。

　だが今のレナの目に、魔物に対する──虫に対する恐怖心は見受けられなかった。

　もちろん、あらゆる恐怖心を拭ぬぐい切れているわけではないだろう。

　しかし事実として、レナは戦えている。以前はゴーレム相手にビビるぐらいヘッポコだったギャル剣士が、今は友を守るため、懸命に戦っている。

（いや……こんな時になに考えてんだよ、俺おれは！）

　ヘッポコもギャルも、関係ないだろ！

　友達を助けようと立ち上がった人間に、そんなレッテルは無意味なはずだ。

　健太郎は自分の浅い考えを振り払い、目の前の光景を注視する。

　──その時、健けん太た郎ろうの見ている世界に、光の糸が現れた。

（まただ！　これは……）

　ヘルデラン地下宮殿を攻略中、《動く甲かつ冑ちゆう》に襲われた際にも見えた光の糸だった。

　前回はたったの一本だけだったが、今回は複数の糸が《キラービードル》へ伸びていた。健太郎の切っ先と、敵の喉元や足の付け根、羽や触角……あらゆる箇所とが繫つながっている。切っ先やレナが動く度に、その糸は消えたり現れたりを繰り返した。

（これってもしかして……振るうべき剣の軌道が見えてる、のか？）

　そう思った根拠などない。ただの直感だった。だが前回、《動く甲冑》を相手にした時は、光の糸へ吸い寄せられるように切っ先が動き、決定打になったのを思い出す。

「レナ。俺おれが合図したら、あいつの前足の付け根に向かって剣を振り払え」

　レナは敵の攻撃を見るのに集中していて、言葉では応えない。だがコクリと頷うなずいた。

　敵の攻撃を避よけるために、レナが横へ体を動かした。

　足の付け根へ伸びていた光の糸が一度消失し──再び現れた。

「今っ！」

「小手ぇぇっ！」

　声を上げてレナが剣を振るう。聖剣の切っ先が、光の糸に引き寄せられていく。

　──ザンッ！

「ギイイィィィッ！」

　魔物が悲鳴を上げる。体液をまき散らして宙を舞っていた前足が、ボトリと落ちる。

「ちょ、落ち着いて──ひゃあ！」

　ジタバタと暴れ始めた《キラービードル》は、エレインの制止を無視して急浮上する。

　スッポリと、『セーフティゾーン』への道が開けた。

「みんな、走れ！　今のうちに神殿へ！」

　健太郎が指示を出すと、マイルズとデニス、そしてリコが指揮を執って冒険者達を誘導した。倒れている者へも手を貸し、無事にみなが『セーフティゾーン』へと駆け込む。

　その様子を、肩で息をしながら眺めていたレナ。

　すると、彼女の脇腹に淡い光が当てられた。

　レナが驚いて振り返ると、エミリーが杖つえをかざして呪文を唱えていた。

　温かい《ヒール》の光に当てられ、たちどころにレナの傷が塞ふさがっていく。

「……よしっ。これでオッケーだよぉ」

　エミリーはニコォと笑う。そして、何かを言いたげにレナを見つめた。

　レナもそれを察し──笑顔で返す。

「帰ったら何か、甘いもん食べに行こっか！」

「うん！　かしこまりぃ！」

　エミリーは笑顔を咲かせると、パタパタと駆け出して『セーフティゾーン』へ入り込む。

　これでひとまず、エミリーやデニスにリコ、他の冒険者達の安全は確保された。

「……お前さぁ。こういう時、他に言うことあったんじゃないの？」

「ええー？　って言われてもなぁ」

　緊張感のない様子で頰ほおをかき、レナは訊たずねる。

「なんか、変だった感じ？」

「……いや。レナ達らしくて、むしろいい感じ」

「何それ？　ケンタロ、マジ意味わかんないんだけど……にひひっ♪」

　レナは屈くつ託たくのない笑みを浮かべ、構え直した。聖剣の刃が、再びボゥッと輝いた。

　レナと健けん太た郎ろうは、《キラービードル》の昇っていった上空を見上げる。

　ようやく落ち着きを取り戻したようで、下降してくるエレイン達が見えた。

「ああ、もう！　あなた達、本当に憎たらしいっ！」

　レナの目の前に降りてくるや、エレインはガミガミと文句を言い始める。

「聖剣使いって言ったって、元は最低ランクのギャル剣士のくせに！」

「その弱い剣士にやられちゃったら、マジちょーダサいって感じだよねー」

「そうだぞエレイン。あまり見かけで人を判断しない方がいい」

　レナの言葉に同調して健太郎が言った。三み度たび、健太郎の刃がボゥッと輝く。

「仲良くお説教!?　腹立つわねぇ……。ていうかそんなことより、私の可愛かわいい《キラービードル》ちゃんが痛い痛いって泣いてるじゃない！　謝りなさいよ！」

「いや、あたしには全然、泣いてるかどうかわかんないんだけど……ケンタロは？」

「俺おれにもわからん。エレインの妄想か幻聴じゃないか？」

　率直に健太郎が答える。今まで以上に強く、聖剣が輝いた。

「むっき～！　これだから人間共は野蛮で低俗で嫌いなのよ！」

「あたしだって、人の友達傷つけるような奴やつ大嫌いだし！」

「寄よって集たかって弱者いたぶる方が、よほど野蛮で低俗だ！」

　そして、二人の声が──重なる。

「「そんな嫌な奴、絶対にここで倒すッ！」」

　二人の意思が、目的が、思いが──ガチッとはまった。

　瞬間。聖剣から眩まばゆい光が解き放たれる。

「──うわっ！」

「ひゃあ！　な、なにこれ！」

　目を開けられないぐらいの眩い光が、森中に広がった。

　同時に健太郎の中──聖剣の中に流れていた熱いエネルギーが、一気に放出されていく。

　その力の奔ほん流りゆうが向かう先は、レナだ。彼女の体を包み込むように広がった光の中で、何かが形作られていくのを健けん太た郎ろうも感じ取った。

　……やがて、その光が弾はじけ飛ぶ。

　雪のように舞い落ちる光の粒子の中心に、レナは立っていた。

「あ、あなた……何よ、その格好！」

「はぁ？　格好って……へっ？」

　エレインに指さされ、自分の体に視線を落とし、レナは思わず間抜けな声を上げた。

　レナの装備が、ガラリと変化していたのだ。

　先ほどまで装備していた胸当て、腰周りのプレート、革製の篭こ手て、ヒールブーツ。

　それらがすべて消え去り、今は全身が白銀の鎧よろいに包まれていた。

　肩も胸部も腹周りも、白に近い銀色のプレートに覆われ、篭手も同色が眩まぶしい金属製だ。

　腰から下も、普段のホットパンツに眩しい生足ではなく、さながらドレスのような純白のロングスカートを纏まとい、それを囲むようにプレートが装着されていた。足も、つま先に至るまで白銀の鎧に覆われている。

「な、なな……何これぇ！」

　レナは自分の体を、グルグル回りながら観察する。

　そのたびにガシャガシャと金属音が鳴り、金色の刺し繡しゆうの入った白いマントが翻ひるがえった。

「白銀のプレートアーマーに、純白のマント……まるで、【聖騎士】みたいだ」












　レナの姿を見て、健けん太た郎ろうは無意識に呟つぶやいた。

　それほど、レナの白と銀の鎧よろい姿すがたは神こう々ごうしく見えたのだ。

　そして同時に、これは聖剣に備わる力なのかもしれないと、確信めいたものを抱いた。

　どういうキッカケかはわからないが、聖剣に秘められた力が解放されたことで、聖剣を扱うのに適した姿へと持ち主を変身させる……きっと、そういう類たぐいの力で間違いない。

「こりゃ、すごいことになってきた！」

　さしもの健太郎も、この展開には熱く滾たぎるものがあった。

　……だが。

「いつの間にあたし着替えたわけ？　てゆーかちょーダサいんだけど！　全体的にデザイン古くさいしー。今時足の先までプレートとか、ないわー。なんか可愛かわいくなーい！」

　と、せっかくの神々しい装備に、レナは不平不満をまき散らした。

「おま……罰ばち当あたりにもほどがあるぞ！　もう少しありがたみを感じろって！」

「いや、そんなこと言われてもさぁ……てゆーかその言い方、マジじじ臭いんだけど」

「いいか、レナ。思うにこれは、聖剣に込められたすごい力が解放された姿で──」

「あ、でもこれ案外軽いー。にひひっ♪　動きやすさは合格、みたいな？」

「人の話を最後まで聞けぇい!!」

「ケンタロ、うるさーい。そんくらいでカリカリすんなってばー」

　聖剣と聖剣使いが、そんなやりとりを繰り広げている目の前。

　健太郎以上に苛いら立だっている人が、約一名。

「ひ、人のことほったらかして夫婦めおと漫まん才ざいしてんじゃないわよ！」

「「夫婦じゃねーしっ！」」

　バッチリのタイミングでレナと健太郎が突っ込む。

　レナは思い出したように剣を構え、エレインへ向き直った。

　ギギギギッ！　と声を発し、《キラービードル》がレナへ突っ込んでくる。

「行けるか、レナ」

「もちっ！」

　そう、レナが一歩踏み込んだ──瞬間。

　──ギュンッ！

「うわわっ！」

　今までにない加速力で、一気に《キラービードル》へ接近する。レナは泡を食って、剣を振るタイミングを見失い、《キラービードル》の横を通り過ぎてしまった。

「な、なな、なんなの今の……。あたし、めっちゃ足速くなってない!?」

「きっと、聖剣を振るうのに最も適したスキルが、この鎧には備わってるんだ。要は、レナが強くなってるって──」

「わかった！　きっとこの鎧よろいのおかげで、あたしめちゃ強くなっちゃった的な!?」

「…………」

　人の話を聞いているんだかいないんだかわからないが、考えていることは同じだったので野や暮ぼな突っ込みは控えた健けん太た郎ろう。

「と、とにかく。さっきみたいに指示を出すから、次は攻撃のタイミングも計ってくぞ」

「オッケー。まっかせて」

　健太郎の目は、先ほど以上に多く、そしてハッキリと光の糸を捉えていた。

　様々な軌道が選び放題だ。どれを剣でなぞり、刃を滑り込ませても、傷を負わせられる。

　やがて《キラービードル》が向きを変え、こちらを捉えた。再び距離を詰めてくる。

　レナも踏み込み、瞬時に敵へ肉薄する。

「そのまま振り下ろせ！　前足だ！」

「小手ぇぇっ！」

　指示の通りにレナは剣を振った。ザシュッと前足が飛ぶ。

　だが、レナの攻撃はまだ止まらない。

　そのまま剣を横に払って、角を一本刈り取る。

　さらに流れるように剣を捌さばき、残りの足を刈る。

　次いで羽を狙う。だが攻撃は浅く、前羽を切り落としただけ。

　それでも、エレインへ焦しよう燥そう感を抱かせるには充分だった。

「な……なんでそんな強くなってるのよぉ！」

　エレインがブチッと親指の薄皮を嚙み千切った。滴したたる血液を《キラービードル》の体へ塗りたくる。それは紋を刻み、淡く輝きだした。

「ふふっ、ふふふっ！　こっちだって、突貫工事だけどスキルを付加したわ。この子の外殻の強度は、いまやあらゆる鉱石よりも上を行くの！　そんな剣で斬れるかしら!?」

　エレインは顔を歪ゆがませ、《キラービードル》の角をレナへ向けた。

　顎あごを引き、頭を動かし、太く鋭い角の先でレナを捉える。

「さぁ……串刺しにしてあげるっ！」

《キラービードル》の羽ばたきが激しさを増す。スピードを上げ、まっすぐレナへ迫る。

　健太郎でさえその迫力に、体があれば身じろぎしていただろう。

「行くよ、ケンタロ」

　なのに、レナの声は穏やかだった。

「ここでワンチャン決めて……エミリーとスイーツ食べに行くんだから！」

　この土壇場で何を言っているのかと、突っ込みを入れる時間もなく。

「てぃやあああぁっ！」

　レナの振りかぶった聖剣と、《キラービードル》の角が交差する。

　ギギギギッ!!　力が拮きつ抗こうし、鍔つば迫り合いになる。

　いや──レナの方が押されていた。

　ズズッ、ズズッと後ろへ追いやられる。足下には土の塊が出来上がっていた。

「くそ、押し切れない……っ！」

　健けん太た郎ろうの胸きよう中ちゆうに、焦あせりが滲にじむ。力負けしていることもそうだが、やはり相手が硬すぎる。

「もっと……もっと、鋭く！」

　唐突にレナが声を上げた。

「まだまだ、鋭くなれるでしょ、ケンタロ！」

　歯を食いしばって敵の角を押さえるレナは、少しだけ、口の端をつり上げた。

「いい加減、本気だせっつーの……この、ナマクラっ！」

　こんな時に悪口言いやがって。そう叫んでやりたかった。

　だが、できなかった。悔しかったからだ。

　この期ごに及んでナマクラ呼ばわりされたことが、男として、剣として、悔しかった。

　そして、何よりも。

　こんな状況でさえ諦めず、先を信じて、人を鼓こ舞ぶするレナの姿が──、

「ギャルのくせに……かっこ良すぎかっての！」

　健太郎の中で、勝ちたいという気持ちがさらに燃え上がる。

　同時に、聖剣の刃がまた、輝きだした。

「もっと、もっとだ！　もっと……鋭く！」

　内側で燃えたぎる思いを、健太郎は声に出してぶつける。

　ズズッ……刃の先が微かすかに、しかし確かに、角に食い込む。

「「もっと、もっと！　まだまだ……鋭くっ!!」」

　レナと健太郎の意思がかみ合う。刃の光が、一層激しさを増した。

　そして、刃はさらに、角へ食い込む。

「「めええええええぇぇぇぇんっ!!」」

　二人の声が、大きく、鋭く、強く重なり──




　ザシュゥゥゥゥッ!!




　白銀の鎧よろいを纏まとったギャルと、眩まばゆく輝く聖剣が──巨大な敵を切り裂いた。





　　　　　　　◇






『セーフティゾーン』から今にも飛び出してきそうなエミリーを、危険だからとデニス達が引き留めている。代わりにエミリーは、涙を流しながら強く強くレナの名を呼んでいた。

　それに力なく笑って返すのが精一杯のレナは、体を支える杖つえの代わりに健けん太た郎ろうを使い、よろよろと『セーフティゾーン』へ向かっていた。

「て、てゆーか……さっきのあの状態……めっちゃ、しんどかったんだけど」

「がんばれレナ、もう少しだレナ、踏ん張れレナ！」

「ケンタロ、それ……ちょっとウザい」

　どうやらあの鎧よろい姿すがたは、動く上で相当の負荷がかかるらしい。

　エレインもろとも《キラービードル》を倒した後、白銀のプレートアーマーなどの装備は光の粒子となって霧む散さんした。役目を終えた力が、眠りにつくかのように。

（普通の女の子の筋力じゃ、絶対に対応できないぐらいのスピードとか、出てたように見えたしな……。それだけ、体を酷こく使ししていたってことか）

　鎧が現れた時の状況や、健太郎の知り得ているフィクションの知識を総動員して考えてみると、やはりあの鎧は、いくつかの条件が重なって初めて使える力なのだと思う。

　だがレナの肉体的負担を考えるなら、その方がいい。どのみち乱用はできないのだから。

（この力は、早めに管理できるよう調べないとな……）

　相変わらず、健太郎は妙なところで冷静に考え、思考をまとめた。

「あ、あのさ……ケンタロ」

「ん？　どうした」

　よろよろと『セーフティゾーン』を目指しながら、レナが唐突に口を開く。

　健太郎はレナを見上げた。だが、彼女は何も言わない。黙ったままだ。

「なんだよ、急に黙って」

　問いかけてみても、レナは口を閉ざしたまま。

　心なしか頰ほおも赤く、金魚のようにパクパクと口を動かしたり、落ち着きがない。

「おい、本当にどうしたん──」

「あああっ！　やっぱ無理！　絶対やだ！」

　レナは急に大声を上げた。案あんの定じよう、フラッとよろめく。

「大丈夫かよ。気でも触れたか？」

「違うもん！　そ、そんなんじゃなくって……ううぅ、くっそー」

「女子がそういう汚い言葉、使うんじゃない」

「剣のくせに余計なお世話だし！　……ああ、もう！」

　さっきから一人でガウガウと喚わめくレナ。いったい何がしたいのだろう。

　しばらくしてレナは、ばつが悪そうに言った。

「…………あたしがここに来たの、別にケンタロのためじゃないから」

「え？　わざわざそれ言う？　ていうかずっと言いたかったこと、もしかしてそれか!?」

　だとしたら、これほど悲しい話はない。

「いいよ、別に。そこでわざわざツンデレっぽい展開とか、期待してないし。ていうか、自分で言ってたもんな。エミリー達のためだって」

　エミリー達を守るため、エミリー達を危険にさらしてしまった自分自身に落とし前を付けるため……レナはそう言って現れた。知っている、その目的の中に健けん太た郎ろうはいない。

「よかったよな。エミリー達が無事で」

「……うん。それはもちろん……そうなんだけど……。その……」

　レナは控えめな笑顔になった。もっと満面の笑みで喜ぶか、安あん堵どの息を漏らすと思っていたのに、少しぎこちない。言葉もなぜか歯切れが悪い。

（……俺おれ達ケンカしてて、仲直りもまだなわけだしな。俺に言われても嬉うれしくはないか）

　エレインと戦っている時は、そんな場合じゃないと考えないようにしていたが、さすがにそろそろ頃合いだろう。むしろ、きちんと謝るには絶好のタイミングだ。

「まあ、なんだ。俺も正直、レナが来てくれて助かったんだよ」

　レナからの反応はないが、健太郎は構わず続ける。

「俺は、俺一人じゃ何もできなかったからさ。ある意味俺も、レナに救われたんだよ」

　弱きを助けたい。その正義すら、レナがいてくれないと行使できなかった。

　エミリーの女の勘とは少しズレるが、剣の姿の健太郎に、レナという存在が不可欠なのは疑いようもない事実だ。そう思い知らされた。

「だから、さ……」

　今こそ、レナに謝罪と感謝を。

　口にするのが少し気恥ずかしい、それらの言葉を懸命につなぎ合わせ──、




「……ごめんね、ケンタロ」




　絞り出したのは──レナだった。

「──え？」

　健太郎は思わず、自分の聴覚を疑った。

　ふいにレナの手が、健太郎の鍔つばに触れた。そっと撫なでられる。

　それは、まるで頰ほおを撫でられているかのような、こそばゆくて温かい感覚だった。

「ケンタロのためじゃないけど……これが、あたしのつけたかった、落とし前だから」

　今にも泣き出しそうな顔をして──ポツリと、レナは呟つぶやいた。

「……意地張っちゃって、ごめんね」

「…………あっ」

　健太郎は、その言葉の意味に気付いた。

（落とし前って……そういうこと!?）

　そして、先を越されてしまったと、心の底から焦あせった。自分のあまりのダサさに、体があったら自分で頰ほおを殴りたかった。そのぐらい健けん太た郎ろうは悶もだえていた。

「……て、てゆーかこのタイミングで黙んないでよ！　な、なんか言ってよ……」

　その結果、レナに急せかされてしまう始末。

「いや、その……なんだ。お、俺おれの方こそ……色々意地張って、ごめん」

　そこでようやく謝罪を口にする健太郎。さらに醜しゆう態たいを重ねるところだった。

　するとレナは、肩の荷が下りたとでも言うように、長い長い息を吐き──、

「……ってなわけで、はいっ。ケンカはこれでお終しまいだね」

　普段のギャルらしい、快活な笑みを浮かべ、手をパンと叩たたいた。

　さっきまでのしおらしさから、この変わり身の早さ。健太郎は呆あつ気けにとられてしまった。

「……い、いいのか？　本当にこんなんで、仲直りってことにして」

「そりゃ、思い出せば腹立つこともあるけどさ。お互い謝ったし、いいんじゃない？」

　あっけらかんとレナは答え、「にひひっ♪」と笑った。なんだか拍子抜けである。

　けれどこんな、レナのサッパリした長所に、健太郎はきっと救われている。

　そんな気がしたことも、紛まぎれもない事実だった。

「レナ～っ！」

『セーフティゾーン』から、いよいよエミリーが飛び出してきた。バルンバルンと胸を揺らし、嬉うれしさとも悲しさとも取れる複雑な表情を浮かべながら、レナの元へ駆け寄る。

　それに気付いてレナが笑顔になった──その時。

　足がもつれて、レナは前のめりに倒れかかる。ボスン、とレナの頭を受け止めたのは、柔らかく大きな二つの丘と、それを備えているエミリーだった。

「……にひひぃ。これはこれは……柔らかいクッションですなぁ」

「もー、レナってばオヤジ臭ぁい……えへへぇ」

「これは女子の特権だねぇ……ケンタロ、本当は羨ましいんでしょ？」

「ば、ばか！　そんなことねぇよ！」

　こんなに満まん身しん創そう痍いでも、人をからかうことは忘れない、本当にマイペースなギャル。

　心底そう思う健太郎だったが……幸せそうな笑みを浮かべるギャル相手に水を差す気にはなれず、代わりに浮かんだ言葉があった。

「レナ、ありがとぉ。……お疲れ様ぁ」

　エミリーは、レナの頭を優しく撫なでながら言葉を贈った。

　それは奇くしくも、健太郎が思った言葉と同じだった。










　健けん太た郎ろうを──聖剣を巡る騒動から、一週間が経過した。

　昼下がりのアリーチェの町を、レナとエミリーは揃そろって歩いていた。つい今し方ギルドでクエストを受注し、これからダンジョンへ向かうところだったのだ。

「ねぇねぇレナぁ。見て見て、これぇ」

　声をかけられたレナは、隣を歩くエミリーが開いている情報誌を覗のぞき込む。

「『《ローランの森》で一体なにが!?　オーガ異常繁殖の謎に迫る』？」

「なんか、うまいこと本題をそらした感があるな」

　健太郎は思ったままの感想を口にした。

「でもでも、よかったよねぇ。デニスさんが根回ししてくれたおかげでしょぉ？」

「レナの実名や家の名前はもちろん、聖剣にまつわる話が一切載ってないってのは、確かにデニスさんのおかげだろうな」

「オーガの異常繁殖……あははっ、結構ウケる！　なんか変なツボ入る！」

　見出しを読んだだけで、レナはケラケラと笑った。

　件くだんの騒動がその後どうなったかというと、マイルズ達『古き良き冒険者の集い』のメンバーは全員自首した。その後、窃せつ盗とう罪や冒険者という立場を犯罪に利用した罪など、かけられた容疑は様々だが、本人達はすべて認めている。

　大人しく認めた経緯としては、やはりレナの姿を目まの当あたりにしたことが大きいそうだ。

　マイルズは、あれだけ欲していた聖剣を手にしても、オーガ一匹倒すことができなかった。だがレナの戦績は圧倒的だ。さらには純白の鎧よろい姿すがたまで見せつけられては、聖剣にふさわしいのはレナだと認め、諦めざるを得なかったのだろう。

　問題は、騒動の詳細が明るみになり、レナの個人名や家の情報が、必要以上にセンセーショナルに報道される可能性だった。

　百歩譲ゆずって騒動の詳細が知れ渡るのはしかたないにしても、レナのことは彼女の事情を考慮して、本人に確認するまでもなく、すべて伏せようという動きになった。

　そこでデニスがコネクションを利用し、レナにまつわる情報が出回るのを防いだのだ。

「だって元々、聖剣使いのレナの記事は、アタシが担当する予定だったのよ？　すっぱ抜かれてたまるもんですか！」

　というのが、デニスの言い分らしい。彼も彼で図太いな、と健太郎は感心したものだ。

　かくして、レナの活躍については表に出ることなく、事態は無事に終息していった。

「……まっ！　結局こうして、余計な物を抱える日々に逆戻りしちゃったけどねー」

　レナは言いながら、腰に下げている健太郎へ目を向けた。

「なんだよ。この前はお互い謝って、これからもよろしくって感じになっただろ？」

「はぁ？　それはそれですー。とっとと聖剣を手放したいのは変わんないし！」

　レナはジトッとした目で睨にらんでくる。相変わらず健けん太た郎ろうは、レナにとってお荷物らしい。

「はぁ……なんだか、巡り巡って振り出しに戻ったって感じだよなぁ」

「いや、あたしが聖剣持ってる時点で、全然振り出しじゃないから」

　レナが腰に下げている聖剣へ、ビシッと突っ込みを入れた──その時だ。

「──あっ」

　向かいを歩いていた少女と不意に目が合い、少女が驚いたように声を上げた。

「んん？」「ああ～っ」「おお、リコ」

「こ、ここ、こんにちは……」

　レナ達も反応し、健太郎が名前を呼ぶと、リコは慌ててペコリとお辞儀した。その勢いで、外していたフードが勝手にリコの頭をスポッと覆う。

　だがフードが目に留とまった瞬間、レナは顔を少しだけ引きつらせた。

「え？　リコさぁ、ちょっとそのフードはなくない？」

「あ、あの……な、なにがデスか？」

「思いっきり言葉尻が動揺してるぞ、リコ」

　目を泳がせているリコに健太郎が突っ込む。

　おそらくリコも、絶対に指摘されるという自覚があったからこそ焦あせっているのだろう。

「大事に着こんできたのはわかるけどさぁ、その目立つ継つぎ接はぎは、さすがに女子力的にないって。ないない、絶対ない」

「いや、あの……ううぅ。は、恥ずかしいからそんなに弄いじらないでくださいよう」

　顔を真っ赤にしたリコが着ていたローブは、ところどころよれていたり、色落ちしていたり、破けたところに若干色味の違う布を縫ぬい付けていたり……。

　どうやら、補修を繰り返しながら長く大事に着込んできた一着だったようだ。

「リコちゃんて、ファッションにあまり興味ないのぉ？　新しいの買えばいいのにぃ」

「いや、その、興味ないわけじゃ……ないんです。た、ただ……」

　エミリーに対し、ひどく言いにくそうにモジモジと下を向いたリコ。

　すると、どこからともなく「くぅ～」という音が響いた。リコは慌ててお腹なかを押さえる。

「ほ、本当に私……貧乏すぎて、買う余裕がなくって……」

「……えっと……ドンマイ？」

　さすがに他人の懐事情までひっくるめて、弄り倒す気にはなれなかったらしい。レナは適当なところで話題を切った。

　こういうところは気が利くし、話術がうまいな……と健太郎は素直に感心してしまった。

「あの、そんなことよりも……です」

　リコは改まったように言い──ガバッとお辞儀をする。

「こ、このたびは私のために、色々と証言していただき、ありがとうございました！」

「……へ？」

　突然のリコの発言に、レナは目を丸くした。

「いや……デニスさんから、ちょこっと聞いたんです。私が、その……逮捕……されなかったのは、レナさんのおかげだって」

　逮捕のところをものすごく小声にして言い、リコは続けた。

「だから、レナさんに会って直接お礼しなきゃって思ってて……でも、全然ギルドに顔出さないですし、デニスさんもお仕事で捕まらなくって、他に接点もなくって……」

　──『古き良き冒険者の集い』のメンバーは全員逮捕された。

　だがリコは、勾こう留りゆう中に保ほ釈しやくが認められた。すべての容疑から外されたのだ。

　理由は、レナがリコを無罪だと証言したから。

　レナ・レナード・パーカーという名家の立場と、聖剣使いの名を利用して。

「そーゆーこと？　いいっていいって。別に、大したことしたわけじゃないしさー」

　レナはケラケラと笑った。

「でも、納得できません。直接じゃなくっても、私はレナさんから聖剣を……ケンタローさんのことを……」

　リコは言葉を詰まらせた。自分は、正しく罰せられるべき。そう覚悟していたのだろう。

　なのにこうして今は、自由の身で外の空気を吸っている。

　生き真面目まじめなリコでは、確かに納得できないだろう。

「だからさ、別に、大したことじゃないって。ただ借りを返しただけだしさー」

　レナはどこか恥ずかしそうに、ポリポリと頭をかいた。

「……か、借り、ですか？　私、別に何も……」

「ええ～!?　あん時助けてくれたの、もう忘れちゃってる系？　うわー、あたしそっちの方がショックだしマジでー」

　レナはわざとらしくガックリと項垂うなだれた。

「……もしかして、ヘルデラン地下宮殿の時の、ですか？」

「いや、それ以外ないじゃん！」

　リコへピシッと突っ込んだあと、レナは「にひひっ」と笑った。

「あん時はマジで助かったしさ！　お返ししなきゃなって、ずっと思ってたんだよね」

「レナさん……」

　レナに対してはここの所、驚かされてばかりの健けん太た郎ろうだった。

　崩壊するヘルデラン地下宮殿で、レナのことを間一髪で助けてくれたリコ。

　その恩義をずっと胸に秘めていたレナは、リコの容疑を晴らすためとはいえ、あれだけ毛嫌いしていた家の名と聖剣使いの肩書きすら、なんの躊躇ためらいもなく利用したのだ。

（……ほんと、最初はただテキトーでユルいギャルだと思ってたけど）

　彼女の思いきりのいいところや、友情に厚い心は──、

（中身は結構、かっこよくていいやつなんだよな）

　女の子相手にかっこいいと表現することが正しいかはわからない。

　だが男として、レナの行動理念には共感できるものがある。

　だからこそ健けん太た郎ろうは、パートナーであるレナには、かっこいいという評価が一番似合うと思ったのだ。

　スンッと鼻をすする音。目を向けると、リコが目尻にうっすら雫しずくを浮かべていた。

　リコはそれがまっすぐ頰ほおに垂れないよう、再び頭を下げた。

「本当に……ありがとう、ございました！」

「…………にひひっ♪」

　健太郎は二人の様子を眺めながら、これで本当に一件落着したのだと安あん堵どする。

　同時に、レナのこともすっかり見直していた。

　健太郎は、レナでなければ扱えない。レナこそが、健太郎にとって無二のパートナー。

　ようやく心から、そう信頼できるようになった健太郎だった。

　…………のだが。

「あ、あの！　そのお礼と言ったらなんですけど……」

　リコが突然、三枚の紙切れを取り出した。

「その……最近、この路地の奥に新しいカフェができたの、知ってますか？」

「あー、知ってる知ってる！　エミリーと今度行こうかって話してたんだー。ね？」

「そうなのぉ。でもいっつも混んでるから諦めててぇ。それがどうかしたのぉ？」

「実は……このチケット、そのカフェのオープン記念のスイーツ食べ放題券なんですけど、今日が最終日で……チケット余ってるんですけど、良ければいかがかなぁと……」

　瞬間。

　レナとエミリーの表情がガラッと変わる。

「す、スイーツ!?」「食べ放題～!?」

「「いくいく～♪」」

「待て待て待てぇぇいっ！」

　即座に健太郎が突っ込んで止める。

「ちょっと待て！　お前らさっき、クエスト受注したばっかだよな!?」

「へっ？　なんのこと？　あたし最近、ボケがひどくってさぁ」

「んなわかりやすいウソがあるか！」

「ケン君、ボケるには早いよぉ？　大丈夫ぅ？」

「俺おれはまだボケちゃいない!!」

「でもケンタロってじじ臭いしさー、本当は中身お爺じいちゃんで、もうボケてたりして！」

「人の姿じゃないからって好き勝手言いやがって！」

　レナはケラケラと笑った。するとたちまち、真剣な面おも持もちに変わる。

「違うよケンタロ。囁ささやいてんの。スイーツがあたしらに、もっと食べなって囁いてんの」

「それこそ違うよ、大間違いだよ！　その幻聴こそボケ始まってるよ！」

「だけどケン君。スイーツ食べ放題は、なんと、今日までの限定イベントなんだよぉ？」

「お、おう……そうかもしれないな。……だから？」

「だからつまりぃ……今日食べに行かないとダメなんだよぉ」

「だろうな！　ていうか、オチないのかよっ！　会話がユルくて雑すぎるだろっ！」

　突っ込み疲れてゼェゼェと息を吐く健けん太た郎ろうに、レナが今度こそ普段の語調で言う。

「てゆーか、クエストは今すぐじゃなくっても平気だし。食べてから行けばよくない？」

「食べたら絶対、動きたくなーいとか言い出すだろ、お前」

「………………ちっ」

「なっ！　おい、今舌打ちしたか？　舌打ちしたよな!?」

「あーもー！　ほんとにガミガミうっさいなぁ、このナマクラは！」

　レナは健太郎の言葉など無視して、スタスタと歩き始める。












「行こ、みんな。ナマクラの言うことなんか知らなーい、気にしなーい！」

「かしこまりぃ♪」

「あ、ちょっと待ってくださいよう。チケット持ってるの私なんですから」

　エミリーとリコも、なんの躊躇ためらいもなくレナのあとを追いかける。

　こうなってしまっては真面目まじめに取りあうのも疲れるだけと思い、健けん太た郎ろうも諦めた。

「いいか？　食ったあとはどうするか、考えろよ？」

「わかった、わかったってばー。食べたあとに、どうするか考えるってー」

「言葉遊びで誤ご魔ま化かすなっての！　……おい！　聞いてるのか、レナ！」

　レナのことを見直したのも束つかの間ま。結局、いつも通りのいい加減なユルさが全開だ。

　──健太郎は、ギャルが苦手だった。

　勤勉や模範的とは真ま逆ぎやくにいる、それでいてヒエラルキーのトップに君臨するギャルは、真面目な健太郎にとって頭の痛くなる人種だった。

　そんなギャルの持ち物として、これから一緒に、うまくやっていけるのか。

　聖剣に転てん生せいしてしまった健太郎は、ただただ、不安ばかりを募つのらせた。

「まっ、あたしなりにユルーく気楽にがんばるよー的な？　……にひひっ♪」





〈了〉














あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです！　落おち合あい祐ゆう輔すけです！

　ありがたいことに、新シリーズ刊行です。デビュー作の時とは違い、プロの作家として、企画段階から作り上げた作品。言ってしまえば、最初から最後まで真の意味でプロとして作り上げた、記念すべき一作目と言っても過言ではありません。

　ましてやその題材が──『ギャル』ですよ、『ギャル』！

　ヒヤッホォォォウ！　最高だぜぇぇぇ!!

　ギャル系ヒロインが本当に好きで好きでたまらない僕としては、今こうしてあとがきを書けていることが感無量です。それこそデビュー前の投稿作の中には、『ヒロイン全員ギャル系エセビッチヒロインばっかのラブコメ』なんてのもあるぐらいでしたからね！

　……ギャル系ヒロインはいいぞぉ。

　なので、自分の好きなヒロインや書きたいヒロインを描く、という意味では、本当にひたすら好きなように楽しみながら書かせてもらいました。レナと健けん太た郎ろうのような凸でこ凹ぼこコンビも大好物でしたから、尚のこと、この作品を世に発表できて幸せです。

　今作をお手にとってくださった読者様の中には、ギャル系ヒロインが好きな方も、そうではないけど興味を持ってくださった方も、いらっしゃるかとは思います。

　そんな皆さまに少しでもレナの魅力を感じていただけたり、これを機にギャル系ヒロインを好きになっていただけたら、作者としてこれ以上ない至高の喜びでございます。




　それでは謝辞です。

　担当編集のＮ様。打ち合わせでの何気ない会話からポンと生まれたこのアイデアが、こうして形になったのはＮ様のご支援のおかげでございます。ありがとうございます！

　イラストのあなぽん様。この企画が走り出した時、僕も担当さんも「あなぽんさんへお願いしたいですよね」と話しておりました。なので、こうして実現できてビックリです。ファンタジーなのにギャルらしいチャラさ全開なレナに、僕は本気で恋をして会いたくて震えています。ありがとうございます！

　さらに、本書へ携わっていただいたすべての方々へも、厚くお礼申し上げます！

　そして、本作をお手にとってくださった読者の皆さまへも、重ね重ねではございますがお礼申し上げます。本当にありがとうございます！　チャラいけどかわいい……そんなレナ達をより魅力的に描くため、これからも精進して参ります！

　それではまた、皆さまにお会いできることを祈りまして──





平成二十八年　十月末日　　落合　祐輔

















特別付録　書き下ろし短編







《真面目なリコの『そうじゃない感』》




「リコってさー。なーんかこう……カタいよね」

　レナ、エミリー、リコがカフェでお茶をしていた時、レナは唐突に話題を投じた。

「カタいって、『真面目過ぎ』とか『融通が利かない』ってことですか？」

「ってゆーより、まさにそーゆーとこ？　話し方ってゆーか、言葉の選び方ってゆーか」

「レナが砕き過ぎなんだよ。リコの口調は割と一般的──」

　リコへの助け船のつもりで口を挟んだ健太郎の鍔をバチンと叩き、レナは言った。

「もっと、こうさ……あたしらみたいにユルくってゆーか、フワフワ適当な感じで喋ってみたら？　ワンチャン、イマドキ女子って感じになれるかも！」

「む、無理ですよそんなの！　いきなりやってできるわけないじゃないですか……」

　リコが焦ったように拒否すると、そばで聞いていたエミリーも輪に入った。

「でもうちらも別に、『しよう』と思ってこういう喋り方になったワケじゃないしねぇ」

「そうそう。要は自然体。慣れだよ慣れ。ただ何事も、『始めの一歩』ってマジ大事じゃん？　だから、とりまチャレンジしてみたら、ってゆー提案的な？」

「それは……そうかもしれませんけど」

　納得し切れていないとでも言うように口をすぼめたリコ。

　レナ達のペースにリコが流されているようにも感じた健太郎だが、今余計な言葉を投げるとレナがあーだこーだとうるさくなりそうなので、グッと堪える。

「そんじゃあ、あたしとエミリーが適当にダベるから、リコなりのユルい喋り方で混ざってみてよ。……はいスタート！」

「ていうかレナ、いきなり始め過ぎだよぉ。マジ鬼だしぃ。それってありなのぉ？」

「あり寄りのありじゃなーい？　てゆーか逆に、人生全部ノリと勢いっしょマジで」

「わかるぅ。後先考えないのが逆にバイブス上がりまくりだよねぇ」

　と、いきなり中身なんて欠片もなさそうなギャル～な会話を始めたレナ達。

　リコは二人をオロオロと眺め、それでもなんとか輪に入ろうと試みている様子だった。

　それに気付いたのか、レナがリコへ目配せする。いよいよリコも腹をくくり──、

「ま……マジ私的にはそれドイヒー的な？　段取りってゆーかドリダン大事じゃんみたいな？　バイブスも飛び抜けてイケイケドンドン、倍率ドンさらに倍……的な…………」

　リコの声は徐々にフェードアウトしていく。レナとエミリーの表情もみるみる引きつっていき、反比例するようにリコは顔を真っ赤にさせた。

「その、リコ……マジごめん。やっぱリコはリコのままが一番いいと思ったわ、マジで」

「だ、だ──だから最初に無理だって言ったじゃないですかあああぁぁぁっ！」

　チャラさを出そうとして盛大に事故ってしまったリコは、店内に涙の叫びを響かせた。
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